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一般国道８号は新潟市をى఺とし、日本ւԊいに北཮地ํをॎஅし、ژ౎市にࢸる

૯ڑ཭ 561�2LNの主要װઢ道࿏です。新潟県と北཮地ํٴͼࡕژਆ地ํを݁Ϳとと

΋に、新潟県の産業・経ࡁ・文化のަྲྀ発లにେきな໾ׂをՌたしͯいます。

しかし、ݱ在の柏崎市域では、市֗化のਐలٴͼަ௨ध要の૿Ճに൐い、ຫ性తな

ަ௨ࠞࡶをҾきىこしͯいるのがݱ状です。柏崎バイパス建設事業は、このよ͏な໰

୊をղܾし、֐ࡂ時におけるަ௨の֬อ、޿域地域とのަྲྀのଅਐ、౎市機ೳの׆性

化なͲを目తにܭըされました。

本書は、柏崎バイパスの建設にઌ立ͪ、2013 年౓に実ࢪした宝田遺跡の発掘調査

報告書です。

宝田遺跡の所在する柏崎平野中央部は、޿େな水田地ଳになͬͯいます。ࠓճの調

査で平安時代の水田、建物、中世の水田を検出しました。鯖石川左岸の宝田遺跡पล

では水田開発が平安時代に行われ、米࡞りが࢝まͬたことがわかりました。

発掘調査でಘられたࢿྉ΍本報告書が、埋蔵文化財のཧղ΍ೝࣝをਂΊるܖ機とな

り、地域のྺ࢙ࢿྉとしͯ׆͘޿༻される΋のと期଴しͯいます。

ཧղいただいた柏崎市教育委員会、柏崎ޚとྗڠޚ後に、この発掘調査でଟେな࠷

市౎市੔උ部ീ号バイパス事業ࣨ、ฒͼに地ݩのํʑをは͡Ί、国土ަ௨ল北཮地ํ

建設ہ௕Ԭ国道事຿所にରしͯް͘ྱޚਃし上͛ます。

　　2015 年 3月

新潟県教育委員会

教 育 ௕　高　井　盛　༤

ং



	 １	 本報告書は新潟県柏崎市宝田 37番地１ほかに所在する宝田遺跡の発掘調査記録である。

	 ̎	 調査は一般国道８号柏崎バイパス建設事業に൐い国土ަ௨লから新潟県教育委員会（以Լ、県教委とུす）がडୗ

した΋ので、調査主体である県教委は財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以Լ、埋文事業団とུす）に調査をґ

པした。

	 ̏	 埋文事業団は、掘࡞࡟業౳を藤村ヒューム管株式会社に委ୗしͯ、2013 年౓に発掘調査を実ࢪした。

	 ̐	 出土遺物ٴͼ調査・੔ཧ࡞業に係る各種ࢿྉは、一ׅしͯ県教委がอ管しͯいる。

	 ̑	 調査成Ռの一部はݱ地આ明会、ʮ埋文事業団年報ʯで公දしͯいるが本報告書を΋ͬͯਖ਼式な報告とする。

	 ̒	 遺物のம記は、宝田遺跡のུ記号ʮ13λΧϥʯとし、出土地఺΍૚Ґ౳をซ記した。

	 ̓	 本書のਤ中で示すํҐは、すべͯਅ北である。

	 ８	 。ද・ਤ面ਤ൛・ࣸਅਤ൛の番号は一கしͯいる࡯؍遺物の番号は種別に係りな͘௨し番号とし、本文およͼࡌܝ

	 ̕	 本文中のமは٭மとし、ท͝とに番号を෇けた。また、Ҿ༻文ݙは著者およͼ発行年（西ྐྵ）を文中にʦ　ʧで示し、

巻຤に一ׅしͯࡌܝした。ただし、第ᶜষのࣗવՊֶ෼ੳにͭいͯは、ষ຤に記ࡌした。

	 10	 ࣗવՊֶ෼ੳは、株式会社パリノ・サーヴェイに委ୗし、その݁Ռを第ᶜষにࡌܝした。

	 11	 遺構・遺物ਤのτϨースٴͼ各種ਤ൛࡞成・編集に関しͯは、༗ݶ会社ෆೋ出൛に委ୗしͯσδλϧτϨースと

̙̩̥ιϑτによる編集を実ࢪし、׬成σーλを印刷業者΁ೖߘしͯ印刷した。

	 12	 本書のࣥචは、飯坂盛泰（埋文事業団൝௕）、継　実・白井雅明（藤村ヒューム管株式会社調査員）があたり、編集は

飯坂が୲౰した。ࣥච෼୲は以Լのとおりである。

	 	 　第ᶗষ、第ᶘষ 2、第ᶙষ、第ᶛষ 1・2A・3E、第ᶝষ 2	ʜʜ	飯坂

	 	 　第ᶚষ 4、第ᶛষ 3A・%、第ᶝষ 1#	ʜʜ	継

	 	 　第ᶘষ 1、第ᶚষ 1～ 3・5、第ᶛষ 2#・$・3#・$、第ᶝষ 1A	ʜʜ	白井

	 13	 発掘調査から本書の࡞成にࢸるまで、Լ記のํʑおよͼ機関からଟ͘のޚ教示・ྗڠޚをͬࣀた。ここに記しͯ

（Իॱेޒ　শུܟ）。ਃし上͛るྱޚ͘ް

	 	 　柏崎市教育委員会　　柏崎市౎市੔උ部ീ号バイパス事業ࣨ　　柏崎土地վྑ区

	 	 　橋場೶Ո૊߹　　　　Լ藤井೶Ո૊߹

ݴ　　　ྫ



第ᶗষ　ং　　　આ 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	1

１　調査にࢸる経緯 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	1

̎　調 査 経 ա		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	2
ࢼ　̖ 掘 調 査		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	2

̗　本発掘調査		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	2

̏　調査・੔ཧ体੍ 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	5

ࢼ　̖ 掘 調 査		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	5

̗　本発掘調査・੔ཧ࡞業		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	5

̐　੔ ཧ ࡞ 業		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	5

第ᶘষ　遺跡のҐஔとڥ؀ 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	6

１　地ཧతڥ؀ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	6

̎　ྺ࢙తڥ؀ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	8

第ᶙষ　調査の֓要 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	10

１　άリοドの設定 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	10

̎　基 本 ૚ ং		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	10

第ᶚষ　遺　　　構ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	14

１　֓　　　要 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	14

̎　遺構の記ड़ 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	15

̏　古代（Ⅷ૚）の遺構 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	16

̐　中世（ᶝ૚）の遺構 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	21

̑　近世（ᶛ૚）の遺構 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	24

第ᶛষ　遺　　　物ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	25

１　֓　　　要 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	25

̎　古　　　代 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	25

̖　土　　　器		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	25
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1　調査にࢸる経緯

一般国道 8号柏崎バイパスは柏崎市௕崎をى఺とし、ಉ市ܵ೾にࢸる 11�0LNのװઢ道࿏である。ަ

௨ࠞࡶのղফ、޿域地域とのަྲྀのଅਐ、౎市ަ௨のԁ׈化、౎市の機ೳの׆性化なͲを目తにܭըされ、

1987年౓に事業化された。1991年౓から༻地ങ収、1993年౓から޻事ணखしͯ੔උがਐΊられͯいる。

国土ަ௨লはこの柏崎バイパスのண޻に޲けͯ、県教委に柏崎市東原町～ҵ目間の෼෍調査をґཔし、

県教委の委ୗをडけた埋文事業団が 2002 年 7月に༧定法ઢ内を中৺にݱ地౿査を行い、埋蔵文化財の

෼෍調査を行ͬた。その݁Ռ、沖積地のൣ޿ғで古代・中世・近世の遺物が࠾औでき、遺跡のଘ在するՄ

ೳ性が高いことから、ほ΅શ域にͭいͯࢼ掘調査がඞ要であるࢫを県教委に報告した。

宝田遺跡に係るࢼ掘調査は、埋文事業団が 2010 年 10 月と、2011 年 2月～ 3月、2011 年 4月の 3

ճにわたͬͯ、柏崎市宝田・藤井地区の 43,998N2 をର৅にࢼ掘調査を実ࢪした。その݁Ռ、古代～中

世の水田を主体とする遺構面を 3面֬ೝした。遺跡名は宝田遺跡としͯ新ొن録し、約 40,000N2（延べ

約 120,000N2）にͭいͯ本調査がඞ要であると県教委に報告した。

2013 年౓に、ʮ3月 27 日෇国北੔௕第 72号ʯで国土ަ௨লから県教委にରし延べ 6,132N2 の本調

査のґཔがあり、県教委は、ʮ3月 29日෇教文第 1460 号の 2ʯで埋文事業団に調査の実ࢪをґཔした。

ୈ 1図　ദ࡚όΠύεの࿏ઢͱௐࠪ遺੻のҐஔ

（国土地ཧӃʮ柏崎ʯ1ɿ50,000 原ਤ　2007 年発行）

宝田宝田

0 3LN（1ɿ75,000）
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2　調　査　経　ա

A　ࢼ　掘　調　査（第 2ਤ）

掘調査は、埋文事業団がࢼ 1ճ目 2010 年 10 月 13 日～ 27 日、2ճ目 2011 年 2 月 28 日～ 3月 4

日、3ճ目 2011 年 4月 8日～ 15 日・18 日～ 22 日・26 日～ 28 日にかけͯ実ࢪした。調査は柏崎バ

イパス༻地 43,998N2 のର৅ൣғにτϨϯνを設定し、ॏ機およͼ人ྗによる掘࡟・ਫ਼査を行い、遺構・

遺物の༗ແの֬ೝ、土૚のଯ積状گなͲの֬ೝを行ͬた。

1 ճ目の調査は、22,278N2 をର৅に 23 か所のτϨϯνを設定し、815�6N2 を掘࡟した。遺構は 3

か所（7T・19T・23T）で土坑、溝を֬ೝし、遺物は 9か所で平安時代の土師器、須恵器、中世の珠洲焼

なͲが出土した。ଟ͘のτϨϯνの૚ংで古代から中世の水田࡞ߞ土のՄೳ性のある土૚がೝΊられた。

4TA�/P�146 ～ /P�164 のൣғは、古代から中世の水田࡞ߞ土のՄೳ性がある土૚が֬ೝできたが、水

田をཪ෇ける൞΍水࿏なͲの遺構が検出できなかͬた。そのたΊ、২物ࢎܔ体の෼ੳを行い、次ճの調査

で水田遺構の検出に౒Ίることとし൑அอཹとした。

2ճ目の調査は、લճの調査で遺構を検出した 4TA�/P�146 ～ /P�164 の内༰をৄࡉに֬ೝするたΊ

と 4TA/P�143 ～ /P�145 の一部のൣғ 7,630N2 をର৅に 6か所のτϨϯνを設定し、406�6N2 を掘࡟

した。遺構は、22�26T から 22�29T の 4か所から平安時代のแؚ૚ٴͼそのԼ૚から掘りࠐまれた土坑

を検出した。よͬͯ、遺構・遺物が出土した 4TA�143 ～ /P�150 ෇近、7,630N2 にͭいͯ本発掘調査が

ඞ要となͬた。新発ݟの遺跡であることから、遺跡名は宝田遺跡としొ録した。また、લճの調査で࠾औ

した土৕（22�11T、22�15T）の২物ࢎܔ体෼ੳを行ͬたとこΖイωՊϓϥϯτΦパーϧがଟྔに検出した。

そのたΊ、4TA�/P�150 ～ /P�164 のൣғ、16,040N2 は水田のՄೳ性があるたΊ、水田遺構検出のたΊ

。掘を行͏ことにしたࢼ、౓࠶

3ճ目の調査は、൑அอཹとした 4TA�/P�150 ～ /P�163 とະ調査ൣғ 4TA�/P�128 ～ /P�143 のൣ

ғ 40,540N2 をର৅に 20か所のτϨϯνを設定し、549�2N2 を掘࡟した。土૚、検出遺構・遺物の状گ

から検出૚Ґは 3面ೝΊられ、水田を主体とする生産遺跡で、時期はᶜ・ᶝ૚が中世、Ⅷ～‡૚が古代で

あることが明らかになͬた。よͬͯ、4TA�/P�128 ～ /P�143 と /P�150 ～ /P�162 のൣғ、32,370N2

にͭいͯ本調査がඞ要となͬた。4TA�143～/P�150のൣғ7,630N2 と߹わせると約40,000N2 となり、

古代～中世の遺構検出面が 3面であることから延べ約 120,000N2 の本発掘調査がඞ要となͬた。

#　本 発 掘 調 査

遺跡は国道 8号東ଆに޿がる水田地ଳにある。本発掘調査は、2013 年 4月 15 日～ 11 月 22 まで実

事༧定のൣғで、2013年౓の調査ର৅面積は౰ॳ、遺構面が3面の延べ6,132N2޻した。調査は一期ઢࢪ

であͬたが、国ަলからՄೳなݶり調査面積をͯ͛޿ཉしいとの要๬にԠ͑延べ 4,032N2 ֦ுした。࠷

ऴతな調査面積は、延べ 10,164N2 である。

調査はഉ水のたΊपғに҉ڎを設ஔし、遺構面のਂ࠷は地දԼ約 1�5Nであることからน面は安શޯ഑

のࣼ܏をとͬͯ遺構֬ೝ面まで掘࡟した。ද土はॏ機を༻いͯ掘࡟し、แؚ૚掘࡟、遺構検出・掘࡟は人

ྗで行ͬた。遺物は 2Nখάリοドを基本にऔり上͛た。

4月 16日、࠷ॳに東ଆ調査区ࡍにԊͬͯݱ水田に埋設されͯいる҉ڎがあり、これをյすとपりの水

2　調　査　経　ա
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田にӨڹをٴ΅すたΊ埋設Ґஔの֬ೝをした。҉ڎは、調査区東ଆの北端で発ݟし、この一ըをආけͯ調

査することにした。4月 17日からഉ水のたΊの҉޻ڎ設ஔを行い、5月 1日からॏ機によるද土掘࡟を

開࢝した。古代～中世の水田跡の検出面であるⅧ૚（ࢼ掘ではᶝ૚）上面まで、近世の水田跡࡞ߞ土と૝

定しͯいたᶛ૚から৻ॏに掘࡟した。ද土掘࡟がऴྃした区域は、開ڎ掘ٴ࡟ͼน面の੔ܗをしながら૚

ংの֬ೝを行ͬた。

5月 16日にάリοド杭のଧ設をし、20日から࡞業員約 40名体੍で本֨తな調査を開࢝した。まͣ、

近世の遺物をؚΉ 4%1・2を記録しͯから、Ⅷ૚上面検出の水田、ܣ൞、溝なͲの検出に౒Ίた。

6月ॳΊ、調査区શ体の土૚ଯ積状گが明らかになͬたとこΖで、県文化行੓՝、ࢼ掘୲౰者にݱ地に

དྷͯ΋らいࢼ掘の݁Ռとରൺしͯ֬࠶ೝを行ͬた。上૚（ᶝ૚）は古代のࡉかい土器ยをଟؚ͘Ήが中世

の珠洲焼をؚんでいることから中世のแؚ૚（遺構検出面はⅧ૚）、中૚（Ⅷ૚）は古代の遺物が出土した遺

構がこの土を埋土としͯいることから古代の時期（遺構検出面はᶟ૚）とೝࣝした。ࢼ掘ではこのԼの྘灰

土（ᶟ૚）を古代のแؚ૚としͯいͯҙݟが૬ҧした。ただ、ࠓճこの౰֘૚から遺物、遺構が開ڎ掘࡟、

น面૚ং࡯؍で֬ೝできないことから൑அอཹとし、上 2面の調査をਐΊͯऴྃ後、Լ૚は部෼తにԼ

͛ͯ֬ೝすることにした。また、ഉ水のたΊに設ܭした҉ڎのਂさがෆ଍し、ഉ水が機ೳしͯいなかͬた

ことから、これをଧ開するたΊに西ଆଆลをॏ機でਂ͘Լ͛開ڎに੾りସ͑た。Լ૚の֬࠶ೝ΋݉Ͷたが

古代のแؚ૚、遺構をೝࣝすることはできなかͬた。

૚ং֬ೝの݁Ռ、調査区中৺෇近は微高地で、中世の開ࠖのӨڹをडけͯ中૚（Ⅷ૚）の࢒りがྑ͘ない。

調査区྆端は地൫が低͘なり上૚（ᶝ૚）と中૚（Ⅷ૚）がॏෳしͯଯ積しͯいる。ද土掘࡟ではこの状

。Ίͯいたことがわかͬたࢭを೺ѲしͯいなかͬたたΊ、南൒෼ଆではⅧ૚中で、北൒෼ଆではᶝ૚中でگ

それͧれ、遺構ਫ਼査をしͯೝࣝできた水田のܣ൞、土坑、溝を検出し、区੾りとしͯ 8月 1日にۭࡱを

しͯ 1面の調査をऴ͑た。

8月 5日からᶝ૚（中世）、Ⅷ૚（古代）のแؚ૚を掘࡟し、ᶟ૚上面までԼ͛た。遺物はࡉยで出土΋

ଟ͘な͘、೪性のڧい土で人ྗ掘࡟するには時間をඅ΍すことからॏ機をಋೖした。ॏ機は遺構をইΊな

いたΊに 0�04ὗのখܕサイズをબ୒し、Ҡಈにはコϯパωをෑいた。掘࡟土は௚接ϕϧコϯにࡌせ場֎

΁ྲྀした。࡞業員は掘࡟がऴわͬた所から遺構ਫ਼査を行ͬた。ᶟ૚上面で検出する遺構は古代（平安時代）

でᶟ૚灰৭土までԼ͛たことで田の区ׂり、水࿏が明֬になͬた。ࢼ掘の݁Ռで、ඪ高が高͘集落の一部

があるのではと૝定しͯいた調査区中৺෇近では、建物の柱݀、井戸、区ը溝を検出することができた。

9月 18 日から 4TA/P�148 ～ 4TA/P�150 区間の法ઢηϯλーから東部෼の 588N2（以Լ、௥Ճした

区域を南ଆ調査区、4月から調査を行ͬͯいた区域を北ଆ調査区とݺশする）を௥Ճし、調査することにした。調

査区पғをॏ機でഉ水のたΊの開ڎ掘࡟しながら、น面で土૚ଯ積の֬ೝをした。この区では、ઌの調査

区で近世の水田とೝࣝし記録しなかͬたᶛ૚࡞ߞ土とする水田から検出し、ᶝ૚上面、Ⅷ૚上面、ᶟ૚上

面の 3面を遺構検出した。

10月 4日に平安時代の掘立柱建物、井戸、水田、水࿏なͲが検出した北ଆ調査区ᶟ૚上面のϥδコϯ

ϔリによるۭࡱを行い、10月 5日はݱ地આ明会を開࠵し、遺構と遺物を一般公開した。地ݩ柏崎市ຽを

中৺に 82名のࢀՃをಘた。10月 9日ޕ後 4時頃に୆෩によるਧきฦしのಥ෩がݱ場࡞業中にऻͬた。

10月 10 日、南ଆ調査区のᶝ૚上面の遺構શࣸܠਅをࡱӨした。また、北ଆ調査区では 4%40 溝内にあ

るԃと上端にԊͬͯଧͪࠐまれͯいたଟྔの木杭の֬ೝ࡞業に௥われた。10月 15 日からᶟ૚からԼ૚

の遺構・遺物の֬ೝのたΊॏ機で一部෼を掘りԼ͛たが、遺構・遺物は検出しなかͬたたΊ北ଆ調査区の

2　調　査　経　ա
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調査をऴྃした。10月 29 日、南ଆ調査区のⅧ૚上面で遺構ਫ਼査をしたが、中世のᶝ૚にى因する遺構

は検出しなかͬた。࡞業がऴわり、શࣸܠਅをࡱӨした。ཌ日から、2୆のখܕバοΫϗーをಋೖしͯⅧ

૚の掘࡟をした。遺物は平安時代のࡉかな土器ยがগྔ出土しただけであͬた。Ⅷ૚ԼҐは、ࠟ࡞ߞによ

るԜತがܹし͘ݟられ、これをཔりに水田の区ׂりを検出した。また、田とॏなͬͯ人ҝతに埋Ίͯいる

土坑がࢄ発తにͭݟかͬた。

11月にೖり、ఱީෆॱがଓきݱ場࡞業のॱ延がଓいた。11月 14日、高所࡞業ंを࢖い、ᶟ૚上面の

શࣸܠਅをࡱӨした。11月 19 日にখܕバοΫϗーでᶟ૚からԼ૚の遺構・遺物の֬ೝを行ͬた。Լ૚

の遺構・遺物は検出しなかͬたが、ݟಀしͯいた土坑が新たにͭݟかり、これを調査し、11月 22日を΋ͬ

ͯ調査をऴྃした。

3　調査・੔ཧ体੍

。業は、以Լのよ͏な期日と体੍で行ͬた࡞掘調査・本発掘調査と੔ཧࢼ

A　ࢼ　掘　調　査

#　本発掘調査・੔ཧ࡞業

4　੔　ཧ　࡞　業

੔ཧ࡞業は、ݱ地調査とฒ行しながらਐΊた。遺物の水ચ、ம記と遺構の記録ྨの一部はݱ地事຿所で

行い、ݱ地調査ऴྃ後に、報告書࡞成に関わる遺構・遺物ਤ൛࡞成、原ࣥߘචなͲを藤村ヒューム管株式

会社੔ཧ࡞業所、埋文事業団で実ࢪした。2013 年౓に編集を行い、2014 年౓に印刷・ץ行した。

調 査 期 間 2013 年 4月 15日～ 11月 22日

੔ ཧ 期 間 2013 年 11月 25日～ 2014 年 3月 31日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育௕　高井盛༤）

調 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯ ׅ 木村ਖ਼ত（2013 年 12月まで）　　土ං　ໜ（2014 年 1月～）（事຿ہ௕）

管 ཧ ೋ（૯຿՝௕）޺૔۽

ॸ ຿ ஥川国博（　ಉ　൝௕）

調 査 ૯ ׅ 高橋　อ（調査՝௕）

ࢦ ಋ 田ւٛਖ਼（　ಉ　՝௕代ཧ）

調 査 ୲ ౰ 飯坂盛泰（　ಉ　൝௕）

ࢧ ԉ 藤村ヒューム管株式会社　　ݱ場代ཧ人　খݟ一ӳ　　調査員　継　　実　　白井雅明

調 査 期 間
2010 年 10月 13日～ 10月 27日、
2011 年 2月 28日～ 3月 4日

2011年4月8日～4月15日、4月18日～4月22日、
4月 26日～ 4月 28日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤ݾࠀ） 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤ݾࠀ）

調 　 　 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯ 　 　 ׅ 木村ਖ਼ত（事຿ہ௕） 木村ਖ਼ত（事຿ہ௕）

管 　 　 ཧ 井　࿱（૯຿՝௕）ࠓ 井　࿱（૯຿՝௕）ࠓ

ॸ 　 　 ຿ ҏ藤　೜（　ಉ　൝௕） ҏ藤　೜（　ಉ　൝௕）

調 査 ૯ ׅ 藤巻ਖ਼৴（調査՝௕） 北村　྄（調査՝௕）

調 査 ୲ ౰ 田ւٛਖ਼（　ಉ　՝௕代ཧ） ླ木俊成（　ಉ　՝௕代ཧ）

調 査 ৬ 員 （ಉ　൝௕　）྄و藤ࠤ ேԬ੓߁（　ಉ　主೚調査員）

第ᶗষ　ং　　　આ
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第ᶘষ　遺跡のҐஔとڥ؀

1　地 ཧ త ؀ ڥ

柏崎平野の地੎にͭいͯは、ಉ地域に所在する東原町遺跡ʦࢁ崎ほか2005ʧ、ࢁ崎遺跡ʦ石川 2012ʧ

の報告書内の記ࡌからҾ༻、Ճචを行いࣥචした。

ദ࡚平໺の஍੎　柏崎平野は、主要Տ川であるӏ川と鯖石川ٴͼそのྲྀࢧの別ࢁ川によりܗ成された、東

西約 7LN、南北約 18LNのখن໛なྟւ沖積平野である。南と東西の三ํはʮמӋ三ࢁʯを௖఺とする

地に区෼され、ᰍ৓ํࢁ෬ىはେܗ௖෇近の地ࢁࢁඣࠇ、地΍東ᰍ৓ٰྕによͬͯғまれる。この͏ͪࢁ

面との෼水ྮとなる。日本ւに面するւ岸ઢにԊٰͬͯ࠭が発ୡし、その後എには࣪地性の沖積地がల開

するʦླ木ほか1988・1989ʧ。ٰ࠭ܗ成のݦ著な時期には、Տޱ部がดざされることにより୷水し、ʮڸϲ

沖ʯなͲとশされるބপと化した。ٰྕのԑลは、中・高ҐのՏ岸ஈٰが෼෍しͯいる。

こ͏した柏崎平野पลの地ܗత特௃は、平野を北ྲྀするӏ川・鯖石川によͬͯ西部・中央部・東部に三

෼される。東部は鯖石川以東の地域に૬౰し、ٰྕ΍沖積地・ٰ࠭が発ୡしͯいる。מӋ・三ౡٰྕなͲ

のٰྕ地ଳと別ࢁ川・௕ௗ川地域の沖積地、さらには日本ւ岸Ԋいのٰ࠭が͘޿ల開し、その࣠はいͣれ

΋北北東一南南西ํ޲を示しͯいる。こ͏した地ܗత特௃は新第三系以߱の地質構଄を൓өした΋ので、

・と一கしͯいるʦླ木ほか1988・1989、େ野・ಙ間ほか1990ʧ。中央部はӏ川޲എࣼํ・ࣼ޲構଄のۂ᧞

鯖石川ྲྀ域にԊͬͯࠇඣࢁ地΍ٰྕが南北ํ޲にల開し、その྘ลでは中Ґஈٰ地ଳの発ୡがݦ著である。

中Ґஈٰ面は著し͘थࢬ状に開ੳされӏ川・鯖石川が生成した沖積地に接しͯいる。中央部以西では地ܗ

の࣠が東部にൺべͯ南北ํ޲にͣれͯいるが、それは新第三系以߱の地質構଄の᧞ۂ区のҧいに༝དྷする

΋のと推測されͯいるʦେ野・ಙ間ほか1990ʧ。西部はӏ川左岸地ଳ一ଳをࢦし、米ࢁからଓ͘ࢁ地・ٰ

ྕが発ୡしͯいる。本地域では、米ࢁࢁ地がւ岸にୡしͯւ成ஈٰを൐͏அ֑をなし、その東ଆではڱখ

な中・高Ґஈٰ面をܗ成しͯいる。ٰ࠭΍沖積地のܗ成に๡しい地域であり、ൣ޿ғに発ୡした沖積地΍

ٰ࠭がల開する東部΍中央部とはରরతな༷૬を示しͯいる。

川の߹ྲྀ地఺から約ࢁͱ遺੻のҐஔ　宝田遺跡は、柏崎平野中央部で、鯖石川と別ܗੴ઒ྲྀҬの஍ࡸ 2

Ωϩ上ྲྀの鯖石川左岸にҐஔする。鯖石川は、上ྲྀに地すべり地ଳがଟ͘、৵৯・ӡൖ࡞༻が盛んである。

Լྲྀではᕲ֓༻のऔ水ࢪ設がଟいたΊ、ྲྀれが؇΍かになる。この݁Ռ、いわΏるʮఱ井川ʯがܗ成され

΍すい。また上ྲྀ部で土่࠭れがසൟに発生するたΊ、Լྲྀ部ではՏ道のऄ行がେき͘なる。そのたΊ྆

Տ川の߹ྲྀ部では、ྲྀ水が集中しߑ水がىき΍すい地ܗがܗ成されͯいる。このことから近ลの遺跡は、

Տ川の൙ཞのӨڹをසൟにडけͯいたՄೳ性がある。

地ܗతには、鯖石川面とݺ͹れる沖積面の後എ࣪地に立地する。後എ࣪地の྆岸のࣗવఅ๷では、安定

した地൫が૝定され、東原町遺跡΍ࢁ崎遺跡なͲの古代ٴͼ中世の集落遺跡が立地する。これらとҟなり、

宝田遺跡の立地する後എ࣪地は、࣪ ५でෆ安定な地൫が૝定され、ʮڌ఺తな集落ʯができに͘いڥ؀だͬ

たと͑ߟられる。また、౓ॏなるߑ水による水田΍༻水࿏の࡞りม͑なͲからڥ؀ม化のӨڹがඇৗにେ

きかͬたことが͏かが͑る。
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ୈ 3図　ദ࡚पลの஍ܗ ʦླ木Ү෉ほか1988・1989ʧを基に࡞成
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鯖石川
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八石山
　▲

0  5km（1：100,000）

米山山地

黒姫山
▲

宝田遺跡

小・中起伏山地

扇状地

丘陵

大起伏山地

自然堤防・微高地

砂丘

平野・谷底平野

Gt I（高位段丘）

Gt II～III（中位段丘）

Gt IV（中位段丘）

Gt V～VII（低位段丘）

Gt VIII（低位段丘）

段丘崩
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2　ྺ ࢙ త ؀ ڥ

宝田遺跡は、古代から中世の遺跡である。ここでは、古代以߱の遺跡΍関࿈ࢿྉからपล地域における

ྺ࢙తڥ؀にͭいͯ֓؍する。

郡から三嶋郡が෼ஔࢤ郡にଐしͯいたが、9世紀લ葉頃に古ࢤ代　宝田遺跡पลは、ಸྑ時代には古　ݹ

されたことがࢦఠされͯいるʦ米୔ 1980ʧ。10世紀લ葉に成立したʰ࿧名ྨᡉ抄ʱには、三嶋郡に三
Έ

嶋
しま

、

高Ո、ଟڷذが記されͯいる。その所在は、ӏ川ྲྀ域に三嶋ڷ、鯖石川中ྲྀ域・௕ௗ川ྲྀ域に高Ոڷ、別
べͭ

ࢁ
΍ま

川ྲྀ域にଟڷذにൺ定されͯいるʦ金ࢠ 1990ʧ。北཮道のӺՈは、ʮ三嶋ʯ・ʮଟଠʯがあり、三嶋Ӻは

三嶋ڷに、ଟଠӺはଟʑਆ社がある別ࢁ川ྲྀ域のଟڷذ内にあͬたと推定されͯいる。宝田遺跡は、三嶋

。にؚまれるのかはෆ明であるڷൺ定地の中間にҐஔしͲのڷذとଟڷ

平安時代に三嶋郡が෼ஔされた柏崎平野は遺跡਺が૿Ճし、Տ川ྲྀ域のࣗવఅ๷上に集落遺跡が、ٰྕ

上・੄部に製మ遺跡、須恵器༼なͲ生産遺跡がల開する。

ूམ遺੻　宝田遺跡のある鯖石川पลは、ࢁ崎遺跡（2）、上原遺跡（14）なͲがࣗવఅ๷に఺在しͯいる。

宝田遺跡から南ํ 300Nに所在するࢁ崎遺跡（2）は、ࣗવྲྀ࿏にԊͬͯ集落がӦまれ、ʮ中ࢁʯの文ࣈ

΍૲Ֆ文がඳかれた๽書土器が出土しͯいるʦ石川ほか2012ʧ。

三嶋ڷにൺ定されͯいるӏ川ྲྀ域पลでຳྠ遺跡（42）、Լ
し΋おききた

沖北遺跡（41）、খ
こ

็
ΈͶ

遺跡（43）なͲが調査

されͯいる。特にຳྠ遺跡はʮӺ
͏ま

Ո
΍

村
Ήら

ʯと記された木؆΍ଟྔの土器が出土し、三嶋ڷの中৺తな遺跡と

られͯいるʦԬ田͑ߟ 2000ʧ。

ੜ࢈遺੻　柏崎平野南部のथࢬ状に開ੳされたٰྕ上にある藤橋東遺跡（59）܈ʦ඼田 1995ʧ、ܰ井川南

遺跡（60）܈ʦ平ਧほか2010ʧの発掘調査が行われ、େن໛なమ生産が行われͯいたことが明らかになͬた。

また、ٰྕ੄のӍٶ古༼跡（52）ʦ඼田・中野ほか2000ʧでは、須恵器生産が行われͯいる

த　ੈ　11世紀຤～ 12世紀中葉頃に各地に૳Ԃ΍อを୯Ґとした国ᦰྖが成立する。h ʱ文࣏ڸ࠺ޗ 2

年（1186）3月 12日条のʮ三Օ国ঙʑະਐ஫文ʯには柏崎平野にൺ定される૳ԂとしͯʮӉՏ（ӏՏ）૳ʯ

ʮࠤ橋（鯖石）૳ʯʮൺ֯૳ʯが記されͯいる。ӏՏ૳はӏ川Տޱ෇近をআ͘ӏ川ྲྀ域一ଳと鯖石川左岸域

の一部なͲ、ൺ֯૳はݱ在の柏崎市֗地、ࠤ橋૳は鯖石川中ྲྀ域と௕ௗ川ྲྀ域෇近が૳域とൺ定されͯい

る。別ࢁ川ྲྀ域は૳Ԃが成立せͣ、中世後期においͯ原田อ、੺田อとわͣかなࢿྉにอ名があることか

ら国ᦰྖであͬたと͑ߟられͯいるʦ金ࢠ 1976ʧ。

鯖石川ྲྀ域ではࣗવఅ๷上に東原町遺跡（16）、֯田遺跡（13）なͲ集落遺跡が立地しͯいる。東原町

遺跡は宝田遺跡から北ํ 1�3LNの鯖石川左岸のࣗવఅ๷上にҐஔする。13世紀後൒から 14世紀が主体

で、ॅډ域とാ跡なͲの生産域を溝で区ըした集落構成が明らかになͬͯいる。また、土器の一ׅഇغ΍

1ສ枚以上の銭貨を埋ೲしͯいた珠洲焼ᆵなͲが出土しͯいる。֯田遺跡は鯖石川と別ࢁ川が߹ྲྀする෇

近にҐஔし、13世紀後൒主体でଟ͘の建物の柱݀が֬ೝされͯいるʦ඼田 1990Cʧ。

ӏ川ྲྀ域の発掘調査は、Լ沖北遺跡で 13～ 14 世紀のํܗ区ըでғまれたॅډ域とその֎ଆに水田が

検出され、集落の༷૬が明らかになͬͯいるʦ高橋ほか2003、ࢁ崎ほか2005ʧ。千古௩遺跡では෿ุが調

査されͯいるʦ඼田 1990Bʧ。

2　ྺ ࢙ త ؀ ڥ
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第ᶘষ　遺跡のҐஔとڥ؀

/P 遺跡名 時　代

1 宝田遺跡 古代・中世

2 崎遺跡ࢁ 古代・中世

3 ٰ江遺跡 ໻生～中世

4 田௩ࢁ遺跡܈ ೄ文・໻生・中世

5 খࣇ石遺跡 中世（ุ地）

6 ෆୀࣉ遺跡 古代・中世

7 લ田遺跡 古代・中世

8 関野遺跡 ೄ文・古෿～中世

9 藤井৓跡 古代・中世・近世

10 中田ٱอ川原遺跡 中世

11 中田Լ川原遺跡 古代

12 Լ川原遺跡݋ 古෿・古代

13 ֯田遺跡 古෿・古代・中世

14 上原遺跡 古代・中世

15 川原遺跡ڥ 中世

16 東原町遺跡 古代・中世

17 藤ݩ町遺跡 古代

18 開ӡ町遺跡 ೄ文・໻生・古代

/P 遺跡名 時　代

19 遺跡ࢁുࠫ 平安・中世

20 Aߍ඿খֶߥچ 古代

21 #ߍ඿খֶߥچ 古代

22 西ؠ野遺跡 ໻生・中世

23 ノӜ遺跡ٶ 古代・中世

24 土߹఼԰ෑ跡 中世

25 Լڥ井西遺跡 古代

26 Լڥ井遺跡 古෿・平安

27 Լݟ࠽遺跡 中世

28 木町遺跡ࡩ 古代

29 ࢛୩遺跡 中世

30 柏崎町遺跡 中・近世

31 େٱอ東遺跡 古代・中世

32 関町遺跡 中世

33 野݋ F遺跡 ೄ文・古代・中世

34 三ౡਆ社 古෿・古代

35 ඐഀౡ৓ 古෿・古代・中世

36 ौ֟遺跡 ೄ文・古代

/P 遺跡名 時　代

37 ߳積ࣉ୔遺跡 ೄ文・古代・中世

38 野୔遺跡݋ ೄ文・古代・中世

39 野݋ #遺跡 ೄ文・古代・中世

40 千古࡞遺跡 中世

41 Լ沖北遺跡 平安・中世

42 ຳྠ遺跡 ໻生・平安・中世

43 খ็遺跡 古代・中世

44 野水上遺跡݋ 製మ関࿈

45 Լ沖遺跡 古代

46 嶋԰ෑ遺跡 中世

47 原遺跡כ 古代・中世

48 田遺跡ژ 古代・中世

49 େ୔A遺跡 ೄ文・平安

50 େٶ遺跡 ೄ文・古代

51 େ୔ #遺跡 古代（製మ関࿈）

52 Ӎ஑・Ӎ஑古༼ ೄ文・平安

53 ৓௩遺跡 古代

54 西田遺跡 ೄ文・古代・中世

/P 遺跡名 時　代

55 遺跡ࢁۅ ೄ文・古代・中世

56 ௽巻田遺跡
ೄ文・໻生・古෿・
平安・中世

57 ୔田遺跡 古代

58 藤橋ࢁ޲遺跡 古代

59 藤橋東遺跡܈
ೄ文・古代（製మ
関࿈）・中世

60 ܰ井川南遺跡܈ 古代（製మ関࿈）

61 େ新田遺跡 中世

62 େ௶遺跡 中世

63 安田৓跡 中世

64 中道遺跡 古代・中世

65 ໳田遺跡 中世

66 ಊのӜ遺跡 中世

67 ༀ師ಊཪ۽ࠓ 中世

ୈ 1ද　पลの遺੻Ұཡද
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ୈ 4図　पลのݹ代・தੈの遺੻
ʦ国土地ཧӃʮ柏崎ʯ1ɿ50,000 原ਤ	2007 年発行ʧ
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第ᶙষ　調 査 の ֓ 要

1　άリοドの設定

άリοド࣠は、2010 年に発掘調査が行われたࢁ崎遺跡とڑ཭が近͘、時代΋ほ΅ಉ時期であることか

ら延௕しͯ設定し、番号を新に෇した。άリοドのํ޲と区ׂりは国土࠲ඪ࣠と一கする（第 5ਤ）。

調査ではେখ 2種ྨのάリοドを࢖༻した。େάリοドは 10N間ִで、ԣ࣠ではࢉ༻਺ࣈを࢖༻しͯ

遺跡北端から南に޲かͬͯʮ1、2、3、4ʜʯྻ、ॎ࣠では東端から西に޲かͬͯʮA、#、$、%ʜʯྻ

とし、େάリοド名は北東۱の基४ઢのަ఺によりʮ1A、1#、1$ʜʯとݺশした。খάリοドはେάリο

ドを2Nํ؟に25෼ׂした。খάリοドは北東۱を1とし南に਺͑南西۱を25としࢉ༻਺ࣈॱでදした。

άリοドද記はʮ7#1ʯのよ͏にݺশした。ࠓճの調査区にあたる杭の࠲ඪ஋（世ք測地系）は、30.杭

（X�152950�000、:�7820�000）、42.杭（X�152830�000、:�7820�000）を示す。

2　基　本　૚　ং

宝田遺跡は、遺跡の東ଆを北ྲྀする鯖石川によͬͯܗ成された沖積地に立地する。地ܗはほ΅平ୱであ

るが調査区中৺の 31・32ྻ෇近が΍΍微高をఄしͯいͯ、ここをڥに北ଆは؇΍かに、南ଆは北ଆにൺ

べࣼٸ౓に低͘Լがͬͯい͘。遺構は、31・32ྻの微高地で掘立柱建物、井戸を検出し、このपғに水

田跡が޿がͬͯいる。

基本૚ংはᶗ૚～ᶠ૚までࡉ෼した。古代からݱ代まで水田࡞ߞがஅଓతに行われ、࡟平、࡞ߞの܁り

ฦしで積Έॏなͬͯいる。出土土器からᶛ૚が近世、ɕ ૚が中世、Ⅷ૚が古代と時期推定し調査をਐΊたが、

ଯ積年代೺ѲのたΊᶋ地఺の土৕を࠾औし放射性炭素年代測定をした、とこΖが、ᶛ૚が古代、ᶝ૚およ

ͼᶟ૚が古෿時代、Ⅷ૚がೄ文時代൩期に૬౰するとい͏݁Ռになͬͯしまͬた。要因はߑ水ଯ積༝དྷの

ҟなる෗২物をؚんでしまͬͯいたよ͏である。この൓লから、各遺構面から検出した木杭の年代測定を

したとこΖᶛ૚の杭が 17世紀中頃～ 18世紀຤頃、Ⅷ૚の井戸から検出した杭が 9世紀後൒～ 10世紀

中頃とい͏年代؍が推定された。また、ᶝ૚から出土したおにぎり状炭化米は、15世紀中頃とい͏݁Ռ

がಘられた。出土土器と木杭なͲの෼ੳ݁Ռと年代؍がద߹することから、ᶛ૚は近世、ᶝ૚は中世、Ⅷ

૚は平安時代とೝࣝした。（第 6ਤ）

ᶗ૚ �	Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）しまりあり・೪性ݱ、ڧ水田࡞ߞ土である。

ᶘ૚ �	灰Φリーϒ（5:5�2）೪質土　しまり・೪性と΋にあり、چ水田࡞ߞ土またはচ土でࢎ化が著しい。

ᶙ૚ �	灰Φリーϒ（5:4�2）࠭質土・シϧτ質土がࠞ在する。しまり・೪性と΋にあり、શ体にࢎ化が

著しい。

ᶚ૚ �	灰Φリーϒ（5:5�2）シϧτ　しまり・೪性ڞにあり。

ᶛ૚ �	灰৭（5:4�1）೪質土　しまり・೪性ڞにあり、෗২質である。近世の水田࡞ߞ土で、Լ൒部は

によるԜತが著しい࡞ߞ

ᶜ૚ �	灰৭（5:4�1）೪質土　しまり・೪性ڞにある。33ྻから以北でଯ積しͯいる。



11

ୈ
5
図
　
グ
リ
ッ
ド
ઃ
ఆ
図

Ｎ
Ｏ
．４

Ｎ
Ｏ
．－
３

Ｎ
Ｏ
．４ Ｎ
Ｏ
．２

Ｎ
Ｏ
．３

Ｎ
Ｏ
．３

Ｎ
Ｏ
．０

Ｎ
Ｏ
．－
１

Ｎ
Ｏ
．１

Ｎ
Ｏ
．－
５

Ｎ
Ｏ
．１

Ｎ
Ｏ
．２

ＮＯ．１６８

ＮＯ．１４９

ＮＯ．１２９

ＮＯ．１５５

Ｎ
Ｏ
．１

ＮＯ．１４１

ＮＯ．１４４

ＮＯ．１６５

ＮＯ．１４５

ＮＯ．１６６

ＮＯ．１６２

Ｎ
Ｏ
．２

ＮＯ．１４０

ＮＯ．１６０

Ｎ
Ｏ
．４

ＮＯ．１６１

ＮＯ．１５３

ＮＯ．１２７

ＮＯ．１５９

ＮＯ．１５０

ＮＯ．１５７

ＮＯ．１４３

ＮＯ．１６７

ＮＯ．１３５

ＮＯ．１５０

ＮＯ．１４８

Ｎ
Ｏ
．１

ＮＯ．１５３

ＮＯ．１５２

Ｎ
Ｏ
．３

ＮＯ．１５５

ＮＯ．１５２

ＮＯ．１３９

ＮＯ．１５６

ＮＯ．１４２

ＮＯ．１３３

ＮＯ．１３７
Ｎ
Ｏ
．－
５

ＮＯ．１３６

ＮＯ．１５４

ＮＯ．１４０

Ｎ
Ｏ
．－
３

ＮＯ．１３１

ＮＯ．１５１

ＮＯ．１２９

Ｎ
Ｏ
．－
４

ＮＯ．１５８

ＮＯ．１３２

Ｎ
Ｏ
．２

ＮＯ．１６４

ＮＯ．１２６

ＮＯ．１５１

ＮＯ．１６３

ＮＯ．１２４

ＮＯ．１３４

Ｎ
Ｏ
．３

ＮＯ．１４７

ＮＯ．１５４

ＮＯ．１４６

ＮＯ．１３８

ＮＯ．１２５

ＮＯ．１４９

ＮＯ．１３０

ＮＯ．１６２

Ｎ
Ｏ
．４

Ｎ
Ｏ
．４

Ｎ
Ｏ
．－
５

Ｎ
Ｏ
．７

Ｎ
Ｏ
．３

Ｎ
Ｏ
．－
４

Ｎ
Ｏ
．１
１

Ｎ
Ｏ
．２

Ｎ
Ｏ
．１
０

Ｎ
Ｏ
．９

Ｎ
Ｏ
．０

Ｎ
Ｏ
．－
１

Ｎ
Ｏ
．５

Ｎ
Ｏ
．８

Ｎ
Ｏ
．－
５

Ｎ
Ｏ
．－
２

Ｎ
Ｏ
．－
３

Ｎ
Ｏ
．４

Ｎ
Ｏ
．０

Ｎ
Ｏ
．３

Ｎ
Ｏ
．２

Ｎ
Ｏ
．５

Ｎ
Ｏ
．１

Ｎ
Ｏ
．６

ＮＯ．１５０＋９．０

（ 都 ）宝田北斗町線

Ｒ
＝
１
７．０

Ｒ
＝
１
７．０

本
発
掘
調
査
対
象
範
囲

2
0
1
3
年
調
査
範
囲

0
1
5
0
m

（
1
：
3
,0
0
0
）

1
２

３
４

５

６
７

８
９

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

小
グ
リ
ッ
ド

2
4

2
5

0
1
0
m

（
1
：
4
0
0
）

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

6
8

ABCDH EFGIJKLMNOPQRSTUVWXY

第ᶙষ　調 査 の ֓ 要



12

0
（
1
：
4
0
）

2
m

4
.8
m

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

2
9
M
1

4
.2
m

3
.6
m

ᶃ

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅴ

Ⅵ Ⅶ

S
D
4
0

3
1
M
1

ᶄ

4
.8
m

Ⅰ
～
Ⅳ

Ⅴ

Ⅶ Ⅷ Ⅸ ⅨⅩ

3
3
/
1
5

4
.2
m

3
.6
m

ᶋ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅴ

Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ

4
3
/
1
0

ᶌ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ ⅢⅢ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

S
D
4
0

3
3
M
1

ᶅ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅴ

Ⅶ Ⅸ

S
D
4
0

3
5
M
1

ᶆ

4
.8
m

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ Ⅹ

3
2
/
1

4
.2
m

3
.6
m

ᶇ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ Ⅵ Ⅶ

S
D
4
0

3
2
M
1

ᶈ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅸ Ⅹ

3
2
-6ᶉ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ Ⅶ Ⅸ Ⅹ

3
2
K
1
1

ᶊ

近
世

中
世

平
安

ୈ
6
図
　
基
本
層
序

Ｇ

ＮＯ．１４６

ＮＯ．１５２

ＮＯ．１４２

ＮＯ．１４３

ＮＯ．１４０

ＮＯ．１４５

ＮＯ．１５１

ＮＯ．１５２

ＮＯ．１５０

ＮＯ．１４８

ＮＯ．１４０

ＮＯ．１４４

ＮＯ．１４７

ＮＯ．１５０

ＮＯ．１４９

ＮＯ．１４１

ＮＯ．１４９

ＮＯ．１５１

Ｎ
Ｏ
．１

Ｎ
Ｏ
．２

Ｎ
Ｏ
．３ Ｎ
Ｏ
．０

ＮＯ．１５０＋９．０

Ｒ
＝
１
７．０

Ｒ
＝
１
７．０

+KM -/0

2
7

2
8

2
9

3
0

3
2

3
1

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

4
0

3
9

4
1

4
2

4
4

4
3

0
5
0
N

（
1
ɿ
1
,0
0
0
）

2　基　本　૚　ং



13

ᶝ૚ �	Φリーϒࠇ৭（5:3�1）೪質土　しまり・೪性ڞにある。中世の水田࡞ߞ土・แؚ૚で、32 ྻ

以北のԼ面では࡞ߞによるԜತがݦ著に֬ೝできる。また、33～ 34 ྻのখൣғにᶝ૚とⅧ૚

の間に灰৭（5:4�1）࠭質土がଯ積しͯおり、これをᶝ C૚とした。খՏ川あるいは水࿏なͲの

൙ཞが要因でଯ積した΋のとࢥわれる。遺物は、29～ 33ྻで古代から中世の΋のが出土した。

古代の遺物はଟ͘がখഁยで後世の࡞ߞで上に巻き上͛られた΋のである。

Ⅷ૚ 。土・แؚ૚࡞ߞにあり、平安時代（9世紀後葉）の水田ڞ৭（2�5:3�1）೪質土　しまり・೪性׊ࠇ	�

上面は中世の遺構検出面となる。᎟፩しͯいͯᶟ૚土がϒϩοΫ状にࠞ͡り、Լ面のԜತは著し

い。建物・井戸が検出した 31・32ྻ෇近は微高で、中世の開発のӨڹをडけଯ積がஅଓతにし

かͯͬ࢒いない。

ᶟ૚ �	྘灰৭（7�5(:6�1）೪質土　しまり・೪性ڞにある。上面は平安時代の遺構検出面となる。

ᶠ૚ �	҉Φリーϒ灰৭（5(:4�1）シϧτ　しまり΍΍なし、೪性ڧい。

‡૚ �	҉྘灰৭（7�5(:4�1）シϧτ　しまりなし、೪性ڧい。

第ᶙষ　調 査 の ֓ 要
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第ᶚষ　遺　　　構

1　֓　　　要

本遺跡では、古代～中・近世にわたる水田遺構とར水に൐͏遺構が検出された。第ᶗষ 2#にͯલड़の

よ͏に、いͣれの検出面においͯ΋上面の࡞ߞ時に、Լ面の水田跡をյしͯいるたΊ、ৄࡉな遺構検出が

೉であͬた（第ࠔ 7ਤ）。調査では、土৭・土質が明ྎにม化する૚を෼化し、૬ରతな検出面の区別を行ͬ

た。遺構は、ᶝ૚上面、Ⅷ૚上面、ᶟ૚上面で検出した。近世の水田遺構（ᶛ૚）は、41～ 44άリοド

のൣғのΈ行ͬた。

上ड़のよ͏に、அ面で水田とܣ൞なͲの෇ଐࢪ設を൑別することはࠔ೉であͬた。このたΊ平面検出を

ॏ఺に調査を行ͬた。水田ࠟ࡞ߞ跡のʮ౿Έൈきʯを定ྔ検出し、૬ରతにগないՕ所をܣ൞とした。こ

のܣ൞の一部においͯ、࿈ଓ性が్੾れͯ、෯ 50DN以Լの開ޱ状になる部෼はʮ水ޱʯと൑அした。

水田の調査は、ʮ区ը΍෇ଐࢪ設の平面ܗ状を֬定するまでʯをର৅とした。一部அ面を࡯؍したՕ所

では、ܹ し͘上Լ෯のある౿ΈൈきがೝΊられた。いわΏるʮԜ地遺構ʯʦখ஑ほか1994ʧにݟられるよ͏な、

ްΈのある෴土ܗଶは示さない。遺物が出土しないたΊ、一部の水田෴土と౿Έൈきの掘࡟は行わなかͬ

た。またࣗવՊֶ෼ੳは、各水田୯Ґで行ͬͯいないたΊ、水田内の২生なͲৄࡉはෆ明である。

͹れる基൫૚の高まりをର৅とした。このݺ野ほか1987ʧとࡈ൞#ʦܣࣅ൞にͭいͯは、いわΏるٙܣ

たΊ෯なͲのن໛にͭいͯは、機ೳ面での΋のとはҟなると͑ߟられる。一部で土を盛りあ͛たܣ൞が֬

ೝされた΋のの、அ面の࡯؍がࠔ೉なたΊ、ほとんͲのܣ൞の構ஙํ法はෆ明ྎであͬた。そのたΊ、ܣ

൞の高さ΍、水田のਂさを推定することはできない。

各૚の時代は、水田࡞ߞ土から出土する遺物の૬ରతな൑அから、ɜ ૚上で֬ೝした水田を古代（Ⅷ૚）、

Ⅷ૚上で֬ೝした水田を中世（ᶝ૚）、ᶜ૚΋し͘はᶝ૚上で֬ೝした水田を近世（ᶛ૚）とした。ৄࡉな

時期ࠩにͭいͯは、遺物の֧፩されたׂ߹がେきいたΊ൑વとしない。લड़のとおり、水田は࿈ଓతにߞ

られる。そのたΊ水田の時期͑ߟにわたͬͯいるとذ跡のྦྷ積がଟࠟ࡞ߞ、されͯいることが૝定でき࡞

෼別΍૚の෼化にͭいͯは、ࠓ後の検౼՝୊としたい。

各૚での遺構の特௃を示しͯおきたい。古代（Ⅷ૚）は、େখのෆ੔ܗな水田を中৺に、ར水関࿈の遺

構をଟ͘検出したほか、掘立柱建物をؚΉॅډ域が部෼తにೝΊられた。調査区の北ଆには、水田とಉ一

面に一部෗২の޿がりがೝΊられた。中世（ᶝ૚）は、一ลが 10Nを௒͑るେきな水田をは͡Ί、ํܗ

区ըの΋のがଟ͘ݟられる。また 4%40は埋຅աఔでありながら、ઙいྲྀ࿏としͯ機ೳしͯいる。近世（ᶛ

૚）は 10Nを௒͑るํܗから௕ํܗでେ区ըの水田が੔વとฒͼ、4%1・2を中৺とした調査区をԣஅ

する溝が検出された。この͏ͪ 4%1は、埋຅することな͘継ଓతに近年まで࢖われͯいたことが基本૚

ংから明らかとなͬͯいる。
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2　遺 構 の 記 ड़

本遺跡では、ᶝ（41L ～ 44/άリοドのൣғのΈ）・Ⅷ・ᶟ૚のそれͧれ上面で遺構を検出した。本項で

の記ࡌはⅧ૚（検出面ᶟ૚古代）ˠᶝ૚（検出面Ⅷ૚中世）ˠᶛ૚（検出面ᶝ૚近世）と時代の古いॱに行͏。

遺構名শにͭいͯは、種ྨと番号を૊Έ߹わせͯݺশする。遺構の種ྨは、ΞϧϑΝϕοτのେ文ࣈで

掘立柱建物ʮ4#ʯ、井戸ʮ4Eʯ、溝ʮ4%ʯ、土坑ʮ4,ʯ、ϐοτʮ1ʯ、性֨ෆ明遺構ʮ4Xʯのུশを༻いた。

番号は遺構種ྨຖに෼けͣ、௨し番号とした。検出面が 3面あることから、ᶛ・ᶝ૚を 1から、Ⅷ૚を

30から෇番した。ただし、水田と特定した遺構にͭいͯはʮ検出૚Ґ−˓号水田ʯとした。水田に෇ਵし、

௚接水をऔりࠐΉまたはഉ水するたΊの開ޱ部をʮ水ޱʯ、水田間の౿ΈൈきがೝΊられない部෼をେখ

のʮܣ൞ʯと区別し、ུশを༻いなかͬた。

遺構આ明は、検出遺構の͏ͪ生産遺構がେ部෼を઎Ίることから、水田とそれに関࿈した遺構を૯体త

に記ड़したい。遺構ݸʑのଐ性にͭいͯは、࡯؍දをࢀরされたい。

遺構のܗ状෼ྨにͭいͯは第 8ਤのとおりである。水田区ըの෼ྨ・ܭ測は、ଟ͘が調査区֎に延ͼ

るたΊ、ほとんͲが推定となる。推定஋にͭいͯは、਺஋にʮ�ʯを෇しͯදݱした。ܭ測は、推定にお

いͯ௕࣠と൑அしたํ޲をى఺にしͯ行ͬͯいる。この原ଇにしたがͬͯ、௕࣠・୹࣠・面積をܭ測した。

ୈ 8図　遺ߏの平面・断面ܗଶの分ྨ໛ࣜ図（ʦߥ川・Ճ藤 1999ʧからసࡌ）

ୈ 7図　水田の断面໛ࣜ図

※Ⅵ層堆積は33列以北　一部分のみ

近世の畦畔
（現代の水田耕作によって壊される）

中世の畦畔
（近世の水田耕作によって壊される）

古代の畦畔
（中世の水田耕作によって壊される）

近世の水田耕作面

古代の水田耕作面

中世の水田耕作面

Ⅴ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅶ

第ᶚষ　遺　　　構

断面形態の分類

U
字
状

漏
斗
状

平面形態の分類

円 形 楕円形 方 形 長方形 不整形

台形状 箱状 弧状

半円状 袋状

Ｖ字状 階段状
緩やか

急傾斜
内傾 垂直

円形 長径が短径の1.2倍未満のもの。

楕円形 長径が短径の1.2倍以上のもの。

方形 長軸が短軸の1.2倍未満のもの。

長方形 長軸が短軸の1.2倍以上のもの。

不整形 凸凹で一定の平面形をもたないもの。

台形状 底部に平坦面を持ち、緩やか～急斜度に立ち上がるもの。

箱状 底部に平坦面を持ち、ほぼ垂直に立ち上がるもの。

弧状 底部に平坦面を持たない弧状で、緩やかに立ち上がるもの。

半円状 底部に平坦面を持たない椀状で、急斜度に立ち上がるもの。

Ｕ字状 確認面の長径よりも深さの値が大きく、ほぼ垂直に立ち上がる
もの。

確認面の径よりも底部の径が大きく、内傾した後に垂直ないし
外傾して立ち上がるもの。袋状

Ｖ字状 点的な底部を持ち、急斜度に立ち上がるもの。

漏斗状 下部がＵ字状、上部がＶ字状の二段構造からなるもの。

階段状 階段状の立ち上がりを持つもの。
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3　古代（Ⅷ૚）の遺構

1）掘 立 柱 建 物（4#1）（ਤ൛ 10・14・43）

31+・,にҐஔする。पลは、ൺ高わͣか 10DNఔ౓である΋のの微高地状をఄする。ᶟ૚のଯ積がほ

とんͲな͘検出面にはᶠ૚が࿐出しͯいる。基൫૚の೪性・しまりが水田域とҟなる。微高地上は౿Έൈ

きがೝΊられͣ、遺構のଯ積土に෗২物がগない。また、本遺跡における遺物のଟ͘は、この微高地から

4%40にかけͯとそのର岸に෼෍しͯいる。

建物はଆ柱構଄と推定でき、東西࣠がܻ行（௕࣠）と͑ߟられる。柱݀ྻは調査区֎΁と延ͼͯおり、

গな͘と΋ 2間以上あると推定できる。柱間は 2�00 ～ 2�46Nに収まる΋のの、΍΍ま͹らな印৅をड

ける。

柱݀の平面ܗ状はପԁܗ・ԁܗで、அ面ܗ状は࿙ే状・6ࣈ状の΋のである。柱ࠜは、ೝΊられなかͬた。

柱݀のਂさは、検出面からおよそ 41～ 46DNと平ۉతである΋のの、ఈ面ඪ高は、3�16 ～ 3�33Nである。

これは微高地上の地ܗにԜತがあることを示しͯいる。しかし盛土のよ͏な事業ࠟ跡はೝΊられなかͬた。

構成するϐοτの෴土から出土した遺物はۇগである΋のの、171 からࠇ৭土器ແ୆࿶（1）が出土し

ͯいる。

ྊ間（୹࣠）の西に平行しͯ 169・172 がೝΊられる。෴土は 4#1 でݟられた΋のにྨࣅしͯおり、

一࿈の෇ଐࢪ設があͬたՄೳ性が૝定できる。ただし 194 には෇ଐしͯいないたΊ、ኈのよ͏な機ೳは

൑વとしない。このଞ、ܻ行（௕࣠）の南に平行しͯ 4%66 がೝΊられる。2N以上཭れͯいる΋のの、

主࣠ํ޲΍ن໛が一கすることから、ഉ水なͲに൐͏෇ଐࢪ設のՄೳ性が͑ߟられる。ただし、पลにݟ

られる溝΋ほとんͲがಉ一࣠を示すことから、それらと一࿈と΋͑ߟられる。

2）井　　　戸（4E39）（ਤ൛ 10・14・41・44）

掘立柱建物のある微高地の落ࡍにҐஔする。3号水田と੾り߹いを࣋ͭ。෴土上部に౿ΈൈきのӨڹが

ೝΊられることから、水田࡞ߞ以લに機ೳしͯいたと͑ߟられるが、ৄࡉな時間ࠩは൑વとしない。井戸

は素掘りのܗ状をఄするが、ఈ部の掘ࡍܗに、杭 4本がਖ਼ํܗにଧたれͯいる。ᶠ૚ԼҐはۃΊͯೈऑ

であることから、地൫にରする土ཹのҙਤが推定される。そのଞ、杭間に൘ࡐなͲの木質はೝΊられなかͬ

た。杭の͏ͪ、1఺を放射性炭素年代測定したとこΖ、9世紀後൒から 10世紀中頃とい͏݁Ռが出ͯいる。

෴土は4૚に෼化でき、ఈ面はଳ水૚の‡૚ԼҐまで掘りこまれͯいる。この͏ͪ、࠷Լ૚の4૚からは、

。の土師器࿶（2・3・4）が出土したܗ׬状がෆ明の੬ऑな木質΍、෗২化した૲木ྨがଟ֬͘ೝできた。またܗ

2、3૚は灰৭೪質土ϒϩοΫをଟؚ͘Ή。࠷ऴଯ積土の1૚は、ଞの遺構にݟられる҉灰৭೪質土である。

2～ 4૚は出土状گ΋ؑΈͯ、༗機物とと΋に人ҝతに埋Ί໭した΋のと͑ߟられ、井戸ഇغのࡍにࡇ᛾

行ҝが行われたとࢥわれる。

3）水　　　田（ਤ൛ 2～ 13・40・42・44～ 52）

B　֓　　　ཁ

検出した遺構の͏ͪ、水田࡞ߞに関࿈したと͑ߟられる΋のは、水田 35 枚、溝 28 条である。水田

は調査区֎に延ͼͯいる΋のがଟ͘、平面ܗ状が׬શにଊ͑られる΋のは 12 枚である。調査区のඪ高

3　古代（Ⅷ૚）の遺構
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は、北ଆが 3�65 ～ 3�70Nで、南ଆが 3�45 ～ 3�50Nとなり、わͣかだが南に޲けͯࣼ܏する。ただし、

41 άリοド以南で΋ 3�45 ～ 3�50Nとなり、地ܗのେ部෼はൺֱత平ୱな΋のと͑ݴる。このことか

らલड़の微高地にൺべͯ、水田のҐஔする面は低࣪地のよ͏な地ܗが޿がͬͯいたと推定できる。また、

1947 年のۭࡱ（ਤ൛ 32）をͯݟ΋、遺跡の北と南にখさなྲྀ࿏がΈ͑、これが建物を検出した微高地を

間に北と南ଆで低地をܗ成する要因となͬͯいることがӐ͑る。

೉で൑વとしない。しかし、構ஙした水田の内ࠔで֧፩されͯおり、検出は࡞ߞ൞は、調査区後世のܣ

֎पに土を盛り上͛たࡍの溝がೝΊられないことから、पลの࡞ߞ土を集Ίͯ盛り上͛た΋のと૝定する。

性֨ෆ明遺構としͯ記録した 4X74、4X78、4X80、4X92、4X93 は、それͧれ溝をհした༗機తな

関係が૝定できる。ܗ状తには水田と͑ߟられるが、౿Έൈきがݟられͣ、遺物をଟؚ͘Ή఺でҟなる。

第ᶚষ　遺　　　構

ୈ 10図　水田ن໛の௕෯ࢄ෍

ୈ 9図　ݹ代水田ܗଶの平面໛ࣜ図

水田ܗ水田　　　　　　　　　　　　　　ෆ੔ܗ水田　　　　　　　　　　　　　　௕ํܗํ　　　　　　　　

ୈ 11図　ݹ代水田の௕࣠ํ޲

෯（̼）

5�0

௕
͞
ớ
̼
Ờ
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10�0

5�0

0

10�0 15�0 20�0

શ׬

一部ܽ

ୈ 12図　ݹ代水田水口の։口ํ޲

ୈ 13図　ݹ代ߔの௕࣠ํ޲

4%40

4%40
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C　۠　　　ը

状では、32άリοド以北にܗ面のൣғをର৅に行ͬた。平面࡞ߞをআいたޱ൞の内ଆで水ܣ、測はܭ

ෆ੔ܗ΍௕ํܗ（第 9ਤ）の΋のがࠞ在しͯ෼෍しͯいる。ن໛は、௕࣠が約 4～ 15Nఔ౓の΋のまで

ま͹らにݟられる。32άリοド以南には、௕࣠ 10Nの水田が௕ํܗ区ըでൺֱత੔વと෼෍しͯいる。

ॏෳ関係を࣋ͭ΋のはݟられなかͬた。水田のํҐは、東西に޲け௕࣠を࣋ͭ΋のがଟい（第 11ਤ）。

அ面は 1～ 7号水田まで௕࣠ํ޲に設けたτϨϯνで֬ೝした΋の、࢒りの 28枚にͭいͯは、開ڎな

Ͳで࡯؍した΋のである。அ面ܗ状は、すべͯ୆ܗ状である。ਂさは、ʮ౿Έൈきのな͘なる面ʯをԼఈ

面とすれ͹、およそ 2～ 5DNఔ౓である。ただし、ܣ൞はさらに高かͬたと推定され、ਂさ΋ൺྫしͯ

ਂかͬた΋のと͑ݴる。ఈ面はほ΅平ୱで、特定ํ޲΁の܏きはೝΊられなかͬた。また、水田内΍水田

。られなかͬた。෴土は҉灰৭೪質土で、灰৭೪質土ϒϩοΫをগྔؚΉݟに、溝がΊ͙る΋のはࡍ

D　水　　　口

水ޱは、ಋഉ水機ೳを࣋ͭと͑ߟられる水田の෇ଐࢪ設である。水ޱのҐஔは、水田の中央΍端にҐஔ

する΋のがࠞ在しͯいる。いͣれの水田で΋、3Օ所以上の水ޱは࣋たない。水ޱの開ํޱҐは、水田΍

溝の࣠におよそڞ௨しͯいる（第 16ਤ）。34～ 35ྻάリοドで検出した水田では、4%40 に接する田面

から水をऔりೖれ、Ԟの田面΁ಋ水しͯいる࢟がӐ͑る。水ޱは、ほとんͲの水田にݟられることから、

水田をհしͯ、࠷ऴతに 4%40にࢸるྲྀ水が推定できる。

E　踏　み　抜　き

౿Έൈきは、水田࡞ߞ時に水田ఈ面を᎟፩したࠟ跡である。ଟՉはある΋のの、すべͯの水田でೝΊら

れた。ܗ状は、େき͘෼けͯ 1ɿ人間の଍跡状、2ɿڇのఙ状、3ɿそのଞの 3種ྨが֬ೝできた（第 14ਤ）。

1ɿ人間の଍跡状は、௕さ 20 ～ 30DNで土౿まͣ状のۼΈがೝΊられる。2ɿڇのఙ状は、௕さ 10 ～

15DNでೋވ状のۼΈがೝΊられる。3ɿそのଞは、௕さ 30～ 50DNでପԁܗをఄする。3はܗ状に͹

らͭきがあり、ෆ੔ܗな΋の΋ೝΊられる。これが水田࡞ߞのॏෳのྦྷ積を示すのか、ྫ͑͹田Լବのよ

͏な࡞ߞ時の道۩を示すかは൑વとしない。

記録としͯ、平面ਤ化は๲େになるたΊ、ࣸਅなͲ࠷খݶな΋のにとͲΊた。この͏ͪ、࢒りのྑい

21号水田、33号水田のΈਤ化を行ͬた。33号水田の౿Έൈきは特定のํ޲性がແ͘、3� そのଞがଟ͘

のఙ状がଟ͘、౿Έൈき௕࣠と水田௕࣠のڇられる。21号水田の౿Έൈきは、1ɿ人間の଍跡状、2ɿݟ

。られるݟ性に一கする΋のが޲ํ

F　ߔ

溝は水田に水をڅڙするࢪ設で、༻水࿏の機ೳが推定される。4%40は、部෼తにཷΊ井状をఄし、ࡶ

木をଧͪࠐんだԃを設けͯおり、主要な༻水࿏である。溝のଟ͘に、水ޱ΍水田の௕࣠ํҐなͲと関係性

がೝΊられる（第 11～ 13ਤ）。

平面では、調査区北ଆでෳࡶな੾り߹いがೝΊられる。෯の޿い溝の੾り߹い関係は、4%40 ʻ 4%42

ʻ 4%50 ʻ 4%40（ᶝ૚）となる。溝の޲きのม化が水田の時期ࠩを示すのなら、গな͘と΋ 3ճ以上࡞

りม͑られたことが推定できる。அ面は、൒ԁ状ないし、ހ状をఄする。溝の中にݟられるཷΊ井部෼は、

3　古代（Ⅷ૚）の遺構
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ୈ 14図　踏み抜きの分ྨ

1：人間の足跡状
　　長さ20～30cm　土踏まず状の窪み

2：牛の蹄状
　　長さ10～15cm　二股状の窪み

人間の足跡状 牛の蹄状 その他

3：その他
　　長さ30～50cm　楕円形～不整形

0 5m（1：100）

21 号水田（ࠨ）・22号水田（ӈ）

28号水田

第ᶚষ　遺　　　構



20

ശ状ないし୆ܗ状をఄする。ྲྀԼํ޲は、いͣれの溝のఈ面΋ԜತがܹしいたΊ、推定がࠔ೉である΋の

の、૯体తな地ܗの܏きから૝定した。

古代の溝は 28条検出したが、この͏ͪ特௃తな 6条にͭいͯは次にݸ別記ࡌを行͏。また、調査時に

土坑としͯѻͬた 4,48・87・89・96・97 は、4%40 ཷΊ井部෼とした遺構とಉ一の機ೳが૝定でき

るたΊ 4%40にؚΊͯ͑ߟた。

SD40（ਤ൛ 5～ 7・9・10・13・49）

調査区を南北にॎஅする溝である。4%42 とަࠩするが、அ面から 4%42 のํが新しい。4%43 と

4%45 が、30L ෇近で߹ྲྀし 4%40 となる。ྲྀԼํ޲は、چ地ܗから北ˠ南と૝定できる。部෼తにਂ

さ 50DN以上のཷΊ井が設けられ、ଳ水૚である‡૚ԼҐまで掘りこまれͯいる。அ面はശ状ないし୆

。状をఄするܗ

29.～ 31.の区間には溝の内֎に杭がଧたれる。杭の਺は200を௒͑るが、نଇ性がೝΊられなかͬ

た。杭はすべͯଧͪࠐΈである。杭のਂさはおよそۉ一で、ඪ高 3�0Nલ後の΋のがଟい（第 19ਤ）。溝

֎の杭は、溝と平行しྻ状にݟられた。

遺物は古代の土師器・須恵器が主体で 2૚にଟؚ͘Ή。Լఈ面の 4૚Լ部には෗২をଟؚ͘Ή。

SD42（ਤ൛ 5・6・50・51）

調査区を東西にॎஅする溝である。ൺֱత௚ઢతだが、29.以南でܹٸに北ํ޲΁ऄ行する。ྲྀԼํ

。から東ˠ西と૝定できる。அ面は、൒ԁ状をఄする。4%40より、時期は新しいܗ地چ、は޲

29L άリοド෇近で溝の内ଆに約 30本の杭がଧͪࠐまれͯいる。杭のਂさは、ඪ高 3�0 ～ 3�5Nલ後

とෆنଇである。遺物は古代の土師器・須恵器が主体で 1૚にগྔؚΉ。

SD50（ਤ൛ 5・6・51）

調査区中央部から西に޲けͯ、௚ઢతに延ͼる溝である。ྲྀԼํ޲は、چ地ܗから東ˠ西と૝定した。

4%40 とಉ༷のཷΊ井部෼がೝΊられる。அ面は溝・ཷΊ井部෼と΋に൒ԁ状をఄする。4%42 を੾る。

29.8෇近で 4%46 と߹ྲྀする。溝部෼は 10DNఔ౓のਂさだが、ཷΊ井部෼は 50DN以上で、ଳ水૚

である‡૚ԼҐまで掘りこまれͯいる。遺物は、灰釉陶器の༗୆（11）ࡼが出土した。

SD52（ਤ൛ 5・6・52）

調査区中央部から西に޲けͯ、௚ઢతに延ͼる溝である。ྲྀԼํ޲は、چ地ܗから東ˠ西と૝定できる。

அ面は൒ԁ状をఄする。11号水田の水ޱがとりͭ͘。30.6෇近で 4%53 と෼ذし、4%40 との߹ྲྀ地

఺はڱখで۶ંしͯいる。

SD59（ਤ൛ 9・10）

調査区中央部にҐஔし、南から北に延ͼる溝である。31.15 ෇近でܹٸに東ํ޲΁ऄ行する。12号

水田と 4%40 を݁Ϳ΋ので、ྲྀԼํ޲は南ˠ北と૝定できる。அ面はހ状をఄし、4%57 に੾られる。

3　古代（Ⅷ૚）の遺構

ୈ 15図　SD40・SD42 ʹ͓͚Δ杭の௕͞ͱඪߴ

4,5N

4,0N

3,5N

3,0N

2,5N
4%40（北ˠ南のॱに഑ྻ） 4%42（東ˠ西のॱに഑ྻ）

˞਺ࣈは遺物報告番号
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4%40 との߹ྲྀ地఺はେき͘開ޱしͯいる。遺物は内ࠇの土師器࿶（13）なͲ古代の土師器ををわͣかに

出土した。

4）土　　　坑（ਤ൛ 16・17・54～ 56）

調査区のਵ所に෼෍しͯいるが、特に 41άリοド以南の水田ܣ൞の近͘でଟ͘ೝΊられる。平面はପ

ԁܗ～௕ํܗの΋のがଟい。அ面は୆ܗの΋のがଟ͘、୯૚またはϨϯズ状にଯ積する。෴土のԼ૚には

෗২をؚΉ΋の΋ある。ᶝ૚上Ґの΋のとҟなり、෴土に灰৭೪質土ϒϩοΫをؚΉ΋のはೝΊられない。

4%40のཷΊ井部෼とಉ͘͡、‡૚લ後まで掘りこまれͯいる΋のがଟい。平面ن໛のখさいϐοτとし

た΋のの中に΋、ಉ༷の෴土でਂい΋のがೝΊられる。

SK88（ਤ൛ 9・16・54）

調査区中央部にҐஔし、南北ํ޲に࣠を࣋ͭ土坑である。ྲྀԼํ޲は、چ地ܗから北ˠ南と૝定できる。

அ面は୆ܗ状をఄする。24号水田とಉ༷の෴土で、ଞ遺構とは੾り߹いを࣋たない。ਂ さは、50DN以上で、

ଳ水૚である‡૚ԼҐまで掘りこまれͯいる。遺物は古代の土師器がわͣかに出土した。

5）性֨ෆ明遺構（ਤ൛ 4・50）

લ出の遺構種別にؚまれない΋のを性֨ෆ明遺構とした。32, ෇近、4#1 南ଆで検出した。4X74、

4X78、4X80、4X92、4X93、はܗ状から水田の一部と΋͑ߟられるが、ఈ面にࠟ࡞ߞがೝΊられない

ことから性֨ෆ明遺構とした。この中で、4X80 は、炭化物΍土器ยのࠞೖがଟ͘ೝΊられた。

4　中世（ᶝ૚）の遺構

1）水　　　田（ਤ൛ 18～ 26・41・58）

B　֓　　　ཁ

検出した水田は 12枚である。ᶝ૚上ではଯ積土にม化がೝΊられͣ遺構が検出できなかͬたたΊ、ஈ

֊తにᶝ૚を掘りԼ͛、Ⅷ૚௚上まで掘࡟したஈ֊でᶝ・Ⅷ૚が᎟፩された部෼΍灰白৭೪土ϒϩοΫを

ؚΉᶝ૚の௚ઢతな޿がりなͲを32ྻάリοド以北で検出した。後者にͭいͯは平面తな޿がりにՃ͑、

அ面࡯؍で΋Ⅷ૚上のԜತがほかより؇΍かで、部෼తにわͣかに盛り上がるなͲの特௃がΈられたたΊ、

൞と൑அした。水田΁のಋ水はલ代からҾきଓきܣ 4%40 がར༻されͯおり、水田構成に関しͯ΋Լ૚

水田の 32ྻάリοド以南とಉ͘͡南北ํ޲を基࣠とする区ըํҐが౿ऻされͯいる。33ྻάリοド以

南に関しͯは、લ代の΋のを౿ऻするܗでܣ൞΍౿Έൈきࠟを֬ೝした΋のの、ᶟ૚が一部࿐ఄする部෼

がଟい఺΍、ᶝ૚がほとんͲ֬ೝできないといͬた఺からԼ૚の水田と明֬に区別することはෆՄೳとߟ

͑、౰֘期の΋のとしͯはѻわなかͬた。

C　畦 畔 ͱ ۠ ը

Լ૚水田の 32 ྻάリοド以南とಉ͘͡、ほ΅ਅ北−南とそれに௚ަするํ޲にେখのܣ൞が഑ஔさ

れ、これによͬͯ区ըされた水田 12 枚を検出した。ܣ൞は、෯ 90 ～ 140DNを測るେܣ൞と、෯ 40

～ 70DNఔ౓のখܣ൞で構成される。

େܣ൞は +・,άリοドྻ（南北）と 30+ ～ Lάリοド（東西）で検出した。東西ํ޲の΋のは 30.で

第ᶚষ　遺　　　構
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΋֬ೝでき、水࿏の西ଆ΋ಉ一区ըを౿ऻする΋のとࢥわれる。一ํ、南北ํ޲の΋のは 28,で۶ۂし

ͯ東に޲きをม͑、そのまま調査ൣғ֎に延৳する。南に޲かͬͯは؇͘۶ۂしながら 32,から調査ൣ

ғ֎に延ͼͯい͘。େܣ൞によͬͯ区ըされる水田のن໛は、֬ೝできるൣғで 2号水田が南北 18�8N

ʷ東西6�2N以上、3号水田が南北19�5N以上ʷ東西4�1N以上、7号水田が南北16�8Nʷ東西12�7N（面

積 213�4N2）と、一ล 17N以上（面積 200N2 以上）のن໛を༗することがわかる。平面ܗは、׬શなܗで

検出した 7号水田で൑அすると、南北に௕ลを΋ͭ௕ํܗをఄする΋のとΈられる。

খܣ൞によͬͯ区ըされる水田は 5・6・8・9・10・11・12 号水田である。平面ܗは東西に௕ลを΋

ͭ௕ํܗで、େܣ൞で区ըされる΋のより΋੔ͬたܗଶをఄする。ن໛と面積は、࠷খの 6号水田が東

西 4�3Nʷ南北 3�0N（12�9N2）、࠷େの 11 号水田が東西 8�8N以上ʷ南北 8�4N（73�9N2 以上）と、ن

໛に౷一性はӐ͑ない。11・12 号水田はେܣ൞にғまれた区ըを෼ׂするよ͏なܗで、5・6号水田は

ۭؓ地を埋Ίるよ͏なҐஔに഑ஔされる。9・10 号水田にͭいͯは、ࠟ࡞ߞがرബでن໛΍ܗଶなͲෆ

明な఺がଟいが、検出Ґஔ΍ܣ൞のํ޲なͲから 11・12号水田とಉ͡区ըにଐするՄೳ性があると͑ߟ

ͯいる。また、8号水田にͭいͯはܣ൞΍水ޱのଘ在から水田としたが、ࠟ࡞ߞはほとんͲ֬ೝできなかͬ

た。

4号水田西ଆ΍ 32・33 ྻάリοドなͲでは、ࠟ࡞ߞがΈられないౡ状のۭؓ地が఺ʑと検出された。

この部෼は基൫૚のᶟ૚が高͘、લ代ではॅډ域としͯར༻されたりۭؓ地であͬた場所である。建物を

検出した部෼は࡞ߞ地΁とస化したが、4号水田の西ଆと 32.・/はほ΅มわら͵ܗのままۭؓ地が౿

ऻされる。

D　水　　　口

4 号水田は、෯ 140DN、௕さ約 200DNの水ޱをհしͯ 4%40 と࿈݁する。ܣ൞構成土の࢒りがѱい

こと΋あͬͯか、水田ಉ࢜を͙ܨ΋のは 7・8号水田間に設けられた෯ 150 ～ 210DN、௕さ 170DNの

水࿏ 1か所しか検出できなかͬた。

水ޱのない水田遺構の水ճりにͭいͯは、上ํの水田をあふれさせることでԼํの水田に水を行き౉ら

せるとい͏ํ法（田ӽしᕲᕱʦָ޻ 1991ʧ）を࠾ることがよ͘あるが、水田に水をڅڙする時だけܣ൞の一

部を੾࡟しͯ水ޱを࡞り、それ以֎の時期は࠹いでܣ൞の一部とするといͬたํ法を૝定する޲き΋ある

ʦࢁ崎 2005ʧ。本遺跡のよ͏に低平な地ܗに࡞られた水田に水を行き౉らせるには、明֬な水࿏をܭըత

に഑ஔしたํがよりޮ཰తとࢥわれるので、後者のํ法をͯͬ࠾いるՄೳ性はे෼に͑ߟられよ͏。

E　踏　み　抜　き

	 	水田࡞ߞ土はશ体తに᎟፩されͯおり、ᶝ૚とⅧ૚がϚーϒϧ໛༷としͯදれる部෼と、ϒϩοΫ状

のࠞ成土としͯදれる部෼がある。ܣ൞部෼΋᎟፩されͯいるが、灰白৭೪土ϒϩοΫがଟྔにؚまれる

とい͏఺が水田࡞ߞ土とҟなる。Լ૚の水田にΈられるよ͏な明֬な౿Έൈきのࠟ跡はほとんͲ֬ೝされ

ͣ、12号水田の一部に人間΍Ոசの଍跡らしきࠟ跡を֬ೝしたにաぎない。1号水田と 4号水田、10号

水田と 12号水田にそれͧれڬまれるൣғに関しͯは、᎟፩されたࠟ跡ࣗ体が֬ೝできない部෼がଟ͘、

水田の༷ࢠがෆ明である。

4　中世（ᶝ૚）の遺構
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F　水　　　࿏（4%40）

Ⅷ૚ஈ֊で検出した΋のとಉ͡Ґஔ・ྲྀԼํ޲である。෴土のଯ積状گと中世遺物の出土૚Ґから൑அ

しͯ、1～ 3૚が౰֘時期にଯ積した΋のと͑ߟる。また、ᔱᕕが行われたܗ跡΋Ӑ͑ないので、౰֘期

には埋຅がਐんでઙいྲྀれだͬた΋のとΈられる。なお、3૚のଯ積はཷΊ井部෼をؚΉ 31L άリοド

にݶ定され、2૚のΈがଯ積する場所がଟい。

ྲྀ࿏はલ代とಉ༷、平行する 2条が 30L άリοドで߹ྲྀしたのͪ 31L άリοドで࠶ͼ東西に෼ذし、

東ྲྀ࿏はそのまま南に延৳、西ྲྀ࿏はཷΊ井部෼にͭながる。ཷΊ井部෼のਂさはલஈ֊の 60DNにର

し౰֘期では約 20DNと、遺構としͯほ΅埋຅しͯおり、ஷ水ࢪ設としͯ機ೳしͯいたՄೳ性は低いと

る。また、ཷΊ井部෼以南は͑ߟ 4%40の෴土とⅧ૚の区別がͭかͣ、遺構を検出できなかͬた。

東ྲྀ࿏は 34ྻάリοドまでਂさ 5～ 10DNのઙいྲྀ࿏としͯ֬ೝでき、南東ํ޲に࿷ۂしながら調

査区֎に延৳する΋のとΈられるが、35ྻάリοド以南にͭいͯはほとんͲ෴土が֬ೝできͣ、ফ໓し

ͯいるՄೳ性΋͑ߟられる。

中世の遺物は土師質土器ࡼが 31L άリοド஑状部෼とそのपลからഁยが 10఺ほͲ出土したにաぎ

ない。

2）土　　　坑（ਤ൛ 27・28・59～ 62）

33～ 35ྻάリοドで 12基を検出した。調査中は、ॏෳしͯ検出した水田遺構との関࿈からᶝ૚より

΋新しい時期の所産とͯ͑ߟいたが、土坑पลの水田遺構がᶝ૚の΋のとஅ定できな͘なͬたこと΍、土

坑෴土がᶝ૚に近ࣅする土質であることから౰֘期の΋のとೝ定した。検出Ґஔは 33.・35.の 2か所

にまとまりがΈられ、特に をఄする΋のがେ൒ܗ΋し͘はԁܗはํܗ఺෇近ではີ集する。平面ى.35

を઎Ίる。அ面ܗは֬ೝ面からのਂさが 30DN以Լの΋のは൒ԁ΋し͘はހ状、30DNをӽ͑る΋のは

おおΉͶ୆ܗ状をఄする。ਂさ 40～ 60DNऑ、ఈ面ඪ高 3�0Nલ後の΋のがଟいが、4,11 のΈ 89DN

（ఈ面ඪ高 2�68N）と୎ӽしたਂさを΋ͭ。෴土に関しͯは、ϒϩοΫ状のᶟ૚をଟྔにؚΉ΋のが 12基

中 9基とେ൒を઎Ίる（4,3・6・7・9～ 13・17）。さらに 4,3以֎は୯૚であり、୹時間で人ҝతに埋

Ίられた΋のと推定する。ͪなΈに、新津市上Ӝ遺跡の調査では、このよ͏な土を༻いͯ人ҝతに埋Ί໭

されたと͑ߟられる土坑をʮ人ҝత埋຅土坑ʯʦ坂上 2003ʧと名෇けͯ井戸΍ุ坑のՄೳ性を૝定しͯ

化ֶ෼ੳを行ͬたが、෼ੳ݁Ռは൱定తであͬたよ͏である。

遺物は 4,4・7・8・9・11・12・14 で出土したが、খยでগྔである。େ൒は古代の土師器であり、

中世遺物としͯは、4,7と 4,12 から土師質土器ࡼが 1఺ͣͭ出土したにաぎない。

検出した土坑のେ൒を઎Ίるਂさ 40～ 60DNで୆ܗ状のஅ面ܗをఄする΋のにͭいͯは、Ⅷ૚でଟ͘

ΈられたཷΊ井にܗଶత特௃が近ࣅしͯおり、ಉ༷の性֨が͑ߟられよ͏。4,11は 90DN近いਂさを

΋ͭだけでな͘、調査時には༙水が֬ೝ面までୡするとい͏状گ΋Έられた。

第ᶚষ　遺　　　構
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5　近世（ᶛ૚）の遺構

1）水　　　田（ਤ൛ 29・62）

検出した遺構の͏ͪ、࡞ߞに関࿈したと͑ߟられる΋のは、水田 3枚、溝 2条である。水田はશͯ調

査区֎に延ͼͯおり、平面ܗ状が׬શにଊ͑られる΋のはない。調査区のඪ高は北ଆが3�85～ 3�88Nで、

南が 3�79 ～ 3�81Nとなり、わͣかだが南に޲けͯࣼ܏する。ᶟ૚の水田とಉ༷に、上Ґの水田࡞ߞの

ࠟ跡により᎟፩されͯおり、平面での検出はࠔ೉であͬた。

水田は੔વと南北࣠に޲いͯおり、௚ઢతな区ըをఄする。౿ΈൈきはԼ૚とҟなり、୯Ґがඇৗにෆ

明ྎである。遺物がશ͘出土しなかͬたたΊ、ৄࡉな時期は൑વとしない。ಉ一時期と͑ߟられる 4%1

から近世以߱の遺物がଟ͘出土したことから、近世以߱の水田と͑ߟられる。ᶛ �1 号水田の北東۱にଧ

Έの杭がࠐͪ 1఺あり、放射性炭素年代測定したとこΖ、17世紀中頃～ 18世紀຤頃とい͏݁Ռが出ͯ

いる。

なお、36ྻάリοド以北の調査のࡍは、౰֘૚を調査ର৅にしͯいなかͬたたΊ、水田区ըは記録し

ͯいない。

2）溝（ਤ൛ 30・62）

SD1

調査区を௚ઢతにॎஅする溝である。ྲྀԼํ޲は、東ˠ西と૝定する。அ面は、ހ状をఄする。調査区

のนஅ面によれ͹、ᶛ૚面で溝がஙかれ、溝にԊͬͯ、木杭がࡍ 50本以上ଘ在する。溝ఈをม͑ながら、

ย、近世の陶࣓ยࡉද土がଯ積するまで௕͘機ೳしͯいる。遺物は、古代のຏ໓した土師器・須恵器のݱ

が出土した。また、中世の銭貨であるᗂೡݩ宝（48）が出土しͯいる。

SD2

溝は、南北ํ޲から 29L෇近で東西ํ޲΁ม͑る。ྲྀԼํ޲は、چ地ܗから東ˠ西と૝定する。அ面は、

൒ԁ状をఄする。遺物΍杭が、શ͘ೝΊられなかͬた。

5　近世（ᶛ૚）の遺構
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第ᶛষ　遺　　　物

1　֓　　　要

古代（9世紀後葉）と中世（13～ 15世紀）の遺物が出土した。古代の遺物は平ശ 18ശで、土師器、須恵器、

灰釉陶器の土器のほか、石製඼、木製඼がある。遺物は、掘立柱建物（4#1）पล、水࿏（4%40）から出

土した΋のがଟ͘、水田域では掘立柱建物पลから཭れるにͭれ出土ྔがগな͘なる。แؚ૚出土の種別

఺਺は、ᶝ૚で土師器 6,078 ఺、須恵器 299 ఺、Ⅷ૚は、土師器 4�542 ఺、須恵器 214 ఺、灰釉陶器

1఺である。ᶝ૚出土の古代の遺物は、後世の࡞ߞで上に巻き上͛られഁࡅした΋のがଟい。器種は、土

師器࿶、௕ᙈ、খᙈのഁยがଟい。年代は、4E39	出土の土師器࿶、灰釉陶器の出土なͲからय़日編年ʦय़

日 1999ʧのᶜ 2・3 期にҐஔͮけられる。

出土した中世遺物は 68 ఺である。内༁は中世土師質土器ࡼ 49 ఺、珠洲焼 10 ఺、ഫࡌ陶࣓器 5఺、

੉戸製඼ 1఺、銭貨 3఺、おにぎり状炭化米で、ਤ൛にࡌܝした΋の以֎はほとんͲがখยである。遺

構から出土した΋のは、4%1から 6఺、4%40から 11఺、4,7から 1఺、4,12 から 1఺とগない。

2　古　　　代

A　土　　　器

SB1-P71（ਤ൛ 31・55�1）　内面ࠇ৭土器のແ୆࿶で、ޱԑはܽଛしͯいる。ఈ部に焼成時のࠇൗがೝ

Ίられる。

SE39（ਤ൛ 31・55�2 ～ 4）　井戸のഇઈࡇ᛾時に井戸内にೲΊられた土器である。2・3はܗ׬の土師

器のແ୆࿶でਖ਼Ґにฒんで出土した。3はਂ਎で、内֎面にλーϧ状の成෼が෇ணしͯいる。4は、内部

ఈ面にスス状のม৭がೝΊられる。5は内面ࠇ৭土器のແ୆࿶のఈ部ยである。

P35（ਤ൛ 31・55�6）　土師器のແ୆࿶で、ઙΈで体部内面を平׈に࢓上͛ͯいる。

SD40（ਤ൛ 31・55�7・8）　7は灰釉陶器の༗୆ࡼఈ部ยで、高୆は三日月状である。଻土は、白͘ਫ਼

៛である。8は須恵器の༗୆ഋのఈ部ยである。

SD50（ਤ൛ 31・55�11）　灰釉陶器の༗୆ޱࡼԑ部ยである。

SD53（ਤ൛ 31・55�12）　灰釉陶器の༗୆ࡼで、高୆は௕ํܗで内端接地である。଻土はਫ਼៛である。

SD59（ਤ൛ 31・55�13）　内面ࠇ৭土器のແ୆࿶で、体部Լ൒からϩΫϩέズリしͯいる。

SD55（ਤ൛ 31・55�14 ～ 16）　14 は須恵器のແ୆ഋで、ࠤ౉খധ産である。15は土師器のແ୆࿶で、

ਂ਎の΋のである。16は土師器の௕ᙈで、ޱԑ部の上端をͭまΈ上͛ͯいる。器面のຏ໓が著しい。

SX80（ਤ൛ 31・55�17・18）　17はࠤ౉খധ産の須恵器のແ୆ഋで、18は須恵器のᆵで、খ石をؚΉ。

๽ॻ土ث（ਤ൛ 31・55�19・20）　๽書土器が 2఺ೝΊられた。いͣれ΋ࠤ౉খധ産の須恵器ແ୆ഋのখ

ยである。19は体部にԣҐでʮ中ʯ、20は体部にٯさでʮࢁʯと記されͯいるよ͏にಡΊる。
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#　石器・石製඼

石器は、20఺出土した。この͏ͪᶝ૚上Ґと、明֬に中世以߱の遺構から出土した΋のを中世以߱とし、

それ以֎はすべͯ古代にؼଐした。時代別では、古代が 10఺（50�）、中世以߱は 10఺（50�）となる。

器種別では、౐石がଟ͘ೝΊられる。

SE39（ਤ൛ 32・56�31）　େܗのፏ平ପԁ᛽を素ࡐとする୆石である。ਖ਼ཪ面にԜࠟ、ӈଆ面にᏏଧࠟ

がೝΊられる。ཪ面のണ཭面は、Ꮟଧによͬͯܗ成されたՄೳ性がある。શ体తにඃ೤しͯいる。

SD40（ਤ൛ 32・56�32 ～ 33）　ຏ石ྨが 2఺出土した。いͣれ΋๮状᛽を素ࡐとする。32は、શ面に

ຏࠟとᏏଧࠟがある。Լ端部はᏏ࡞業によるണ཭面がೝΊられる。33΋ಉ༷にᏏଧࠟとᏏ࡞業によるണ

཭面がೝΊられるが、શ面にຏࠟがない఺でҟなる。

SD33（ਤ൛ されたܗ端部は、ંஅ調੔により成ࡐ製のፏ平な౐石である。素ؠ灰ڽཻࡉ　（56�34・32

΋のと͑ߟられる。౐面を੾る微ࡉなണ཭ࠟがೝΊられる。

แؚ層（ਤ൛ 。製の౐石である。ਖ਼ཪ面とӈଆ面に౐面を࣋ͭؠཻ࠭ࡉ　（56�35・32

$　木 製 ඼

木製඼はશ部で 112 ఺出土した。その͏ͪ、9఺をਤ示した。ᶜ૚で出土した杭 1఺をআいͯ、すべ

ͯ古代の遺構から出土した΋のである。器種別では、๮状木製඼ 1఺（1�）、杭 110 ఺（98�）、൘状木

製඼ 1఺（1�）である。器種のภりがେきいたΊ、遺構ຖではな͘、器種ຖの記ࡌとし֓؍をड़べるこ

ととする。なお、本文内の木औりなͲの༻ޠは、੨田遺跡ʦழङ 2004ʧに฿い記ࡌした。また、杭はす

べͯଧͪࠐまれた΋のであͬたたΊ、࡯؍දの૚Ґはʮ−ʯとした。

๮状木੡඼（ਤ൛ 32・56�39）　ೖ೦に࢓上͛られͯいるたΊ、明ྎなՃࠟ޻はೝΊられない。Լ端に޲け

ͯઑ಄状に࢓上͛る。அ面はପԁܗをఄする。Կらかのʮฑʯと͑ߟられるが、ѹணࠟなͲはೝΊられない。

杭（ਤ൛ 32・56�40 ～ 47）　杭は、4%40を中৺にඇৗにଟ͘検出した。その中で、109఺をऔり上͛た。

出土地別では、4%40 が 61 ఺（56�）、

4%42が36఺（33�）、4E39が4఺（4�）、

そのଞが 8 ఺（7�）である。ਤ示は 8

఺のΈだが、શ体の޲܏を示すたΊ、શ

఺のܭ測・෼ྨを行ͬた（第 16ਤ）。

௕さは、上൒がંଛしͯおり、機ೳ時

の΋のを൓өしͯいない。޲܏としͯ

は、60DN以Լの΋のがଟい。௕ܘにͭ

いͯ΋ಉ༷で機ೳ時からม化しͯいる

が、޲܏としͯは 6DN以Լの΋のがଟ

い。

Ճ޻は、ઌ端部の࡞出のΈで、ほ΅

ແՃ޻な΋のがଟい。ઌ端֯౓ 20°લ

後で、ઌ端ܗ状を三֯ܗにした΋のがଟ

い。4E39 から出土した杭（40～ 43）は、

2　古　　　代

ୈ 16図　杭のଐੑผߏ੒ൺ
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溝から出土した΋のにൺべͯ、ΏがΈがগない素ࡐを༻い、અがআڈされͯいるなͲ、Ճ޻がೖ೦である。

木औりはؙ木औがଟ͘、47のよ͏に、ほとんͲՃ޻しͯいない΋のが目立ͭ。また、ؙ木औなかには、

が目立ͭ。थ種はܗとしؙͯ木औがଟいたΊ、ԁࡐ状は、素ܗ΋ؚまれる。அ面ࡐしたۂ΍ࠜ෇近の࿷ࢬ

Ξサμ（43）・ϞΫϨϯଐ（44）・ϠφΪଐ（45）・Ϋリとଟ༷な種ྨが֬ೝされた。ࡐのಉ定をશ఺行ͬ

ͯはいないが、特定थ種の޲܏はೝΊられなかͬた。

3　中　　　世

A　土　　　器

土࣭ࢣ土ث（ਤ൛ 31・55�9・10・21・22・28・29）	　中世遺物のେ൒を઎Ίる土師質土器ࡼは、すべͯ

खͮ͘Ͷ製඼（ࡼ T種）とࢥわれ、ਤ൛にࡌܝした 6఺以֎は、େ൒がখยである。出土Ґஔは、9・10

が 4%40、21 が 4%1、22 が 4,7、28・29 はแؚ૚（ᶝ૚）である。଻土は 9と 28にࠇ৭微ཻ࠭が目

立ͭほかは、よ͘水ඊされたค質ਫ਼ྑ土が༻いられる。9と 21は౮明ࡼとしͯ࢖༻された΋ので、いͣ

れ΋ޱ৶部にススが෇ணするほか、21は内ఈ面にগྔの炭化物が෇ணする。

ӽ後における土器質土器ࡼをର৅とした水ᖒによる෼ੳʦ水ᖒ 2009ʧを基に法ྔ΍ܗଶత特௃から年

代をٻΊると、21が 15 世紀後൒、それ以֎は 13世紀後൒の製඼とࢥわれる。なお、10は෮ܘޱݩが

15DNとେܕであり、13世紀લ൒に૎るՄೳ性がある。また、本遺跡ಉ༷、柏崎バイパス൐い発掘調査

が実ࢪされたԼ沖北遺跡の報告におけるࢁ崎による中世土師質土器ࡼの෼ྨʦࢁ崎 2003ʧに౰ͯはΊる

と、#ྨ 1఺（21）以֎すべͯ$ྨ（מӋ三ౡܕ）となる。෼ྨとઌにఏ示された年代؍は水ᖒの΋のと

ほ΅ಉ͡であり、ᴥᴪは生͡ない。

चऱম（ਤ൛ 31・55�26・27）　ᙈ 5఺、ᆵ 2఺、ยുޱ 3఺が出土した。遺構から出土した΋のはな͘、

すべͯแؚ૚（ᶝ૚）から出土した。26はᆵのݞ部で、۳ඳ೾状文が上ݶ 2ஈ८る。27はいわΏるスリ

ുである。ޱԑ端部は面औりされ、内面体部にはԷ目がま͹らにࢪされる。ࢪ文۩は 6条一୯Ґの۳ࣃ

状޻۩が༻いられ、条ࠟはஅ面7ࣈ状で઱明である。時期తには珠洲ᶘ期（13世紀લ൒）とࢥわれる。

ഫࡌಃ࣓ث（ਤ൛ 31・55�23）　੨࣓ 4఺（᭩࿇ห文࿶ 1఺、ແ文࿶ 2఺、ࡼ 1఺）、白࣓が 1఺（ແ文࿶）

出土した。੨࣓ແ文࿶ 2఺はᶙ૚から、ほかはᶝ૚から出土した。いͣれ΋খยで、ਤ示しಘたのは੨

ࡼ࣓ 1఺（23）のΈである。ඃ೤による΋のか、ද面は光୔がࣦわれߥれͯいる。

#　陶࣓器స༻౐石（ਤ൛ 31・56�30）

30は、੨࣓࿶のഁยを素ࡐとする。ંஅ調੔の後、平ୱണ཭でஅ面ඛܗに成ܗし、微ࡉണ཭により、

ઌ端部を࡞出する。ଆઢのྏはൺֱత௚ઢ状である。౐面はೝΊられない΋ののྏにはຏࠟが࢒り、ંஅ

調੔のありํが本遺跡出土のখܕ౐石とྨࣅしͯいるたΊ౐石と൑அした。平ୱണ཭は、釉をআڈするҙ

ਤがあると推定できる。

$　石器・石製඼（ਤ൛ 32・56�36 ～ 38）

36は、ڽཻࡉ灰ؠ製の֯柱状の౐石で、4,8から出土した。ཪ面に౐面を੾る平ୱണ཭がೝΊられる。

ᏏଧࠟなͲはೝΊられない。37は、ૈཻ安ؠࢁ製の石਴と͑ߟられる。4%1から出土した。๮状᛽を素

しͯいる。上Լ端には、Ꮟܗ成する。ፘೖ部は、特にೖ೦なᏏଧにより成ܗとしͯ、શ面をᏏଧによりࡐ

第ᶛষ　遺　　　物
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ଧで平ୱ面が࡞出される。38は、ܰ石製のݚຏ۩で、上Լ端に౐面がೝΊられる。౐面のܗ状は平ୱで、

ઢ状ࠟなͲのࠟࡲはೝΊられない。

%　銭　　　貨（ਤ൛ 32・56�48・49）

銭貨はਤ൛にࡌܝしたᗂೡݩ宝（48）とߑ෢௨宝（49）のほかに、4%1からഁยが 1఺出土した。ᗂ

ೡݩ宝は北૙、ߑ෢௨宝は明の銭貨で、ᗂೡݩ宝は遺跡からの出土ྫがଟい銭貨である。出土Ґஔは 48

が 4%1、49 がแؚ૚出土である。48・49 ෢௨ߑ。がෆ明ྎな部෼があるࣈにர௵れしͯおり、文ڞ

宝の一部には、ཪ面にʮᔳʯʮ෱ʯʮܡʯʮ北平ʯなͲர଄地を示す文ࣈがある。このほかにʮ࣏ʯの文ࣈ

がೖͬた΋のがあるが、それは近世ॳ期にࣛࣇౡ県Ճ࣏木町で࡞られた໛ர銭（Ճ࣏木銭）であるʦӬ井

2002ʧ。49はഎ面上部にͪΐ͏Ͳ一文ࣈ෼൛がߥれͯおり、文ࣈのՄೳ性がある。

E　おにぎり状炭化米（ਤ൛ 57）

32,22 の調査区中央෇近のᶝ૚แؚ૚から出土した。ॏさ 26�38H、௕さ 5�85DN、෯ 4�91DNのେき

さで、炭化した米がմ状になͬͯいる。ᶝ૚の遺物は、࡞ߞなͲで巻き上͛られた古代の遺物΋出土しͯ

いることから炭化米の時期推定のたΊ放射性炭素年代測定の෼ੳを行ͬた。その݁Ռ、時期は 15世紀中

頃と推定されたことから、炭化米のؼଐは中世とした。

3　中　　　世



29

第ᶜষ　ࣗવՊֶ෼ੳ

パリノ・サーヴェイ株式会社

1　放射性年代測定

宝田遺跡は、柏崎平野北東部をྲྀれる鯖石川のԼྲྀ、ݱ在の鯖石川の左岸の沖積地に立地する。本遺跡

のこれまでの発掘調査では、上૚とԼ૚の遺構検出面が֬ೝされͯいる。

上૚は、基本土૚のᶜ૚・ᶝ૚に૬౰し、水田跡（ܣ൞΍溝）΍土坑なͲの遺構、平安時代およͼ中世

の遺物が֬ೝされͯいる。Լ૚は、基本土૚のⅧ૚・ᶟ૚に૬౰し、水田跡（ܣ൞΍水࿏）、掘立柱建物、

井戸跡なͲの遺構、平安時代の土師器΍須恵器、石器、౐石なͲの石製඼が֬ೝされͯいる。

本報告では、宝田遺跡のଯ積૚の年代およͼ上૚およͼԼ૚より検出された遺構の年代؍、各૚の古؀

౼ར༻の検ࡐ成、井戸跡΍水࿏より出土した木製඼のथ種およͼ木࡞ྉのࢿに関わる（২生、ڥଯ積؀）ڥ

を目తとしͯ、ࣗવՊֶ෼ੳを実ࢪした。

A　ࢼ　　　ྉ

1）ଯ積૚年代測定

ଯ積૚の年代は、33/13 西นで֬ೝされたᶗ～ ᶗf૚の͏ͪ、近世のՄೳ

性があるᶛ૚、上૚の遺構面に૬౰するᶝB૚とԼ部のᶝC૚、中૚の遺構面

に૬౰するⅧ૚、さらにԼ૚の遺構面に૬౰するᶟ૚より࠾औされた土৕ 5

఺である（第 17ਤ）。調査所ݟによれ͹、ᶛ૚が灰৭೪質土、ᶝB૚がΦリー

ϒࠇ৭೪質土、ᶝC૚が灰৭࠭質土、Ⅷ૚が׊ࠇ৭೪質土、ᶟ૚が྘灰৭೪質

土からなる。また、ᶝB૚が中世、Ⅷ૚とᶟ૚が古代とい͏年代؍が推定され

ͯいる。ࢼྉの࡯؍では、一部のࢼྉにۃ微ྔの炭化物がೝΊられた以֎は、

明ྎな炭化物΍େܕ২物化石は֬ೝできなかͬた。そのたΊ、୲౰者とٞڠを

行い、土৕中にؚまれる෗২をର৅に放射性炭素年代測定を実ࢪした。

2）炭化米・木杭年代測定

ࢼ）と杭（炭化米	32,22	ྉ/P�4ʀᶝ૚ࢼ）ྉは、上૚より出土した炭化米ࢼ

ྉ/P�12ʀᶛ૚	41L	杭）、Լ૚より出土した杭（ࢼྉ/P�13ʀⅧ૚	31,18	4E39 杭

/P�4）のܭ 3఺である。以Լに、測定にڙしたࢼྉの֓要を記す。

（1）୸Խถ（ࢼྉ/P�4ʀᶝ૚	32,22	炭化米）

炭化米は、ଟ਺のᡢೕがմ状に݁ݻした状ଶで出土しͯいる。ࢼྉは、֎؍

のܗ状をଛなわないよ͏ഁଛ部より࠾औし、測定にはᡢೕ 。したڙఔ౓をݸ10

（2）杭（ࢼྉ/P�12ʀᶛ૚	41L	杭）

	杭ࡐは、ਊআ෼ׂࡐであり、ද面にथൽは࡯؍されない。ࢼྉは、࢒ଘする࠷֎年ྠ部をؚΉ 3～ 4

年෼を࠾औし、測定には֎ଆ年ྠ 2年෼をڙした。

Ⅰ～Ⅳ

Ⅴ

Ⅶa

Ⅶb

Ⅸ

Ⅹ

Ⅷ

3.5m

標高
4.5m

Ⅸ

ୈ 17図　西น（33/13）
　　����໛ࣜப状図
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（3）杭（ࢼྉ/P�13ʀⅧ૚	31,18	4E39 杭 /P�4）

	4E39 より出土した杭は、ਊؙ࣋木（ܘ約 8DN）をఄし、杭上部は෗৯する。また、ද面にथൽは࡯؍

されない。ࢼྉは、杭の෗৯しͯいない部෼の࢒ଘする࠷֎年ྠ部をؚΉ 4～ 5年෼を࠾औし、測定に

は֎ଆ年ྠ 2年෼をڙした。

#　෼　ੳ　ํ　法

1）ଯ積૚年代測定

土৕ࢼྉをᝲ෼け（ᝲ目 106 ЖN）し、ࠜなͲのࠞೖ物を物ཧతにআڈする。さらに、炭ࢎԘなͲを

আڈするたΊࢎચড়（Ԙࢎ 1�2/）を行ͬた後、άϥϑΝイτを߹成し、測定༻ࢼྉとする。測定機器は、

/E$製コϯパΫτA.4・1�54%)を༻いる。

2）炭化米・木杭年代測定

ྉに土৕΍ࠜ౳の目త物とҟなる年代を࣋ͭ΋のが෇ணしͯいる場߹、これらをϐϯηοτ、௒Ի೾ࢼ

ચড়౳により物ཧతにআڈする。その後)$M による炭ࢎԘ౳ࢎՄ༹成෼のআڈ、/B0)による෗২ࢎ౳

ΞϧΧリՄ༹成෼のআڈ、)$M によりΞϧΧリॲཧ時に生成した炭ࢎԘ౳ࢎՄ༹成෼をআڈする（ࢎ・Ξ

ϧΧリ・ࢎॲཧ）。ࢼྉをバイコーϧ管にೖれ、1Hのࢎ化ಔ（ᶘ）とۜഩ（ེ化物をআڈするたΊ）をՃ͑ͯ、

管内をਅۭにしͯ෧͡きり、500ˆ（30෼）850ˆ（2時間）でՃ೤する。ӷ体஠素とӷ体஠素ʴΤλノー

ϧのԹ౓ࠩをར༻し、ਅۭϥイϯにͯ$02 をਫ਼製する。ਅۭϥイϯにͯバイコーϧ管にਫ਼製した$02 と

మ・水素を౤ೖし෧͡੾る。మのあるバイコーϧ管ఈ部のΈを 650ˆで 10時間以上Ճ೤し、άϥϑΝイ

τを生成する。化ֶॲཧ後のάϥϑΝイτ・మคࠞ߹ࢼྉを内ܘ 1NNの޸にϓϨスしͯ、λϯσムՃ଎

器のイΦϯݯに૷ணし、測定する。

測定機器は、3.7খܕλϯσムՃ଎器をϕースとした 14$�A.4 ઐ༻૷ஔ（/E$	1FMMFUSPO	94%)�2）

を࢖༻する。A.4測定時に、ඪ४ࢼྉである米国国立ඪ४ہ（/*4T）からఏڙされるシュ΢0(）ࢎX� ᶘ）

とバοΫάϥ΢ϯドࢼྉの測定΋行͏。また、測定中ಉ時に 13$�12$ の測定΋行͏たΊ、この஋を༻い

ͯЎ13$をࢉ出する。

3）ྐྵ　年　ֱ　ਖ਼

放射性炭素の൒ݮ期は L*##: の൒ݮ期 5,568 年を࢖༻する。また、測定年代は 1,950 年を基఺とし

た年代（#1）であり、ࠩޡはඪ४ภࠩ（0OF	4JHNBʀ68�）に૬౰する年代である。なお、ྐྵ年ֱਖ਼は、

3A%*0$A3#0/	$AL*#3AT*0/	130(3A.	$AL*#	3E77�0ʦ$PQZSJHIU	1986�2013	.	4UVJWFS	

BOE	1+	3FJNFSʧを༻い、ࠩޡとしͯඪ४ภࠩ（0OF	4JHNB）を༻いる。

ྐྵ年ֱਖ਼とは、େؾ中の 14$ ೱ౓が一定で൒ݮ期が 5,568 年としͯࢉ出された年代஋にରし、աڈの

Ӊ஦ઢڧ౓΍地࣓ٿ場のมಈによるେؾ中の 14$ ೱ౓のมಈ、ٴͼ൒ݮ期のҧい（14$ の൒ݮ期 5,730 ʶ

40 年）をֱਖ਼することである。ྐྵ年ֱਖ਼に関しͯは、本དྷ 10年୯Ґでදすのが௨ྫであるが、কདྷతに

ྐྵ年ֱਖ਼ϓϩάϥム΍ྐྵ年ֱਖ਼ۂઢのվਖ਼があͬた場߹のࢉܭ࠶΍࠶検౼にରԠするたΊ、1年୯Ґでද

しͯいる。ྐྵ年ֱਖ਼݁Ռは、測定ࠩޡМ、2М（Мは౷ܭతにਅの஋が 68�、2Мはਅの஋が 95�の֬཰でଘ在

するൣғ）૒ํの஋を示す。また、ද中の૬ରൺとは、М、2Мのൣғをそれͧれ 1とした場߹、そのൣ

ғ内でਅの஋がଘ在する֬཰を૬ରతに示した΋のである。

1　放射性年代測定
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$　݁　　　Ռ

1）ଯ積૚の年代測定

33/13 西น（33/13）より࠾औされた土৕のಉҐ体ޮՌによるิਖ਼を行ͬた測定年代（ิਖ਼年代）は、

ᶛ૚が 1,055 ʶ 20ZS#1、ᶝB ૚が 1,515 ʶ 20ZS#1、ᶝC ૚が 1,720 ʶ 20ZS#1、Ⅷ૚が 2,735 ʶ

20ZS#1、ᶟ૚が 1,405 ʶ 20ZS#1 を示す（第 2 ද）。また、これらのֱਖ਼ྐྵ年代（測定ࠩޡМ）は、ᶛ

૚が DBMA%	985 − DBMA%	1,014、ᶝB૚が DBMA%	541 − DBMA%	581、ᶝC૚が DBMA%	258 − DBMA%	

379、Ⅷ૚が DBM#$	899 − DBM#$	842、ᶟ૚が DBMA%	632 − DBMA%	656 である（第 2ද）。

測定のର৅とされたᶛ૚およͼᶝ～ᶟ૚は、発掘調査所ݟによれ͹、ᶛ૚が近世、ᶝB૚が中世、Ⅷ・

ᶟ૚が古代とい͏年代؍が推定されͯいる。これらの年代؍と各૚からಘられたֱਖ਼ྐྵ年代（М）とをൺ

ֱすると、ᶛ૚が古代頃、ᶝB૚およͼᶟ૚が古෿時代頃、ᶝC૚が໻生～古෿時代、Ⅷ૚がೄ文時代൩

期頃に૬౰しͯおり、ଯ積物のྦྷॏ関係に基ͮ͘年代の新چとҟなること、また上ड़した各૚の推定され

る年代より΋古い஋を示すとい͏特௃がࢦఠできる。このよ͏な年代؍を示した要因としͯは、෗২のܗ

成された年代を൓өしͯいること΍、後ड़するܔ૶෼ੳによるଯ積ڥ؀の検౼によれ͹Տ川のߑ水なͲに

よる൙ཞが推定されͯいることなͲから、༝དྷのҟなる෗২のӨڹ΋૝定される。

2）炭化米・木杭の年代測定

炭化米およͼ木ยのಉҐ体ޮՌによるิਖ਼を行ͬた測定݁Ռ（ิਖ਼年代）は、ᶝ૚の炭化米（ࢼྉ

/P�14）が 420 ʶ 20ZS#1、ᶛ૚の杭（ࢼྉ/P�12）が 230 ʶ 20ZS#1、Ⅷ૚の 4E39 の杭（ࢼྉ/P�13）

が 1,140 ʶ 20ZS#1 である。また、ྐྵ年ֱਖ਼݁Ռ（1М）は、ᶝ૚の炭化米（ࢼྉ/P�14）が DBMA%	1,441

− DBMA%	1,460、ᶛ૚の杭（ࢼྉ /P�12）が DBMA%	1,653 − DBMA%	1,795、Ⅷ૚の 4E39 の杭（ࢼྉ

/P�13）が DBMA%	888 − DBMA%	965 である（第 3ද）。

以上のྐྵ年ֱਖ਼݁Ռをߟࢀとすると、上૚のᶝ૚より出土したմ状݁ݻする炭化米は 15世紀中頃と推

定される。なお、調査時の所ݟでは炭化米पลから古代の土器が出土しͯいたことから古代のՄೳ性΋ߟ

͑られたが、上記した݁Ռより中世のࢿྉと͑ߟられる。また、杭ࡐは、ᶛ૚の杭が 17世紀中頃～ 18

世紀຤頃、Ⅷ૚の 4E39 の杭が 9世紀後൒～ 10世紀中頃とい͏年代؍が推定される。

ྉࢼ
測定年代	
（ZS#1）

Ў 13$	
（̄）

ิਖ਼年代
（ྐྵ年ֱਖ਼༻）

（ZS#1）
ྐྵ年ֱਖ਼݁Ռ ૬ରൺ

測定機関	
$PEF/P�

西น面（33/）	
ᶛ૚（土৕）

1,055 ʶ 20 �24�83 ʶ 0�18 1,056 ʶ 19

М DBM	A%	985	−	DBM	A%	1,014 DBM	#1	 965	−	 936 1�000

1L%�24840
2М

DBM	A%	906	−	DBM	A%	 915 DBM	#1	 1,044	−	1,035 0�029

DBM	A%	968	−	DBM	A%	1,021 DBM	#1	 982	−	 929 0�971

西น（33/）	
ᶝB૚（土৕）

1,515 ʶ 20 �24�11 ʶ 0�21 1,513 ʶ 19

М DBM	A%	541	−	DBM	A%	 581 DBM	#1	 1,409	−	1,369 1�000

1L%�24841
2М

DBM	A%	434	−	DBM	A%	 453 DBM	#1	 1,516	−	1,497 0�036

DBM	A%	470	−	DBM	A%	 487 DBM	#1	 1,480	−	1,463 0�043

DBM	A%	534	−	DBM	A%	 605 DBM	#1	 1,416	−	1,345 0�921

西น（33/）	
ᶝC૚（土৕）

1,720 ʶ 20 �23�89 ʶ 0�20 1,721 ʶ 19

М

DBM	A%	258	−	DBM	A%	 284 DBM	#1	 1,692	−	1,666 0�392

1L%�24842

DBM	A%	322	−	DBM	A%	 353 DBM	#1	 1,628	−	1,597 0�456

DBM	A%	367	−	DBM	A%	 379 DBM	#1	 1,583	−	1,571 0�152

2М
DBM	A%	253	−	DBM	A%	 304 DBM	#1	 1,697	−	1,646 0�419

DBM	A%	312	−	DBM	A%	 386 DBM	#1	 1,638	−	1,564 0�581

西น（33/）	
Ⅷ૚（土৕）

2,735 ʶ 20 �25�11 ʶ 0�23 2,734 ʶ 20
М

DBM	#$	 899	−	DBM	A%	 888 DBM	#1	 2,848	−	1,062 0�206

1L%�24843DBM	#$	 883	−	DBM	A%	 842 DBM	#1	 2,832	−	1,108 0�794

2М DBM	#$	 916	−	DBM	A%	 829 DBM	#1	 2,865	−	1,121 1�000

西น（33/）	
ᶟ૚（土৕）

1,405 ʶ 20 �24�23 ʶ 0�24 1,404 ʶ 19
М DBM	A%	632	−	DBM	A%	 656 DBM	#1	 1,318	−	1,294 1�000

1L%�24844
2М DBM	A%	611	−	DBM	A%	 659 DBM	#1	 1,339	−	1,291 1�000

ୈ 2ද　ଯੵ層の์ࣹੑ୸ૉ೥代ଌఆ͓Αͼྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ
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૶　෼　ੳ　ܔ　2

A　ࢼ　　　ྉ

した土৕ڙྉは、放射性炭素年代測定にࢼ 5఺（西น面（33/13）ɿɒ ૚、ɕ B ૚、ɕ C ૚、Ⅷ૚、ɜ ૚）である。

#　෼　ੳ　ํ　法

࣪ॏ約 3HをϏーΧーにܭりऔり、աࢎ化水素水とԘࢎをՃ͑ͯࢼྉのట化と༗機物の෼ղ・ඬ白を行

͏。次に෼ࡎࢄをՃ͑た後でৠཹ水をຬたしͯ放ஔし、上੅Έӷ中にු༡した೪土෼をআڈしͯܔ૶֪を

ೱॖする。このૢ࡞を 4～ 5ճ܁りฦす。次に、ࣗવ௜߱法による࠭質෼のআڈを行い、検ڸしқいೱ

౓にرऍし、ΧバーΨϥス上にణԼしͯס૩させる。ס૩したࢼྉ上に෧ೖࡎのϓリュ΢ϥοΫスをణԼ

し、スϥイドΨϥスにషり෇けͯ、ӬٱϓϨパϥーτを࡞製する。

検ڸは༉ਁ 600 ഒまたは 1000 ഒで行い、ϝΧχΧϧスςーδを༻い೚ҙに出ݱするܔ૶化石が 200

、落としがないよ͏にશ体をਫ਼査しݟ਺する。示४種なͲのॏ要な種ྨのܭ・体以上になるまでಉ定ݸ

ؚまれる種܈すべͯが೺Ѳできるよ͏に౒Ίる。なおܔ૶֪が൒෼以上ഁଛした΋のにͭいͯはޡಉ定

をආけるたΊに、原ଇとしͯಉ定・ܭ਺しない。ܔ૶のಉ定と種の生ଶ性にͭいͯはʦ)PSTU	LBOHF�

#FSUBMPU2000ʧ、ʦ)VTUFEU1930�1966ʧ、ʦ,SBNNFS�LBOHF�#FSUBMPU1985�1991ʧ、ʦ%FTJLBDIJBSZ1987ʧ

なͲをߟࢀにする。

集ղ܈。਺の一ཡදで示すݸ૶の生ଶ性にͭいͯは、ུ֓をද示する。また、෼ੳ݁Ռを種ྨと検出ܔ

ੳにあたりݸʑの産出化石は、まͣԘ෼ೱ౓にରするదԠ性により、ւ水生、ւ水～ؿ水生、ؿ水生、୶

水生に生ଶ෼ྨする。さらに、その中の୶水生種はԘ෼、Q)、水のྲྀಈ性の 3దԠ性にͭいͯ෼ྨする。

また化石種（ઈ໓種）にͭいͯは、生ଘ期間（時代）を示す。ࢼྉ中の化石શ体の産出ස౓（ACVOEBODF）

とอଘ状ଶ（1SFTFSWBUJPO）にͭいͯは、以Լの記号で示す。産出ස౓の目安は、A（ACVOEBOU）が 1NN2

中に 体以上、$（$PNNPO）がݸ50 1NN2 中に 体以上、F（FFX）がݸ10 2NN2 中に 体以上、3（3BSF）ݸ10

が 2NN2 中に SBSF）が	体以Լ、73（7FSZݸ1 4NN2 中に SBSF）が	WFSZ	体ఔ౓、773（7FSZݸ1 4NN2

中に （PEFSBUF.）.、（は༹ղ（ഁଛ）をडけͯいない֪）޷体以Լである。อଘ状ଶの目安は、(（(PPE）がྑݸ1

がී௨（一部に༹ղ（ഁଛ）したݸ体がೝΊられる）、1（1PPS）がෆ （ྑຆͲの֪が༹ղ（ഁଛ）のܗ跡がೝΊられる）、

71（7FSZ	QPPS）がۃෆྑ（すべͯの֪が、༹ղのࠟしͯおり、種のಉ定が༰қでない）、771（7FSZ	WFSZ	QPPS）

ྉࢼ
測定年代	
（ZS#1）

Ў 13$	
（̄）

ิਖ਼年代
（ྐྵ年ֱਖ਼༻）
（ZS#1）

ྐྵ年ֱਖ਼݁Ռ ૬ରൺ
測定機関	
$PEF/P�

ྉᶺࢼ 14	
ᶝ૚	32,22	炭化米

	420 ʶ 20 �23�75 ʶ 0�17 	424 ʶ 20
М DBM	A%	1,441	−	DBM	A%	1,460 DBM	#1	 509	−	 490 1�000

*AAA�131729
2М DBM	A%	1,435	−	DBM	A%	1,482 DBM	#1	 515	−	 468 1�000

ྉᶺࢼ 12	
ᶛ૚	41L	杭	
木ࡐ（Ϋリ）

	230 ʶ 20 �24�98 ʶ 0�18 	228 ʶ 19

М
DBM	A%	1,653	−	DBM	A%	1,666 DBM	#1	 297	−	 284 0�562

*AAA�131730

DBM	A%	1,784	−	DBM	A%	1,795 DBM	#1	 166	−	 155 0�438

2М

DBM	A%	1,645	−	DBM	A%	1,670 DBM	#1	 305	−	 280 0�549

DBM	A%	1,779	−	DBM	A%	1,799 DBM	#1	 171	−	 151 0�403

DBM	A%	1,943	−	DBM	A%	1,950 DBM	#1	 7	−	 0 0�048

ྉᶺࢼ 13	
Ⅷ૚	31,18	4E39	
杭ᶺ 4	
木ࡐ（Ξサμ）

1,140 ʶ 20 �27�99 ʶ 0�18 1,135 ʶ 22

М
DBM	A%	 888	−	DBM	A%	 903 DBM	#1	1,062	−	1,047 0�249

*AAA�131731

DBM	A%	 919	−	DBM	A%	 965 DBM	#1	1,031	−	 985 0�751

2М

DBM	A%	 778	−	DBM	A%	 790 DBM	#1	1,172	−	1,160 0�022

DBM	A%	 827	−	DBM	A%	 841 DBM	#1	1,123	−	1,109 0�016

DBM	A%	 864	−	DBM	A%	 983 DBM	#1	1,086	−	 967 0�962

ୈ 3ද　୸Խถ・木杭の์ࣹੑ୸ૉ೥代ଌఆ͓Αͼྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ
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がۃۃෆྑ（すべͯの֪が、ຆͲ༹ղしͯいるたΊ種のಉ定がࠔ೉）である。

$　݁　　　Ռ

݁Ռを第 4ද、第 18ਤに示す。以Լ、各ࢼྉの産状をԼҐࢼྉよりड़べる。

ᶟ૚は、ܔ૶化石は 10 ʑෆྑであり、すべͯ൒յしͯഁۃ体検出されたのΈである。อଘ状ଶはݸ

ย状である。ւ水生種のΈで構成され、୶水生種はೝΊられない。特௃తにೝΊられた種はւ水生種の

Thalassionema nitzschioides ΍ Thalassiosira	TQQ� なͲである。

Ⅷ૚は、45ݸ体が検出されたのΈである。อଘ状ଶはۃʑෆྑであり、ほとんͲのݸ体が൒յしͯい

るだけでな͘、༹ղのࠟ跡がೝΊられる。またւ水生種がほとんͲ༹ղしͯいないのにରしͯ、୶水生種

は著し༹͘ղしͯいる޲܏がݟられる。ւ水生種を主としͯ、ۃ低཰に୶水生種を൐͏。特௃తにೝΊら

れた種は、ւ水生種の Coscinodiscus	TQQ� ΍ Thalassionema nitzschioides なͲである。

ᶝB ૚とᶝC ૚は検出ݸ਺がҟなる。ᶝB ૚は 47 体とগないのにରし、ᶝCݸ ૚では 100 体以上ݸ

が検出される。อଘ状ଶはと΋にۃෆྑであり、֪がൣ޿にഁଛしͯいるだけでな͘、֪ද面に༹ղの

ࠟ跡がೝΊられる。またւ水生種と୶水生種のอଘ状ଶがҟなる。種܈はւ水生種を主とし、ۃ低཰

に୶水生種を൐͏。特௃తにೝΊられた種は、ᶝB૚がւ水生種の Coscinodiscus	TQQ� ΍ Thalassionema 

nitzschioides なͲ、ᶝC૚がւ水生種の Chaetoceros	TQQ�、Coscinodiscus TQQ�、Thalassionema nitzschioides、

Thalassiosira TQQ�、୶水生種でྲྀ水ෆ明種の Pinnularia	TQQ�、཮生ܔ૶の Hantzschia amphioxys なͲである。

ᶛ૚は、100ݸ体以上のܔ૶化石が検出される。อଘ状ଶは種ྨによͬͯҟなるが、֓ しͯۃෆྑであり、

શ体తに൒յした֪がଟい。またւ水生種と୶水生種のอଘ状ଶがҟなる。種܈は୶水生種を主とし、低

཰にւ水生種、ۃ低཰に୶水～ؿ水生種を൐͏種܈で構成される。ଟ産または特௃తにೝΊられた種はւ

水生種の Chaetoceros	TQQ�、Coscinodiscus	TQQ�、Thalassionema nitzschioides、Thalassiosira	TQQ�、୶水生種

でྲྀ水ෆ定性種の Fragilaria ulna、ྲྀ水ෆ明種の Cymbella	TQQ�、Pinnularia	TQQ�、཮生ܔ૶の Hantzschia 

amphioxys なͲである。

࡯　　　ߟ　%

西น（33/13）のଯ積૚からはܔ૶化石が検出され、ւ水生種΍୶水生種がݟられた。ଟ産あるいは特

௃తにೝΊられた種ྨの͏ͪ、ւ水生種の Chaetoceros	TQQ� は༝དྷとなͬた種ྨがෆ明である΋のの、ز

ͭかのւ水生種のٳ຾๔ࢠと͑ߟられͯいる。ٳ຾๔ࢠとは、生育する水域（この場߹はɼւ域）のڥ؀が

生育にదさない状ଶにม化した場߹にڥ؀のճ෮を଴ͭ間にऔるͻとͭの๷ޚ体੍とし֪ͯのܗଶをม化

させた΋のである。そのたΊ、ٳ຾๔ࢠがଟ͘発生する場߹は生育場所のڥ؀がΊま͙るし͘ม化するෆ

安定なڥ؀であͬたことを示ࠦする。ڥ؀のม化とは、これまでのڀݚから、཮域に近いւ域で୶水がྲྀ

ೖすることでԘ෼ೱ౓がෆ安定になる場߹が一番の要因と͑ߟられる。またւ水中のԹ౓ม化΋要因のͻ

とͭと͑ߟられる。ւ水生種の Coscinodiscus	TQQ� は、ଟ͘がഁଛするたΊ種のಉ定にࢸらないが、ଐす

る種のほとんͲが֎༸に生育する。さらに Thalassionema nitzschioides	はւ域に͘޿ೝΊられ、生産ྗが高

い。Thalassiosira	TQQ� にଐする種のଟ͘は֎༸性であり、൚世քతにೝΊられる。本ଐ΋中新世以߱のւ

༸で༏઎種となることがଟ͘、生産ྗの高いଐとしͯ஌られͯいる。なおࠓճݟられたւ水生種は֪がほ

とんͲ༹ղしͯいない΋のの、ւ域にଯ積したւ成૚にݟられるよ͏なݸ体਺と種ྨ਺のଟさはݟられͣ、

に͘͘、ԼҐ૚͑ߟをडけた΋のとはڹ集のଟ༷౓が低い。そのたΊ、ଯ積時にւ水のྲྀೖなͲւのӨ܈

第ᶜষ　ࣗવՊֶ෼ੳ
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種　　　　　ྨ
生ଶ性

ඪ種ࢦڥ؀ EDPMPHZ	*OEFY
西น面（33/）

Ԙ෼ Q) ྲྀ水 ᶛ૚ ᶝ B૚ ᶝ C૚ Ⅷ૚ ᶟ૚
Actinoptychus senarius	（EIS�）	EISFOCFSH EVI MPOH	SBOHF EVSZTBQSPCJD,	A,# − − − 1 −
Biddulphia	TQ��A EVI MPOH	SBOHF（ /FPHFOF ～） ˺ EVSZTBQSPCJD,	A − − 1 − −
Cerataulus	TQQ� EVI MPOH	SBOHF（ /FPHFOF ～） ˺ EVSZTBQSPCJD,	A − − 1 − −
Chaetoceros	TQQ� EVI MPOH	SBOHF（ /FPHFOF ～） EVSZTBQSPCJD,	A,#,%,E 4 − 18 3 −
Coscinodiscus radiatus	EISFOCFSH EVI MPOH	SBOHF EVSZTBQSPCJD,	A − 1 − − −
Coscinodiscus	TQQ� EVI MPOH	SBOHF（ /FPHFOF ～） ˺ EVSZTBQSPCJD,	A 4 10 13 5 −
Kisseleviella carina	4IFTIVLPWB�1PSFU[LBZB EVI 0MJHP��.�.JP� （/1%4A ） OPU	EJBHOPTUJD − − 1 − −
Nitzschia	TQQ� EVI MPOH	SBOHF（ /FPHFOF ～） ˺ EVSZTBQSPCJD,	A − − − 1 1
Paralia sulcata	（EIS�）	$MFWF EVI MPOH	SBOHF EVSZTBQSPCJD,	A,# − 1 3 2 1
Rhizosolenia setigera	#SJHIUXFMM EVI MPOH	SBOHF（ /FPHFOF ～） EVSZTBQSPCJD,	A 1 − − − −
Stephanopyxis	TQQ� EVI MPOH	SBOHF EVSZTBQSPCJD − − 2 − 1
Thalassionema bacillaris	（)FJE�）	,PMCF EVI MPOH	SBOHF（ /FPHFOF ～） EVSZTBQSPCJD,	A,# − − 1 − −
Thalassionema nitzschioides	（(SVO�）	(SVOPX EVI E��.JPDFOF �3FDFOU EVSZTBQSPCJD,	A,# 21 21 26 21 2
Thalassiosira	TQQ� EVI OPU	EJBHOPTUJD ˺ EVSZTBQSPCJD,	A 9 8 16 2 5
Thalassiothrix longissima	$MFWF	FU	(SVOPX EVI MPOH	SBOHF EVSZTBQSPCJD,	A,# − − 3 1 −
Cyclotella striata-C. stylorum EVI�.FI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） EVSZTBQSPCJD,	# − − 1 − −
Diploneis bombus	（EIS�）	EISFOCFSH	FY	$MFWF EVI�.FI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） ˺ EVSZTBQSPCJD,	# − − 1 − −
Navicula formenterae	$MFWF EVI�.FI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） OPU	EJBHOPTUJD − − 1 − −
Fragilaria construens	GP�	subsalina	（)VTU�）	)VTUFEU 0HI�.FI BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） ˺ EVSZTBQSPCJD,%1�E1 − − 1 − −
Rhopalodia gibberula	（EIS�）	.VFMMFS 0HI�.FI BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） ˺6 4 − − − −
Amphora ovalis	WBS�	affinis	（,VFU[�）	7BO	)FVSDL 0HI�JOE BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） T	 3 − − − −
Aulacoseira islandica	（.VFMM�）	4JNPOTFO 0HI�JOE BM�JM M�QI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 6	 − 1 − − −
Aulacoseira italica	（EIS�）	4JNPOTFO 0HI�JOE BM�JM M�QI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 6	 − − 1 − −
Caloneis leptosoma	,SBNNFS	�	LBOHF�#FSUBMPU 0HI�JOE JOE		 M�QI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 3# 1 − − − −
Caloneis	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 OPU	EJBHOPTUJD OPU	EJBHOPTUJD − − 1 − −
Craticula cuspidata	（,VFU[�）	%�(�.BOO 0HI�JOE BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 4	 1 − 1 1 −
Cymbella heteropleura	WBS�	minor	$MFWF 0HI�IPC BD�JM M�QI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） OPU	EJBHOPTUJD 1 − − − −
Cymbella	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 OPU	EJBHOPTUJD OPU	EJBHOPTUJD 12 − − 2 −
Eunotia praerupta	EISFOCFSH 0HI�IPC BD�JM M�QI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 3#,0,T − − 1 − −
Eunotia	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 OPU	EJBHOPTUJD OPU	EJBHOPTUJD 1 − − − −
Fragilaria ulna	（/JU[TDI）	LBOHF�#FSUBMPU 0HI�JOE BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） ˺0,6			 5 − 1 − −
Fragilaria	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 OPU	EJBHOPTUJD OPU	EJBHOPTUJD − − 2 − −
Gomphonema angustum	$�AHBSEI 0HI�JOE BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 6	 − − 1 − −
Gomphonema parvulum	（,VFU[�）	,VFU[JOH 0HI�JOE JOE		 JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 6	 1 − − 1 −
Gyrosigma acuminatum	（,VFU[�）	3BCFOIPSTU 0HI�JOE BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） OPU	EJBHOPTUJD 2 − − − −
Gyrosigma spencerii	（8�4NJUI）	$MFWF 0HI�JOE BM�JM M�QI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 6	 4 − − − −
Gyrosigma	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 OPU	EJBHOPTUJD OPU	EJBHOPTUJD 7 2 − − −
Hantzschia amphioxys	（EIS�）	(SVOPX 0HI�JOE BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 3A,6		 7 − 7 − −
Luticola mutica	（,VFU[�）%�(�.BOO 0HI�JOE BM�JM JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 3A,4		 1 − − − −
Navicula confervacea	（,VFU[�）	(SVOPX 0HI�JOE BM�CJ JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 3#,4		 1 − − − −
Navicula elginensis	WBS�	neglecta	（,SBTT�）	1BUSJDL 0HI�JOE BM�JM S�QI MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） 6	 1 − − − −
Navicula reinhardtii	(SVOPX 0HI�JOE BM�CJ JOE	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） OPU	EJBHOPTUJD − − 1 − −
Pinnularia	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） OPU	EJBHOPTUJD 14 3 6 4 −
Stauroneis	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） OPU	EJBHOPTUJD − − 1 1 −
Surirella	TQQ� 0HI�VOL VOL		 VOL	 MPOH	SBOHF（ ˺ /FPHFOF ～） OPU	EJBHOPTUJD 1 − − − −
ւ水生種 39 41 85 36 10
ւ水～ؿ水生種 0 0 3 0 0
水生種ؿ 0 0 0 0 0
୶水～ؿ水生種 4 0 1 0 0
୶水生種 63 6 23 9 0
૶化石૯਺ܔ 106 47 112 45 10
産出ස౓ 3 73 3 73 773
อଘ状ଶ 71 71 71 771 771

ୈ 4ද　ܔ૶分ੳ݁Ռ

ւ水−ؿ水−୶水生種産出཰・各種産出཰・֪ܗ׬産出཰はશ体基਺、୶水生種の生ଶ性のൺ཰は୶水生種の߹ܭを基਺としͯඦ෼཰でࢉ出した。
いͣれ΋ ྉにͭいͯ示す。˔はࢼ体以上検出されたݸ100 1ˋະຬ、ʴは 。ྉにͭいͯ検出した種ྨを示すࢼ体ະຬのݸ100

ʦࢦڥ؀ඪ種ʧ
Aɿ֎༸ࢦඪ種ɽ		#ɿ内࿷ࢦඪ種ɽ		$1ɿւ༸૶場ࢦඪ種ɽ		$2ɿؿ水૶場ࢦඪ種ɽ		%1ɿւ水࠭質ׯ潟ࢦඪ種ɽ		%2ɿؿ水࠭質ׯ潟ࢦඪ種ɽ	E1ɿւ水ట
質ׯ潟ࢦඪ種ɽ	Fɿ୶水ఈ生種܈（以上はখਿɼ	1988）ɽ		(ɿ୶水ු༡生種܈ɽ		)ɿՏුޱ༡性種܈ɽ		+ɿ上ྲྀ性Տ川ࢦඪ種ɽ	,ɿ中～Լྲྀ性Տ川ࢦඪ種ɽ		
Lɿ࠷Լྲྀ性Տ川ࢦඪ種܈ɽ		.ɿބপු༡性種ɽ		/ɿބপপ୔࣪地ࢦඪ種ɽ		0ɿপ୔࣪地෇ண生種ɽ	1ɿ高૚࣪原ࢦඪ種܈ɽ		2ɿ཮域ࢦඪ種܈（以上は
安藤ɼ	1990）ɽ		4ɿ޷Ԛ୙性種ɽ		6ɿ޿దԠ性種ɽ		Tɿ޷ਗ਼水性種（以上はATBJ	BOE	8BUBOBCFɼ	1995）ɽ3*ɿ཮生ܔ૶（3AɿA܈ɼ	3#ɿ#܈、ҏ藤・
堀内ɼ	1991）
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ୈ 18図　ओཁܔ૶Խੴू܈の層Ґ分෍
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४΍後എࢁ地から΋たらされ、ࠞೖしたೋ次化石と͑ߟられる。

一ํ、୶水生種でྲྀ水ෆ定性種の Fragilaria ulna はශԘෆ定性、޷ΞϧΧリ性およͼྲྀ水ෆ定であり、

出される。本種は特に生産ྗの高い種であり、いͣれのݟのさまざまな水域からൣ޿域൦෍種の一種で޿

水域で΋主要種となる場߹がଟい。さらにྲྀ水ෆ明種の Cymbella	TQQ� と Pinnularia	TQQ� は、࣪地からপ

୔࣪地の主要構成種であることがଟい。཮生ܔ૶の Hantzschia amphioxys は、水中΍水ఈのڥ؀以֎のた

と͑͹コέをؚΊた཮上২物のද面΍ؠ石のද面、土৕のද૚部なͲେؾに接৮したڥ؀に生׆する一܈

ʦখਿ 1986ʧである。特に、本種は཭水した場所の中でס૩に଱͑͏ることのできる܈集とされるʦҏ藤・

堀内 1989・1991ʧ。またଯ積物の෼ੳを行ͬたࡍ、これらの種܈が༏઎（70～ 80�以上）する݁Ռがಘ

られれ͹、そのࢼྉがଯ積した場所は、水域以֎のۭؾにമされͯסいたڥ؀であͬたことが推定できる

としͯいる。

以上を౿ま͑ͯ、ܔ૶෼ੳ݁Ռから推定されるଯ積時のڥ؀にͭいͯ、૚Ґຖにड़べる。

ᶟ૚は、検出された܈集がւ水生種のΈで構成され、อଘ状ଶ΋ۃΊͯෆྑであͬた。この場߹のଯ積

時のڥ؀は経ݧతには水域ではな͘、ؾ޷తなڥ؀である場߹がଟい。཮域なͲؾ޷తڥ؀、すなわͪେ

にമされた場所でのଯ積は௨ৗほとんͲແいに౳しいが、低地なͲの場߹にはՏ川なͲの൙ཞによͬͯؾ

ଯ積がਐ行する。その場߹にはଯ積଎౓が଎いたΊに、ଯ積物中のܔ૶化石のઈରྔはগない޲܏にある。

そのたΊ、ؾ޷తな場所に΋たらされた一ա性のଯ積物であるՄೳ性がある。

Ⅷ૚は、ւ水生種を主としͯ、ۃ低཰に୶水生種を൐͏種܈で構成された。อଘ状ଶからはଯ積時にࠞ

ೖしたݸ体のଟ͘が、後年に෼ղ・ফࣦしたՄೳ性が高いと͑ߟられる。ଯ積時の調査区内はؾ޷తڥ؀

であり、֓Ͷ཮域であͬたՄೳ性があり、特に水のӨڹがগない場所であͬたՄೳ性が高い。ᶝC૚΋Ⅷ

૚とಉ༷にೋ次化石と͑ߟられるւ水生種を主としͯ、อଘෆྑの୶水生を低཰に൐ͬͯいる。そのたΊ、

本૚४΋ؾ޷తなڥ؀Լにあり、ߑ水なͲによる一ա性のଯ積物であるՄೳ性が͑ߟられる。

ᶝB૚は産出཰のࠩはある΋のの、ࠞ߹܈集であること΍検出ݸ਺がগないことをྀߟすれ͹、ؾ޷త

なڥ؀Լにあり、一ա性のଯ積によͬͯܗ成されたՄೳ性が͑ߟられる。

ᶛ૚のܔ૶化石܈集は、著し༹͘ղした୶水生種܈とೋ次化石と͑ߟられるւ水生種で構成され、ଯ積

を明֬にすることが೉しい。これは、沖積૚でよ͘ೝΊられる。沖積૚の場߹には൙ཞ原のଯ積物でڥ؀

構成されるたΊ、཮域の༷ʑなڥ؀に生育した種܈のࠞ߹܈集がܗ成される。また཮域では水中の場߹あ

るいは水΍ۭؾを௨しに͘いシϧτ΍೪土に෴われた場߹は׬શにอଘされるが、ؾ޷తなڥ؀にമされ

る状ଶではバΫςリΞの࡞༻なͲにより෼ղがଅਐされる。水を௨しқいଯ積物の場߹は、水の Q)なͲ

のม化によͬͯ༰қに෼ղされͯしま͏場߹がある。ೋ次化石は、ݩདྷݻڧな֪の種である場߹΋あるが、

成するΦパーϧの૊成がม化したり、֪දܗͿと、֪をٴが༺࡞でない種ྨの֪で΋埋積されͯଓ成ݻڧ

面をଞの物質によりඃ෴されるなͲ、生育時より΋ݻڧな֪にม化する。これらの఺をྀߟすれ͹、ᶛ૚

での܈集はࠞ߹܈集であり、調査区内が水域であͬたことを示ࠦするとは͑ߟに͘͘、ΉしΖؾ޷తな؀

。たい͑ߟを൓өするとڥ水なͲによる一ա性のଯ積؀ߑであり、Տ川のڥ

以上のよ͏に、西น（33/13）のଯ積૚にはߑ水なͲのӨڹが͑ߟられる。本遺跡が鯖石川左岸の沖積

低地に立地することをྀߟすれ͹、鯖石川の൙ཞのӨڹをडけͯいるՄೳ性が高い。

第ᶜষ　ࣗવՊֶ෼ੳ
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3　২物ࢎܔ体෼ੳ

A　ࢼ　　　ྉ

した土৕ڙྉは、放射性炭素年代測定にࢼ 5఺（西น面（33/13）ɿɒ ૚、ɕ B ૚、ɕ C ૚、Ⅷ૚、ɜ ૚）である。

#　෼　ੳ　ํ　法

各ࢼྉにͭいͯաࢎ化水素水・Ԙࢎॲཧ、௜

定法、ॏӷ෼཭法（ϙリλϯάスςϯࢎφτリ΢ムɼ

ൺॏ 2�5）のॱに物ཧ・化ֶॲཧを行い、২物ܔ

体を෼཭・ೱ集する。これをΧバーΨϥス上にࢎ

ణԼ・ס૩させる。ס૩後、ϓリュ΢ϥοΫスで

෧ೖしͯϓϨパϥーτを࡞製する。400 ഒの光

するイݱԼでશ面を૸査し、その間に出ڸ微ݦֶ

ωՊ葉部（葉਎と葉ৌ）の葉部୹ࡉ๔に༝དྷした

২物ࢎܔ体（以Լ、୹ࡉ๔ࢎܔ体）およͼ葉਎機ಈ

（体ࢎܔ๔ࡉ以Լ、機ಈ）体ࢎܔ๔に༝དྷした২物ࡉ

を、ʦ近藤 2010ʧの෼ྨをߟࢀにಉ定・ܭ਺する。

෼ੳのࡍには、෼ੳࢼྉのס૩ॏྔ、ϓϨパϥー

τ࡞成に༻いた෼ੳ࢒ᕓྔ、検ڸに༻いたϓϨパ

ϥーτの਺΍検ڸした面積をਖ਼֬にྔܭし、ס土

1H あたりの২物ࢎܔ体ؚྔ（ಉ定した਺をଯ積物

1Hあたりのݸ਺にࢉ׵）をٻΊる。

݁Ռは、২物ࢎܔ体ؚྔの

一ཡදで示す。そのࡍ、各෼

のؚྔは܈ྨ 100 ୯Ґとし

ͯද示し、100 ݸ �H ະຬは

ʮ�100ʯでද示する。また、

各෼ྨ܈の২物ࢎܔ体ؚྔと

その૚Ґతม化を検౼するた

Ίに、各ࢼྉの২物ࢎܔ体ؚ

ྔをਤ示する。

$　݁　　　Ռ

݁Ռを第 5ද、第 19ਤに示す。各ࢼྉからは২物ࢎܔ体が検出されるが、ද面にଟ਺のখ޸（༹৯ࠟ）

がೝΊられるなͲ֓しͯอଘ状ଶはѱい。

西น（33/13）のଯ積૚における২物ࢎܔ体ؚྔは、ᶟ૚より上Ґに޲かͬͯ高͘なるとい͏޲܏を示

す。֬ೝされた෼ྨ܈にͭいͯΈると、ΫϚβサଐ΍ϝμέଐをؚΉλέѥՊ、Ϥシଐ、ススΩଐなͲを

ݸ） �H）

෼ྨ܈
西น面（33/）

ᶛ૚ ᶝ B૚ ᶝ C૚ Ⅷ૚ ᶟ૚

イωՊ葉部୹ࡉ๔ࢎܔ体

イω଒イωଐ 3,000 400 300 200 −

ΫϚβサଐ 200 400 �100 − −

ϝμέଐ − �100 − − −

λέѥՊ 300 200 �100 �100 −

Ϥシଐ 5,900 2,500 3,100 1,500 500

΢シΫサ଒ススΩଐ 500 − − − −

ෆ明 1,600 500 �100 400 300

イωՊ葉਎機ಈࡉ๔ࢎܔ体

イω଒イωଐ 3,500 900 600 400 �100

ΫϚβサଐ 300 500 300 − �100

ϝμέଐ 200 �100 − − −

λέѥՊ 700 700 700 200 300

Ϥシଐ 4,400 2,200 3,800 1,300 800

΢シΫサ଒ 500 − �100 − −

ෆ明 2,500 1,300 2,200 2,100 900

ܭ　߹

イωՊ葉部୹ࡉ๔ࢎܔ体 11,500 4,000 3,600 2,200 800

イωՊ葉਎機ಈࡉ๔ࢎܔ体 12,000 5,700 7,700 3,900 2,100

২物ࢎܔ体ؚྔ 23,500 9,700 11,300 6,100 2,900

化૊৫ยܔ

イωଐӱࢎܔ体 ˎ ˎ ˎ − −

イωଐ୹ࡉ๔ྻ ˎ − ˎ ˎ −

−　化૊৫ยܔ � ະ検出 �	ˎ � 検出 �

ୈ 5ද　২物ࢎܔମؚྔ

＊＊
＊
＊＊
＊

Ⅴ

Ⅶa

Ⅶb

Ⅸ

Ⅹ

Ⅷ

103個/g 104個/g

乾土1gあたりの個数で示す。●○は100個未満を定性的に示す。
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ୈ 19図　২物ࢎܔମؚྔの層ҐతมԽ
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ؚΉ΢シΫサ଒が検出され、各ࢼྉでϤシଐのؚྔが高い。

また、࠿ഓ২物では、イωଐが検出された。イωଐは、ᶟ

૚およͼ上Ґの各૚ࢼྉより検出されるが、ᶟ૚からᶝ૚

では୹ࡉ๔ࢎܔ体が 200 ～ 400 ݸ �H（ᶟ૚はະ検出）、機ಈࡉ๔ࢎܔ体が 100 ݸ �H ະຬ～ 900 ݸ �H と

ؚྔが低い。一ํ、ᶛ૚では୹ࡉ๔ࢎܔ体が 3,000 ݸ �H、機ಈࡉ๔ࢎܔ体が 3,500 ݸ �H とؚྔが高い。

このଞ、ᶟ૚をআ͘各૚よりイωଐの୹ࡉ๔ྻ΍໮（ӱ）にܗ成されるӱࢎܔ体なͲ΋検出された。

࡯　　　ߟ　%

西น面（33/13）のᶟ～ᶛ૚の২物ࢎܔ体෼ੳの݁Ռ、各૚より࠿ഓ২物のイω（イωଐ）に༝དྷする

২物ࢎܔ体が検出された。

Ҵ࡞が行われた水田跡の土৕では、࠿ഓされͯいたイωଐの২物ࢎܔ体が土৕中に஝積され、২物ࢎܔ

体ؚ （ྔ২物ࢎܔ体ີ౓）が高͘なる。水田跡（Ҵ࡞跡）の検ূ΍୳査を行͏場߹、一般にイωの২物ࢎܔ体（機

ಈࡉ๔༝དྷ）がࢼྉ 1H ౰り 5,000 が行われたՄೳ性が高࡞以上のີ౓で検出された場߹に、そこでҴݸ

いと൑அされͯいるʦਿࢁ 2000ʧ。

西น（33/13）のᶟ～ᶛ૚におけるイωଐの機ಈࡉ๔ࢎܔ体ؚྔにͭいͯΈると、ᶟ૚が 100 ݸ �H、

Ⅷ૚が 400 ݸ �H、ᶝC૚が 600 ݸ �H、ᶝB૚が 900 ݸ �H、ᶛ૚で 3,500 ݸ �H であͬた。イωଐの検

出から、各૚ܗ成時にはイωのར༻があͬたと૝定される。ただし、ᶟ～ᶝ૚は上ड़した目安とのൺֱで

は明らかにؚྔが低いたΊ、Ҵ࡞が行われͯいたと൑அすることは೉しい。ᶛ૚΋Ҵ࡞が行われたとする

目安にはຬたないが、イωଐのؚྔがܹٸに高͘なるとい͏特௃がೝΊられる。このよ͏なイωଐの২物

。られる͑ߟによるՄೳ性がڹのӨ࡞体ؚྔの૚Ґม化は、Ҵࢎܔ

では、ΫϚβサଐ΍ϝμέଐをؚΉλέѥՊ、Ϥシଐ、ススΩଐなͲが܈ഓ২物のイωଐをআ͘෼ྨ࠿

֬ೝされた。各ࢼྉでؚྔが高いϤシଐは、࣪५な場所を޷Ήこと΍、遺跡の立地なͲをྀߟすると調査

地およͼ෇近に生育しͯいたとࢥわれる。また、ΫϚβサଐは、落葉޿葉थྛのྛচなͲに生育すること

΍、上ड़したܔ૶෼ੳ݁Ռから推定されたଯ積ڥ؀なͲをྀߟすると、集水域に෼෍するٰྕ΍微高地な

Ͳに生育した΋の΋ؚまれると͑ߟられる。また、ϝμέଐ΍ススΩଐをؚΉ΢シΫサ଒は明る͘開けた

場所に生育したと͑ߟられる。

50μm

（1-3） （4-7）

50μm

1. イネ属短細胞列（西壁面33N;Ⅴ層）  2. イネ属短細胞列（西壁面33N;Ⅶb層）
3. ヨシ属短細胞珪酸体（西壁面33N;Ⅴ層） 4. イネ属機動細胞珪酸体（西壁面33N;Ⅴ層）
5. イネ属機動細胞珪酸体（西壁面33N;Ⅶa層） 6. クマザサ属機動細胞珪酸体（西壁面33N;Ⅶa層）
7. ヨシ属機動細胞珪酸体（西壁面33N;Ⅴ層）

1 2 3 4

5 6 7

ୈ 21図　২物ࢎܔମのݦඍࣸڸਅ
1. Chaetoceros spp.(西壁33N;Ⅴ層)
2 .Coscinodiscus radiatus Ehrenberg(西壁33N;Ⅶ層)
3. Paralia sulcata (Ehr.) Cleve(西壁33N;Ⅶ層)
4. Thalassiosira spp.(西壁33N;Ⅴ層)
5. Amphora ovalis var. affinis (Kuetz.) Van Heurck(西壁33N;Ⅴ層)
6. Gomphonema parvulum (Kuetz.) Kuetzing(西壁33N;Ⅴ層) 
7. Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow(西壁33N;Ⅴ層)
8. Navicula confervacea (Kuetz.) Grunow(西壁33N;Ⅴ層)
9. Thalassionema nitzschioides (Grun.) Grunow(西壁33N;Ⅴ層)

1

3

5

8

6

7

9

10μm

2 4

ୈ 20図　ܔ૶Խੴのݦඍࣸڸਅ
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4　थ　種　ಉ　定

A　ࢼ　　　ྉ

と、Լ૚のⅧ૚より検出された（杭	41L	ྉ/P�12ʀᶛ૚ࢼ）ྉは、上૚のᶛ૚から出土した杭ࢼ 4%40

に൐͏杭ࡐ 2఺（ࢼྉ/P�1ʀⅧ૚	31L19	4%40	杭 /P�17,	ࢼྉ /P�2ʀⅧ૚	30L7	4%40	杭 /P�25）、4%42 に

൐͏杭ࡐ 1఺（ࢼྉ/P�8ʀⅧ૚	29L18	4%42	杭 /P�28）、さらに 4E39 の杭 1఺（ࢼྉ/P�13ʀⅧ૚	31,18	

4E39	杭 /P�4）のܭ 5఺である。なお、ᶛ૚の杭（ࢼྉ/P�12）と 4E39 の杭（ࢼྉ/P�13）は、放射性炭

素年代測定にڙしたࢼྉとಉ一ࢼྉである。

#　෼　ੳ　ํ　法

ຝ目（放射அ面）・൘目（接ઢஅ面）の・（ԣஅ面）ޱした上で、ం౛を༻いͯ木࡯؍ྉの木औりをࢿ 3அ

面のెख੾ยを௚接࠾औする。੾ยをΨム・Ϋϩϥーϧ（๊水Ϋϩϥーϧ、ΞϥϏΞΰムค຤、άリηリϯ、

ৠཹ水のࠞ߹ӷ）で෧ೖし、ϓϨパϥーτとする。ϓϨパϥーτは、生物ݦ微ڸで木ࡐ૊৫の種ྨ΍഑ྻ

を࡯؍し、その特௃をݱ生ඪ本およͼಠ立行੓法人৿ྛ૯߹ڀݚ所の日本産木ࣝࡐ別σーλϕースとൺֱ

しͯ種ྨ（෼ྨ܈）をಉ定する。

なお、木ࡐ૊৫の名শ΍特௃は、ʦౡ地・ҏ東 1982ʧ΍ʦ8IFFMFSଞ1998ʧをߟࢀにする。また、日

本産木ࡐの૊৫഑ྻは、ʦྛ 1991ʧ΍ʦҏ東 1995・1996・1997・1998・1999ʧをߟࢀにする。

#　݁　　　Ռ

ಉ定݁Ռを第 6දに示す。杭ࡐは、޿葉थ 4෼ྨ

。にಉ定された（ϠφΪଐ、Ξサμ、Ϋリ、ϞΫϨϯଐ）܈

以Լに、֬ೝされた෼ྨ܈のղ๤ֶత特௃౳を記す。

・ϠφΪଐ（Salix）　ϠφΪՊ

で、道管は୯ಠまたはࡐ޸ࢄ 2�3 ࢄがෳ߹しͯݸ

在し、年ྠք෇近でܘをݮগさせる。道管は、୯ઠ޸

を༗し、น޸はަޓ状に഑ྻする。放射૊৫はҟ性、୯ྻ、1�15 。๔高ࡉ

・Ξサμ（Ostrya japonica 4BSH�）　ΧバノΩՊΞサμଐ

に޲で、道管は୯ಠまたは放射ํࡐ޸ࢄ 2�4 。させるݮを઴ܘかͬͯ޲在し、年ྠքにࢄがෳ߹しͯݸ

道管は୯ઠ޸を༗し、น޸はަޓ状に഑ྻ、内นにはらせんංްがೝΊられる。放射૊৫はಉ性、1�3 ࡉ

๔෯、1�30 。๔高ࡉ

・Ϋリ（Castanea crenata	4JFC�	FU	;VDD�）　ϒφՊΫリଐ

部はݍ޸、でࡐ޸؀ 3�4 しながらՐԌ状に഑ྻする。道ݮたのͪ、઴͡ݮをܘに管ܹٸで֎ݍ޸、ྻ

管は୯ઠ޸を༗し、น޸はަޓ状に഑ྻする。放射૊৫はಉ性、୯ྻ、1�15 。๔高ࡉ

・ϞΫϨϯଐ（Magnolia）　ϞΫϨϯՊ

で、୯ಠまたはܗଟ֯～ܗで、道管はԣஅ面では֯ுͬたପԁࡐ޸ࢄ 2�4 ࢄにෳ߹しͯ޲が放射ํݸ

在する。道管の෼෍ີ౓はൺֱత高い。道管は୯ઠ޸を༗し、น޸は֊ஈ状～ରྻ状に഑ྻする。放射૊

৫はҟ性、1�2 ๔෯、1�40ࡉ 。๔高ࡉ

ྉࢼ
ᶺ

出土地఺
器種 木औり

種ྨ
（෼ྨ܈）

උߟ
遺構面 άリοド 遺構名 遺物ᶺ

1 Ⅷ૚ 31L19 4%40 杭ᶺ 17 杭 ൒ࡋ状 ϞΫϨϯଐ

2 Ⅷ૚ 30L7 4%40 杭ᶺ 25 杭 ਊؙ࣋木 ϠφΪଐ

8 Ⅷ૚ 29L18 4%42 杭ᶺ 28 杭 ਊؙ࣋木 Ϋリ

12 ᶛ૚ 41L 杭 杭
ਊআ෼ׂࡐ	

（ϛΧϯׂ状）
Ϋリ ˎ

13 Ⅷ૚ 31,18 4E39 杭ᶺ 4 杭 ਊؙ࣋木 Ξサμ ˎ

ˎ放射性炭素年代測定ࢼྉ

ୈ 6ද　थछಉఆ݁Ռ

4　थ　種　ಉ　定
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࡯　　　ߟ　$

上૚およͼԼ૚から出土した杭ࡐには、޿葉थ 4෼ྨ܈（ϠφΪଐ、Ξサμ、Ϋリ、ϞΫϨϯଐ）がೝΊられた。

上૚から出土した杭ࡐ（ࢼྉ/P�12）は、ਊআ෼ׂࡐ（ϛΧϯׂ状）となる木औりであり、ڧ౓・଱ٺ性

の高いΫリが֬ೝされた。

一ํ、Լ૚出土ࢼྉの͏ͪ 4%40 に൐͏杭ࡐは、൒ࡋ状（ࢼྉ/P�1）の杭がϞΫϨϯଐ、ਊؙ࣋木（ࢼ

ྉ/P�2）の杭がϠφΪଐにಉ定された。また、4%42 のਊؙ࣋木の杭（ࢼྉ/P�8）はΫリであͬた。この

よ͏に溝に൐͏杭ࡐは、֬ೝされたथ種΍ܰೈでڧ౓が低い木ࡐ（ϠφΪଐ、ϞΫϨϯଐ）とڧ౓・଱ٺ性

の高い木ࡐ（Ϋリ）とがࠞ在する状گから、ࡶଟなथ種構成が推定される。また、井戸跡（4E39）の࢛۱

にଧͪࠐまれた杭（ࢼྉ/P�13）にはΞサμが֬ೝされた。木ࡐのࡐ質త特௃からڧ౓の高い木ࡐのར༻

が͑ߟられる。

なお、֬ೝされた෼ྨ܈の͏ͪ、落葉高木のΫリはೋ次ྛ౳に、また落葉低木～高木がؚまれるϠφΪ

ଐ΍落葉高木のΞサμ、ϞΫϨϯଐ౳はՏ൞に生育する種ྨがؚまれͯいる。これらはपลのٰྕ΍沖積

地なͲに生育したと͑ߟられ、पลのྛ෼より木ࡐをೖखしたと推定される。

Ҿ༻จݙ

ATBJ,,��8BUBOBCF,T�,1995,4UBUJTUJD	$MBTTJpDBUJPO	PG	EQJMJUIJD	%JBUPN	4QFDJFT	JOUP	TISFF	EDPMPHJDBM	(SPVQT	

SFMBUJOH	UP	0SHBOJD	8BUFS	1PMMVUJPO（2）	4BQSPQIJMPVT	BOE	TBQSPYFOPVT	UBYB�%JBUPN,10ɼ

35�47�

安藤一உ 1990	 ʮ୶水産ܔ૶によるࢦڥ؀ඪ種܈の設定と古ڥ؀෮ݩ΁のԠ༻ʯh 東北地ཧʱ42（1990）ɼ

73�88ɼB//�TPIPLV	(FPHS�ATTPD�

安藤一உ・南Ӣ　อ　1983　ʮ࡛ۄ県ɼߥ川低地沖積૚のέイι΢ʯh 日本ࣃՊେֶ紀要ʱ1983	（12）ɼ241�249�

%FTJLBDIJBSZ,T�7�,1987,AUMBT	PG	%JBUPNT�	.BSJOF	%JBUPNT	PG	UIF	*OEJBO	0DFBO�	.BESBT	TDJFODF	GPVOEBUJPO,.

BESBT,1SJOUFE	BU	TT�.BQT	�	1VCMJDBUJPOT	1SJWBUF	LJNJUFE,328,(�4�T�3PBE,$ISPNFQFU,

.BESBT�600044�1�13,1MBUFTɿ401�621�

1. ヤナギ属（試料No.2；Ⅷ層 30L7 SD40 杭No.25）
2. アサダ（試料No.13；Ⅷ層 31K18 SE39 杭No.4）

3. クリ（試料No.12；Ⅴ層 41L 杭）
4. モクレン属（試料No.1；Ⅷ層 31L19 SD40 杭 No.17）

100μm：a
100μm：b, c

3c3b3a

2a 2b 2c

1c1b1a

4a 4b 4c

　a：木口, b：柾目, c：板目

ୈ 22図　木ࡐのݦඍࣸڸਅ
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)PSTU	LBOHF�#FSUBMPU�,2000,*$0/0(3A1)*A	%*AT0.0L0(*$AɿAOOPUBUFE	EJBUPN	NJDSPHSBQIT�8JULPXTLJ,

A�,)PSTU	LBOHF�#FSUBMPU,%JUUNFS	.FU[FMUJOɿ%JBUPN	FMPSB	PG	.BSJOF	$PBTUT	7PMVNF	1�	

219	QMUT�4504	pHT,925	QHT�

)VTUFEU,F�,1930,%JF	,JFTFMBMHFO	%FVUTDIMBOET,0FTUFSSFJDIT	VOE	EFS	4DIXFJ[�VOEFS	#FSVDLTJDIUJHVOH	EFS	

VCSJHFO	LBOEFS	EVSPQBT	4PXJF	EFS	BOHSFO[FOEFO	.FFSFTHFCJFUF�JO	%S�3BCFOIPSTUT	

,SZQUPHBNFO	FMPSB	WPO	%FVUTDIMBOE,0FTUFSSFJDIT	VOU	EFS	4DIXFJ[,7,LFJQ[JH,1BSU	1,920Q�

)VTUFEU,F�,1937�1938,4ZTUFNBUJTDIF	VOU	PLPMPHJTDIF	6OUFSTVDIVOHFO	NJU	EJF	%JBUPNFFO�FMPSB	WPO	+BWB,#BMJ	

VOE	4VNBUSB� ᶗ～ᶙ �ASDI�	)ZESPCJPM�4VQQM�,15,131�809Q,1�155Q,274�349Q�

)VTUFEU,F�,1959,%JF	,JFTFMBMHFO	%FVUTDIMBOET,0FTUFSSFJDIT	VOE	EFS	4DIXFJ[�VOEFS	#FSVDLTJDIUJHVOH	EFS	

VCSJHFO	LBOEFS	EVSPQBT	4PXJF	EFS	BOHSFO[FOEFO	.FFSFTHFCJFUF�JO	%S�3BCFOIPSTUT	

,SZQUPHBNFO	FMPSB	WPO	%FVUTDIMBOE,0FTUFSSFJDIT	VOU	EFS	4DIXFJ[,7,LFJQ[JH,1BSU	2,845Q�

)VTUFEU,F�,1961�1966,%JF	,JFTFMBMHFO	%FVUTDIMBOET,0FTUFSSFJDIT	VOE	EFS	4DIXFJ[�VOEFS	#FSVDLTJDIUJHVOH	

EFS	VCSJHFO	LBOEFS	EVSPQBT	4PXJF	EFS	BOHSFO[FOEFO	.FFSFT�HFCJFUF�JO	%S�3BCFOIPSTUT	

,SZQUPHBNFO	FMPSB	WPO	%FVUTDIMBOE,0FTUFSSFJDIT	VOU	EFS	4DIXFJ[,7,LFJQ[JH,1BSU	3,816Q�

ҏ東ོ෉ 1995	 ʮ日本産޿葉थࡐのղ๤ֶత記ࡌᶗʯh 木ࢿ・ڀݚࡐྉʱ31　ژ౎େֶ木質Պֶڀݚ所ɼ81�181

ҏ東ོ෉ 1996	 ʮ日本産޿葉थࡐのղ๤ֶత記ࡌᶘʯh 木ࢿ・ڀݚࡐྉʱ32ژ౎େֶ木質Պֶڀݚ所 �66�176

ҏ東ོ෉ 1997	 ʮ日本産޿葉थࡐのղ๤ֶత記ࡌᶙʯh 木ࢿ・ڀݚࡐྉʱ33ژ౎େֶ木質Պֶڀݚ所ɼ83�201

ҏ東ོ෉ 1998	 ʮ日本産޿葉थࡐのղ๤ֶత記ࡌᶚʯh 木ࢿ・ڀݚࡐྉʱ34ژ౎େֶ木質Պֶڀݚ所ɼ30�166

ҏ東ོ෉ 1999	 ʮ日本産޿葉थࡐのղ๤ֶత記ࡌᶛʯh 木ࢿ・ڀݚࡐྉʱ35ژ౎େֶ木質Պֶڀݚ所ɼ47�216

ҏ藤ྑӬ・堀内誠示　1989　ʮ古ڥ؀ղੳからΈた཮生ܔ૶の検౼　−཮生ܔ૶のࡉ෼−ʯh 日本ܔ૶ֶ会第 10ճେ

会ߨԋ要ࢫ集ʱ17

ҏ藤ྑӬ・堀内誠示　1991　ʮ཮生ܔ૶のݱ在にԙける෼෍と古ڥ؀ղੳ΁のԠ༻ʯh 日本ܔ૶ֶࢽʱ6ɼ23�44

近藤࿉三 2010	 ʰϓϥϯτ・Φパーϧਤේʱ北ւ道େֶ出൛会ɼ387Q�

খਿਖ਼人 1986	 ʮݱ世ׯ潟におけるܔ૶遺֚のӡൖ・ଯ積パλーϯʯh 地ཧֶධ࿦ ɼɦ59ɼ（4FS�A）�1ɼ37�50�

খਿਖ਼人 1988	 ʮܔ૶のࢦڥ؀ඪ種܈の設定と古ڥ؀෮原΁のԠ༻ʯh 第࢛紀ڀݚ ɼɦ27ɼ（1）ɼ1�20

,SBNNFS,,�BOE	)�LBOHF�#FSUBMPU,1985,/BWJDVMBDFBF�#JCMJPUIZDB	%JBUPNPMPHJDB,WPM�9,Q�250�	,SBNNFS,,�

BOE	)�LBOHF�#FSUBMPU,1986,#BDJMMBSJPQIZDFBF,4VTTXBTTFS	qPSB	WPO	.JUUFMFVSPQB	2（1）ɿ

876Q�

,SBNNFS,,�BOE	)�LBOHF�#FSUBMPU,1988,#BDJMMBSJPQIZDFBF,4VTTXBTTFS	qPSB	WPO	.JUUFMFVSPQB	2（2）ɿ596Q�

,SBNNFS,,�BOE	)�LBOHF�#FSUBMPU,1990,#BDJMMBSJPQIZDFBF,4VTTXBTTFS	qPSB	WPO	.JUUFMFVSPQB	2（3）ɿ576Q�

,SBNNFS,,�BOE	)�LBOHF�#FSUBMPU,1991,#BDJMMBSJPQIZDFBF,4VTTXBTTFS	qPSB	WPO	.JUUFMFVSPQB	2（4）ɿ437Q�
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第ᶝষ　ま と Ί

1　宝田遺跡の遺構にͭいͯ

A　古代の水田と建物域にͭいͯ

1）水田の時期にͭいͯ

宝田遺跡では、古代・中世・近世の 3時代にわたる水田を֬ೝした。新潟県域においͯは、近年この

よ͏な調査ྫが૿Ճしͯおり、後എ࣪地の土地ར༻を͑ߟる上でඇৗにॏ要なࢿྉとい͑る。ここでは、

まͣ本遺跡における水田の時期൑別にͭいͯのํ͑ߟを֬ೝしͯおきたい。水田跡の時期がෆ明ྎになる

要因としͯ以Լの 3ͭが͑ߟられる。

　1　水田は、ز年にわたり࡞ߞがྦྷ積されるたΊ、ߑ水΍区ը੔උなͲの要因がないݶり、埋຅土がܗ

成しに͘い。このたΊ、明֬なྦྷ積౓߹を൑別することがࠔ೉である。

　2　上Ґ（後世）の水田࡞ߞ時にେき͘࡟平をडけることにより、ܗ状΍෇ଐࢪ設なͲの৘報がෆ明ྎ

になり、ܗଶのม化がͭかΈに͘い。

　3　水田࡞ߞ時の᎟፩によͬͯ、Լ૚の遺物が巻き上͛られる。このたΊ、લ時代の遺物がࠞೖし、ߞ

。れがあるڪೝするޡした時代を࡞

ᰍ৓平野の事ྫで、ʮ条݅の੔ͬた沖積地は、֐ࡂなͲで埋຅しないݶり௕期にٴͿ水田経Ӧがなされ

ͯいͯ、ʯʦখ஑ 1999ʧとあるよ͏に、Լ૚の΋のにͭいͯは特にෆ明ྎになると͑ߟられる。本遺跡に

おいͯは、ಉ一検出面の遺構の中で΋、3号水田と 4E39 のよ͏に੾り߹い関係を࣋ͭ΋のがある。これ

は、建物域と水田の୹期తな時間ࠩを示しͯおり、ڞ൐が൑વとしない部෼΋ある。

このよ͏に本遺跡でѻ͏建物域΍水田のৄࡉな時期にͭいͯは、区別できない。そこで本報告における

各面の時代にͭいͯは、出土遺物から͑ߟられる૯体తな΋のとした。この遺物の時間෯が、ʮ׆ಈಈଶʯ

を示すのであれ͹、古代の遺物が遺跡のあらΏる地఺で出土することをཪ෇けとし、古代（Ⅷ૚）に水田

がӦまれͯいたことはे෼に͑ߟられる。また中世（ᶝ૚）・近世（ᶛ૚）にͭいͯ΋ಉ༷に͑ߟた。

2）建物域にͭいͯ

第ᶚষ 3	A にͯલड़のよ͏に、建物域は微高地上に立地し、水田域とは土質・ଯ積土なͲのҧいがೝ

Ίられた。この微高地は、ɕ ૚のଯ積時に΋൓өされͯおり、௕ら͘地ܗのม׵఺であͬたと͑ߟられる。

検出した建物は、掘立柱建物（4#1）の 1棟のΈである。このଞ、井戸 1基・溝 10条・性֨ෆ明遺構

5基が֬ೝできる。これらのํҐは微高地のํ޲性と一கしͯいる。微高地は 4%40 に޲かͬͯ収ଋし

ͯおり、検出した建物域はそのಥ端にҐஔすると͑ߟられる。また、これらの時期にͭいͯは、出土する

土器から 9世紀後葉の΋のと͑ߟられる。

4X74・4X78・4X80・4X92・4X93 は、ܗ状が水田に近ࣅしͯおり、いわΏるʮԜ地遺構ʯʦখ஑ほ

か 1994ʧの特௃がݟられる。ただし、લड़の௨り౿Έൈきがগな͘水田࡞ߞのྦྷ積に๡しい。土৕෼ੳ

なͲཧ化ֶతなࢹ఺がܽ೗する΋のの、管ݟながら育බࢪ設΍ஷ水なͲの౿Έൈきྦྷ積がগない༻్で

あͬたことが推定できる。
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3）溝に൐͏土坑にͭいͯ

Ⅷ૚では主要なར水ࢪ設である 4%40 を検出した。4%40 は、水田にಋ水する水࿏の機ೳを࣋ͪ、部

෼తにਂΈなりཷΊ井状になるとこΖがある。このよ͏なྫとしͯは、上Ӝ遺跡ʦ坂上 2003ʧでಉ༷の

૊Έ߹わせが検出されͯいる。遺構の༻్にͭいͯ௚接ൺֱすることはできないが、土坑のܗଶత特௃

΍溝との関࿈はよͯ͘ࣅいる。本遺跡の 4%40 ཷΊ井部෼΍ 4%50 のよ͏に、溝の一部を͛޿たりਂ͘

するといͬた଄࡞はほかの水田遺跡で΋ݟࢄされる。ྫ͑͹西部遺跡ᶚʦ村田ほか2009ʧで検出された

4X0001 は֨نతな溝（4%0020）の東端を土坑あるいは஑状に͛޿たよ͏な࡞りで、報告者は܈馬県高

崎市日高遺跡ʦେ江 1982ʧで検出されたཷ井戸にྨする΋のとҐஔ෇けͯいる。

水がྫྷたい、ྫ͑͹ࢁ間部にあるよ͏な水田には、ྫྷ水をいͬたんཷΊることでཅに౰ͯԹΊる૷ஔで

あるʮψϧϝʯ、ྫྷ水が௚接田にֻからないよ͏にࡍܣにखܣ（খ水࿏）をஙいͯ水をͻとまわりさせͯか

ら田にೖるよ͏にした૷ஔであるʮϚϫシϛズʯといͬたԹ水૷ஔがඞͣといͬͯよいほͲ࡞られるとい

ʦ͏安ࣨ2005ʧ。લड़の日高遺跡では、ྲཱྀ 井戸から水田にࢸる間にࡉ௕いཷ஑状遺構（ψϧϝ）を設けͯいる。

こ͏したԹ水૷ஔは、イωの生育をॿけるとಉ時に水田のڕհྨにとͬͯ΋ӽౙ΍産ཛの場としͯ౎߹の

よい֨޷の生ଉ場所となͬͯおり、ಉ時に水田ړᎤの෣୆と΋なͬͯいるʦ安ࣨલܝʧ。

4）新潟県域における古代水田のྨྫとൺֱ

新潟県域のྨྫとൺֱしながら、本遺跡の水田と建物域にͭいͯ͑ߟたい。ྨྫの集成にあたͬͯは、

原遺跡ʦ高橋܀、ྉとしͯ中世のྫ΋ؚΊた。この中でࢿߟࢀ 1984ʧのよ͏に古代と中世がॏෳする遺

跡においͯは、本遺跡とಉ༷、中世以߱は古代の建物域が水田化しͯいる༷ࢠがଟいことがݟられた。

新潟県内においͯ、明֬な古代の水田を検出したྫは、11遺跡である（第 23ਤ）。この͏ͪ建物を൐

͏ྫは、7遺跡であり、建物域とີ接な関係があることがӐ͑る。古代の水田は、ܗ状΍立地するڥ؀か

らೋ種ྨにେ別できる。安定した地൫と๛෋なྲྀ水・༙水をഎܠに、௕࣠ 10Nをӽ͑るେきな区ըの水

田ができ΍すいのがᰍ৓平野である。これにରし、新潟平野では低࣪地が޿がり、༻水のڅڙより΋ʮഉ

水ʯに主؟がஔかれ、มܗした水田区ըが目立ͭ。宝田遺跡のྫは、新潟平野のྫに近いと͑ݴる。その

中で΋、新潟市（چԣӽ村）の上ڷ遺跡ʦय़日 1997ʧは、特にྨࣅ性がೝΊられる。چՏ道Ԋいのڱい

ࣗવఅ๷上に 1～ 3棟の掘立柱建物΍井戸からなる建物域΍ാ地・ʮΰϛ݀と͑ߟる土坑ʯを࣋ͪ、落ͪ

Տ道にͭながる。これはچの溝によͬͯ޿から後എ࣪地にかけͯの水田がೝΊられͯいる。水田域は෯ࡍ

本遺跡とಉ༷に主要な༻水࿏からऔഉ水をする機ೳが推定されͯいる。このଞのྫでは、報告書ະץ行で

あるが柏崎市のখ็遺跡ʦ埋文事業団 1998ʧにಉ༷の特௃がݟられそ͏である。

本遺跡でݟられた水田と建物域のڞ൐関係は、新潟県域にڞ௨しͯೝΊられる΋ので、いわΏるʮԦே

国Ոܕ村落ʯʦ坂井 1989ʧのバϥΤςΟとしͯଊわれͯいる΋のである。建物域の性֨は、立地΍ॅډ

のありํから、水田࡞ߞまたは新田開発に൐ͬた΋のと૝定できる。ただし、ࠓճの࡯ߟは遺跡શ体の検

出からಘられた΋のでないことから、以߱の調査成Ռを΋ͬͯߟ࠶のඞ要があると͑ݴる。

1　宝田遺跡の遺構にͭいͯ
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#　中世の水田にͭいͯ
検出した遺構から宝田遺跡の׆ಈࠟ跡をΈると、古代は水田・建物・井戸・ஷ水΍育Ҵ༻なͲのՄೳ性

が推定される遺構なͲバリΤーシϣϯ๛かな遺構܈を検出し、水田࡞ߞを開࢝した時఺でطに一定の構଄

త׬成౓を΋ͬた水田がӦまれͯいたことがӐ͑る一ํ、中世の׆ಈࠟ跡はあまり明֬ではない。その原

因としͯは、基൫૚上にஙかれるલ代の遺構とൺべͯ౰֘期の遺構はલ後時期のӨڹをडけͯࠟ跡がرബ

なことがେきい。実ࡍ、調査で検出した΋のの、౰֘期の΋のとஅ定できなかͬた΋のが 32άリοド以

南を中৺にগなからͣଘ在する。本遺跡のよ͏にߑ水性ଯ積土をڱ在せͣ、田面΍ܣ൞がྦྷ積తにܗ成さ

れる遺跡の場߹、特定時期の遺構をந出することが೉しいことをࠓճの調査でֶんだ。

中世の水田区ըは古代の΋のとൺべ、より֨ن性の高い΋の΁とม化するよ͏である。すなわͪ、古代

の水田区ըが南北ํ޲をҙࣝしながら΋、微地ܗ΍ྲྀ࿏にӨڹをडけͯෆ੔ܗをఄする田面がଟいのにର

し、౰֘期の΋のはํܗ～௕ํܗに੔ͬた田面が主体తである。また、༻水のڅڙにͭいͯ΋、લ代では

溝（水࿏）を਺ଟ͘設けͯいるのにରし、౰֘期ではਂさ 10DNલ後のઙいྲྀれとなͬた 4%40のΈとな

る（1～ 3૚が֘౰）。΋ͪΖん、調査ൣғ֎に水࿏のଟ͘がҠಈしͯいるՄೳ性はྀߟしなけれ͹ならな

いが、ར水ٕज़の޲上によͬͯ、ܭըతかͭޮ཰のྑい水田経ӦがՄೳになͬた݁Ռとղऍしたい。

水田以֎の遺構としͯは、古代の΋のにܗଶが近ࣅする土坑 11基、井戸のՄೳ性が͑ߟられる土坑 1

基を検出した。લ者の͏ͪ 9基は上Ӝ遺跡のʮ人ҝత埋຅土坑ʯとಉ༷、基൫૚をଟؚ͘Ή人ҝతな埋

土であͬた。これらは 33άリοド以南にࢄ在するが、このपลは水田の状گがよ͘わからないたΊ、土

坑と水田の関係を௚接Ӑ͏ことができない。水࿏は検出されなかͬたから、গな͘と΋古代面（Ⅷ૚）の

΋のとはҟなる構଄で設けられͯいるのであΖ͏。

ʮ人ҝత埋土土坑ʯの機ೳにͭいͯは、ࠓのとこΖまͬた͘といͬͯいいほͲわかͬͯいない。第ᶚষ

でड़べたよ͏にʮุʯのՄೳ性はなさそ͏であるし、ஷ水΍ංྉ生成といͬた目తで設けられたのであれ

͹୹期間で埋Ίるとい͏ことは͑ߟられない。特に目に෇͘よ͏な遺物΋出土しないのでߟ古ֶతݟ地か

らのղ明は೉し͘、೶ֶతݟ地から水田΍イωをѻͬた文ݙをあたͬͯΈたとこΖ、次のよ͏な内༰の記

ड़をΈͭけた。すなわͪ、Ҵึの出る時期になると、਺日おきに水田に水をൈいͯはೖれるʮ間அかんが

ୈ 23図　৽ׁݝҬのݹ代〜தੈʹ͓͚Δ水田遺੻の分෍

遺跡名 時代 建物の༗ແ

1 西部遺跡 古代 ʷ

2 ஛田沖条ཬ跡 古代 ʷ

3 上ڷ遺跡 古代 ̋

4 遺跡ߕਂי 中世 ̋

5 খ坂ډ෇遺跡 中世 ̋

6 上Ӝ遺跡 古代 ʷ

7 道上遺跡ࣉ・஑遺跡ࡉ 中世 ̋

8 େ୔୩内遺跡 古代・中世 ̋

9 େ෢遺跡 中世 ʷ

10 上道Լ西遺跡 古代・中世 ʷ

11 ๅ田遺੻ 古代・中世 ̋

12 Լ沖北遺跡 中世 ̋

13 খ็遺跡 古代 ̋

14 一೭ޱ遺跡東 古代・中世 ̋

15 延໋ࣉ遺跡 古代 ̋

16 ஑田遺跡 中世 ʷ

17 原遺跡܀ 古代・中世 ̋

18 高༄遺跡܈ 中世 ʷ

19 ༨川中道遺跡 古෿・古代 ʷ
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いʯとい͏࡞業が行われる。土中にࢎ素をڅڙすることでイωのࠜ෗れを๷͙たΊの࡞業であるが、その

௶ഉ水のѱい水田なͲでは溝を掘ͬたり、イω͝と݀を掘ͬたりしͯ水をൈ͘場߹があるとい͏ʦ༗、ࡍ

2006ʧ。宝田遺跡の水田は、まさにഉ水性のѱい低࣪地にӦまれͯおり、こ͏した࡞業のࡍに設けられた

一時తな集水૷ஔがʮ人ҝత埋土土坑ʯなのか΋しれない。いͣれにせよ、զʑが遺跡発掘で目にするこ

とができる΋ののେ൒は行ҝのʮ݁Ռʯであり、行ҝのʮաఔʯを遺跡発掘からಘることはඇৗに೉しい。

出土遺物は古代とൺべඇৗにগな͘、その内༰にͭいͯ΋൒਺以上が土師質土器ࡼ Tྨである。珠洲

焼΍੨࣓のഁย΋出土したが、古代のよ͏に遺跡内΋し͘は௚近にॅډ域のଘ在をӐわせるよ͏な内༰で

はない。土師質土器ࡼにͭいͯ΋、遺物の΋ͭ性֨を൓өするよ͏な特௃తな出土状گはӐ͑なかͬた。

土師質土器ࡼと珠洲焼の年代からΈͯ、中世の水田は 13世紀代の΋のと推࡯される。ࠓճの調査で出土

した遺物の時期は 9世紀後葉、13世紀代、15世紀後൒～近世とஅଓతである。特に調査ର৅とした古代・

中世の水田は間૚をڬまͣにॏなͬͯおり、古代に遺跡地一ଳで水田࡞ߞを開࢝した後、13世紀にࢸる

までの間に一定期間のۭ白期があͬたՄೳ性が高い。

2　݁　　　ͼ

宝田遺跡は、鯖石川左岸の沖積地に立地し、平安時代から水田଄Ӧが࢝まり、中世、近世、ݱ代とҴ࡞

がଓけられͯきた。ࠓճ検出した平安時代の掘立柱建物、井戸は水田開発のࡍに一時తにډした遺構とߟ

͑られる。調査は、宝田遺跡શ域の͘͝一部にすぎないが古代三嶋郡の沖積低地の開発の一端をӐい஌る

ことができた。ࠓ後、調査のਐలからपลの集落遺跡の調査成Ռと߹わせ鯖石川ྲྀ域の古代・中世の؍ܠ

を෮ݩできるとࢥわれる。

2　݁　　　ͼ
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種別 遺構
番号 Ґஔ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（N） ୹࣠（N） ਂさ（N） ఈ面ඪ高

（N） ੾り߹い උߟ

4% 31 31,、32, 状ހ /−75°−8 1�90 0�54 0�07 3�58

4% 32 31,・L、32,・L 状ހ /−81°−E （4�46） （0�92） 0�08 3�55

4% 33 31,、32, ൒ԁ状 /−68°−8 （4�97） 0�62 0�13 3�55

4% 34 31, 状ހ /−76°−8 6�64 0�73 0�10 3�50 − 3�54

4% 36 31+、31, 状ހ /−28°−E 1�77 0�76 0�06 3�60

4% 40 28,～ 35. ൒ԁ状 /−10°−E （74�69） 3�49 0�18 3�38 − 3�50

4% 41 31L・.、32. ശ状 /−22°−E 12�17 2�21 0�69 2�84 4%40 内஑状部෼

4% 42 28.、29+・,・L・. 状ހ /−76°−8 （34�26） 2�34 0�10 3�65 �4%40ɼ45

4% 45 28,・L、29L、30L 状ހ /−19°−E （23�56） 2�85 0�06 3�56 �4%42 4%40 と߹ྲྀ

4% 46 29L・. 状ހ /−87°−8 9�10 0�86 0�09 3�62 − 3�63 �11 号水田 4%40と߹ྲྀ

4% 50 29L・. ൒ԁ状 /−48°−E （15�46） 2�88 0�54 3�06 − 3�59 �4%42 4%46 と߹ྲྀ

	（1）ߔ　代ݹ ଘ஋࢒（˓）

遺構番号 ํҐ（ܻ行） 構଄ চ面積 ܻ行 ྊ間

4#1 /−76°−8 2間ʷ 2間以上ʗଆ柱 21�5㎡ 2�47N以上 4�36N

構成ϐοτ Ґஔ 柱ࠜ 平面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） அ面ܗ ਂさ（DN） ఈ面ඪ高（̼） ϐοτ間ִ（̼）

167 31+25 ແ ପԁܗ 52 33 ࿙ే状 44 3�20 167 − 194 1�98

194 31,5 ແ ପԁܗ 62 48 ࿙ే状 46 3�16 194 − 171 2�22

171 32,1 ແ ԁܗ 36 31 状ࣈ6 42 3�26 171 − 168 2�17

168 32,7 ແ ԁܗ 33 33 ࿙ే状 41 3�31 168 − 173 2�46

173 32+22・23 ແ ପԁܗ 44 36 状ࣈ6 36 3�33

物ݐ代　掘ཱபݹ

種別 遺構
番号 Ґஔ 平面ܗ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（N） ୹࣠（N） ਂさ（N） ఈ面ඪ高（N） උߟ

4E 39 31,17・18・22・23 ԁܗ 状ࣈ6 /−0°−8 1�31	 1�29	 1�05	 2�53	

ށ代　井ݹ

遺構名 Ґஔ 平面ܗ ௕࣠ํ޲ 平面ن໛（N） 面積（㎡） උߟ

	1 号水田 30, ෆ੔ܗ /−30°−8 4�0 ʷ 3�6 14�4 水ޱあり（1号ʹ 4号）

	2 号水田 30,・L、31L ෆ੔ܗ /−74°−8 5�3 ʷ 4�5 23�9

	3 号水田 31,・L ௕ํܗ /−66°−8 6�2 ʷ 3�2 10�8

	4 号水田 30,、31, ෆ੔ܗ /−76°−8 8�9 ʷ 5�8 51�6 水ޱあり（4号ʹ 1号）

	5 号水田 30,・L ෆ੔ܗ /−76°−8 3�8 ʷ 3�8 14�4

	6 号水田 29+・,、30+・, ෆ੔ܗ /−82°−E 14�6 ʷ （13�3） （194�2） 水ޱあり（4%44ˠ 6号）

	7 号水田 28,、29, ෆ੔ܗ /−79°−8 8�1 ʷ 7�3 59�1 水ޱあり（4%43ˠ 7号）

	8 号水田 28L・.、29L・. ෆ੔ܗ /−85°−E 18�3 ʷ （14�1） （258�0）

	9 号水田 28.、29. ෆ੔ܗ /−78°−E （5�8） ʷ （8�0） （46�4）

10 号水田 30. ਖ਼ํܗ /−43°−8 （4�7） ʷ （5�5） （25�6） 水ޱあり（4%53ˠ 10号）

11号水田 29L・.、30L・. ෆ੔ܗ /−72°−8 （13�1） ʷ 7�5 （98�3）

12 号水田 32.・/、33.・/ ෆ੔ܗ /−17°−E 7�9 ʷ 6�1 48�2

13 号水田 33.・/、34.・/ ෆ੔ܗ /−88°−E 10�7 ʷ 9�9 105�9

14 号水田 34.・/、35.・/ ෆ੔ܗ /−76°−8 11�5 ʷ 9�7 111�6 水ޱあり（4%40ˠ 19号）

15号水田 34/、35/ ෆ੔ܗ /−9°−E （5�0） ʷ （2�2） 11�0

16 号水田 35.・/ ௕ํܗ /−11°−E （3�4） ʷ 6�4 （21�8） 水ޱあり（16号ʹ 17号）

17号水田 35. ௕ํܗ /−8°−E （2�8） ʷ 5�3 （14�8）

18 号水田 35L ෆ੔ܗ /−63°−8 （7�0） ʷ （2�6） （18�2）

19 号水田 35,・L ෆ੔ܗ /−11°−E （11�6） ʷ （5�2） 60�1

20 号水田 33L、34L ௕ํܗ /−6°−E 15�2 ʷ 7�9 120�0 水ޱあり（4%40ˠ 20号、	20 号ʹ 21号）

21号水田 34,・L、35,・L ෆ੔ܗ /−9°−E 9�4 ʷ 6�3 59�2 水ޱあり（20号ˠ 21号ˠ 23号）

22号水田 34L、35L ෆ੔ܗ /−7°−E 10�0 ʷ （5�0） （50�0） 水ޱあり（23号ˠ 22号）

23号水田 33,・L、34L ෆ੔ܗ /−71°−8 （9�8） ʷ 5�9 （57�8） 水ޱあり（21号ˠ 23号ˠ 22号）

24号水田 33L ෆ੔ܗ /−75°−8 8�2 ʷ 4�0 32�8 水ޱあり（4,88 ˠ 24号）

25号水田 41L・. ௕ํܗ /−86°−E （7�1） ʷ （3�9） （27�7）

26 号水田 41L・.、42L・. ௕ํܗ /−88°−E （6�4） ʷ 9�3 （59�5）

27 号水田 42L・.、43L・. ௕ํܗ /−88°−E （6�8） ʷ 5�5 （37�4） 水ޱあり（27号ʹ 28号）

28号水田 43L・. ௕ํܗ /−88°−E （5�7） ʷ 5�3 （30�2） 水ޱあり（27号ʹ 28号）

29号水田 43L・.、44L・. ௕ํܗ /−88°−E （5�0） ʷ 6�0 （30�0） 水ޱあり（29号ʹ 30号）

30号水田 41.・/ ௕ํܗ /−87°−E （8�8） ʷ （7�3） （64�2） 水ޱあり（29号ʹ 30号、	30 号ʹ 32号）

31号水田 41.・/ ௕ํܗ /−85°−E （2�3） ʷ （4�5） （10�6） 水ޱあり（31号ʹ 33号）

32号水田 42.・/ ௕ํܗ /−87°−E （8�9） ʷ 6�6 （58�7） 水ޱあり（30号ʹ 32号、	32 号ʹ 34号）

33号水田 42.・/、43.・/ ௕ํܗ /−88°−E （10�3） ʷ 6�7 （69�0） 水ޱあり（31号ʹ 33号、	33 号ʹ 35号）

34号水田 43.・/ ௕ํܗ /−88°−E （10�6） ʷ 5�7 （60�4） 水ޱあり（32号ʹ 34号）

35号水田 43.・/、44.・/ ௕ํܗ /−88°−E （12�0） ʷ 6�0 （72�0） 水ޱあり（33号ʹ 35号）

代　水田ݹ ଘ஋࢒（˓）
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遺構名 Ґஔ 平面ܗ ௕࣠ํ޲ 平面ن໛（N） 面積（㎡） උߟ

ᶝ �	1 号水田 28,、29, ෆ明 /−7°−8 （6�2） ʷ （2�5） （15�5）

ᶝ �	2 号水田 28+・,、29+・,、30+ ௕ํܗ  /−3°−8 18�8 ʷ （6�2） （116�6）

ᶝ �	3 号水田 30+、31+・,、32, ௕ํܗ  /−3°−E （19�5） ʷ （4�1） （80�0）

ᶝ �	4 号水田 29,、30, ௕ํܗ /−1°−8 10�5 ʷ 8�1 89�1 水40%4）ޱˠ 4号）

ᶝ �	5 号水田 30, ௕ํܗ /−2°−E 7�9 ʷ 3�4 26�9

ᶝ �	6 号水田 30,・L ௕ํܗ /−2°−E 4�3 ʷ 3�0 12�9

ᶝ �	7 号水田 30,・L、31,・L、32,・L ௕ํܗ /−2°−E 16�8 ʷ 12�7 213�4

ᶝ �	8 号水田 32,・L ௕ํܗ /−6°−8 （7�5） ʷ 5�3 （39�8）

ᶝ �	9 号水田 28L・. ௕ํܗ  /−10°−E （7�0） ʷ （2�9） （20�3）

ᶝ �10 号水田 28L・. ௕ํܗ  /−10°−E （6�7） ʷ （2�9） （19�4）

ᶝ �11 号水田 31.・/ ௕ํܗ /−90°−8 （8�8） ʷ 8�4 （73�9）

ᶝ �12 号水田 30. ௕ํܗ /−90°−8 （7�7） ʷ 4�7 （36�2）

தੈ　水田 ଘ஋࢒（˓）

種別 遺構
番号 Ґஔ 平面ܗ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（̼） ୹࣠（̼） ਂさ（̼） ఈ面ඪ高

（̼） ੾り߹い උߟ

4, 48 29L15・20、30L11 ௕ํܗ ୆ܗ状 /−9°−8 2�39 1�88 0�45 3�13

4, 87 33.1・2 ௕ํܗ ୆ܗ状 /−2°−8 1�40 1�17 0�57 2�99

4, 88 32L19・20・24・25、
33L16・21 ୆ܗ状 /−15°−E 5�92 1�92 0�50 3�08 ˺ 24 号水田

4, 89 33.2・3・4 ௕ํܗ ୆ܗ状 /−2°−8 3�14 1�52 0�70 2�80

4, 91 32,12・13・17・18 ପԁܗ 状ހ /−36°−8 （2�07） 1�40 0�20 3�51

4, 95 28L6・7・11・12 ପԁܗ ࿙ే状 /−70°−E 1�72 1�23 0�27 3�43

4, 96 32L23 ෆ੔ܗ ୆ܗ状 /−4°−E 2�15 1�63 0�63 3�08 ˺ 4,97

4, 97 32L24 ෆ੔ܗ ୆ܗ状 /−4°−E 2�15 1�63 0�48 2�94 ˺ 4,97

4, 101 41.2・3 ௕ํܗ ൒ԁ状 /−25°−8 1�31 0�95 0�31 3�11

4, 102 41.5・10 ௕ํܗ ൒ԁ状 /−5°−8 1�43 1�19 0�30 3�19 ʼܣ൞

4, 103 43.1・2・6・7 ପԁܗ ൒ԁ状 /−11°−E 1�82 1�14 0�29 3�20 ʼܣ൞

4, 104 41.18・23 ௕ํܗ ൒ԁ状 /−82°−8 1�53 （0�90） 0�34 3�00 水田ఈ面検出

4, 105 42.19 ௕ํܗ ୆ܗ状 /−85°−8 1�72 1�17 0�46 2�82 水田ఈ面検出

޵代　土ݹ ଘ஋࢒（˓）

種別 遺構
番号 Ґஔ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（N） ୹࣠（N） ਂさ（N） ఈ面ඪ高

（N） ੾り߹い උߟ

4% 52 29.、30L、30. 状ހ /−55°−8 （14�48） 1�96 0�12 3�60 − 3�63 ˺ 11号水田 4%40と߹ྲྀ

4% 53 30.、31. 状ހ /−48°−E （9�90） 3�93 0�22 3�56 ˺ 11 号水田 4%52と߹ྲྀ

4% 54 31.・/ 状ހ /−85°−8 6�81 1�60 0�21 3�50 − 3�53

4% 55 31. ൒ԁ状 /−32°−E 3�05 0�69 0�26 3�44

4% 56 31. 状ހ /−22°−E 1�05 0�27 0�04 3�65

4% 57 31. ൒ԁ状 /−61°−8 3�80 0�31 0�12 3�55 − 3�60 �4%59

4% 58 31. ൒ԁ状 /−80°−8 2�86 0�51 0�12 3�60

4% 59 31.、32. 状ހ /−18°−E 7�26 1�44 0�13 3�61 − 3�62 4%40 と߹ྲྀ

4% 61 31. ൒ԁ状 /−82°−8 1�98 0�39 0�14 3�56

4% 66 32+・, ൒ԁ状 /−72°−8 （2�88） 0�41 0�12 3�58

4% 75 32, 状ހ /−25°−E （1�83） 0�31 0�07 3�63 4X74 に߹ྲྀ

4% 76 32, 状ހ /−61°−8 （4�39） 0�36 0�09 3�63 4X78 に߹ྲྀ

4% 77 32, 状ހ /−62°−8 （4�66） 0�48 0�05 3�67 4X78 に߹ྲྀ

4% 79 32,・L 状ހ /−67°−8 3�30 0�68 0�12 3�56 4X78 に߹ྲྀ 4%77と一࿈

4% 84 32L 状ހ /−67°−8 0�80 0�23 0�06 3�66 4%76 と一࿈  

4% 90 29+・, 状ހ /−81°−E 6�00 0�60 0�10 3�66

種別 遺構
番号 Ґஔ 平面ܗ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（N） ୹࣠（N） ਂさ（N） ఈ面ඪ高

（N） ੾り߹い උߟ

4X 60 31.3・8 ෆ੔ܗ 状ހ /−73°−8 1�86 1�14 0�30 3�36 水ޱ  

4X 62 31.4・9 ෆ੔ܗ ൒ԁ状 /−58°−8 1�07 0�69 0�30 3�40

4X 74 32,8・9・13・14 ෆ੔ܗ 状ހ /−27°−E 2�26 1�57 0�06 3�65

4X 78 32,13・14・18・19・23・
24 状ހ /−20°−E （3�21） 2�15 0�12 3�60

4X 80 32L、33L ෆ੔ܗ 状ހ /−17°−E 5�66 5�25 0�17 3�52 古代の遺物をଟؚ͘Ή。

4X 83 32.13・14・18・19 ෆ੔ܗ 状ހ /−13°−8 2�50 1�81 0�09 3�49 �4X86 水田  

4X 85 32.17・18・22 ෆ੔ܗ 状ހ /−58°−8 2�50 0�65 0�19 3�49 �4%59 水ޱ  

4X 86 32.13・14 ෆ੔ܗ 状ހ /−13°−8 （2�10） 0�78 0�18 3�48 ˺4%40 水ޱ  

4X 92 32,24・25、32L4・5 ෆ੔ܗ 状ހ /−15°−E 2�84 1�77 0�10 3�60 水田  

4X 93 32,20・25、33,11・16・
21 ෆ੔ܗ 状ހ /−66°−8 3�36 2�26 0�11 3�63 水田  

ߏ代　ੑ֨ෆ໌遺ݹ ଘ஋࢒（˓）

	（2）ߔ　代ݹ ଘ஋࢒（˓）
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遺構名 Ґஔ 平面ܗ ௕࣠ํ޲ 平面ن໛（N） 面積（㎡） උߟ

ᶛ �1 号水田 41L・.・/、42L・.・/ ௕ํܗ /−82°−8 （15�2） ʷ （8�6） （130�7）

ᶛ �2 号水田 42L・.・/、43L・.・/ ௕ํܗ /−86°−8 （16�0） ʷ 17�0 （272�0）

ᶛ �3 号水田 43L・.・/、44L・.・/ ௕ํܗ /−86°−8 （15�7） ʷ （5�7） （89�5）

近ੈ　水田 ଘ஋࢒（˓）

種別 遺構
番号 Ґஔ 平面ܗ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（̼） ୹࣠（̼） ਂさ（̼） ఈ面ඪ高

（̼） ੾り߹い උߟ

4, 3 34.5・10、35.1・6 ௕ํܗ ൒ԁ状 /−4°−E （1�06） 0�87 0�23 3�35 ʼ 4,13

4, 4 35L21・22、35.1・2・6・
7 ෆ੔ܗ 状ހ /−87°−E 2�38 2�00 0�25 3�30

4, 5 34.10・15、35.6・11 ௕ํܗ ൒ԁ状 /−1°−8 1�40 1�17 0�43 3�17

4, 6 34/5・10、35/1・6 ପԁܗ ୆ܗ状 /−34°−E 2�54 1�64 0�59 2�98

4, 7 35.11・12・16・17 ԁܗ ୆ܗ状 /−8°−E 1�10 1�06 0�46 3�10

4, 8 33.16・17 ପԁܗ ୆ܗ状 /−6°−8 1�99 1�38 0�38 3�21

4, 9 35L17・18・22・23 ෆ੔ܗ ୆ܗ状 /−62°−8 （1�91） 1�13 0�47 3�00

4, 10 33,25・34,21、33L5・
34L1 ପԁܗ ୆ܗ状 /−12°−E 2�12 1�71 0�59 3�07

4, 11 33.9・10・14・15・19・
20 ௕ํܗ ୆ܗ状 /−11°−8 2�44 2�31 0�89 2�68

4, 12 33.7・12 ௕ํܗ ୆ܗ状 /−83°−E 1�20 1�11 0�48 3�19

4, 13 34.5・10、35.1・6 ௕ํܗ ൒ԁ状 /−83°−8 （1�55） （1�35） 0�56 3�02

4, 17 35,13・18 ପԁܗ ୆ܗ状 /−8°−E 1�65 1�28 0�45 3�02

தੈ　土޵ ଘ஋࢒（˓）

種別 遺構
番号 Ґஔ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（N） ୹࣠（N） ਂさ（N） ఈ面ඪ高

（N） ੾り߹い උߟ

4% 40 28,～ 35. 状ހ /−10°−E （74�69） 3�49 0�18 3�50 − 3�65

種別 遺構
番号 Ґஔ அ面ܗ状 ௕࣠ํ޲ ௕࣠（N） ୹࣠（N） ਂさ（N） ఈ面ඪ高

（N） ੾り߹い උߟ

4% 1 29/～ 31, 状ހ /−59°−8 38�46 2�10 0�83 3�56 − 3�73

4% 2 28,、29L、29/ 状ހ /−64°−E 35�28 1�46 0�22 3�60 − 3�65

தੈ　ߔ	 ଘ஋࢒（˓）

近ੈ　ߔ ଘ஋࢒（˓）

報告
番号

ਤ൛
番号

出土地఺
時期 種別 器種

ԑޱ
ଘ࢒
X�36

法ྔ 径
高
指
数

৭調
焼成 ଻土

調੔
උߟ

Ґஔ 遺構 ૚ ܘޱ ఈܘ 器高 ֎面 内面 ֎面 内面 ఈ面

1 31 32,1 4#1�171 1 古代 土師器 内ࠇ࿶ 5�0
にͿいԫᒵ৭
（10:36�3）

৭ࠇ
（10:2�1）

ී௨ 白৭ཻࢠ
Լ部ɿϩΫ
ϩέズリ

ఈ部にࠇ
ൗ。

2 31 31,18 4E39 4 古代 土師器 ࿶ 36 12�0 6�0 4�0 33
ᒵ৭
（5:37�6）

ᒵ৭
（5:37�6）

ී௨
白৭ཻࢠ・石
ӳ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ճసࢳ
੾り

֎面ࠇൗ。

3 31 31,18 4E39 4 古代 土師器 ࿶ 36 12�0 5�0 4�4 37
にͿいᒵ৭
（7�5:37�4）

にͿいᒵ৭
（7�5:37�4）

ྑ
白৭ཻࢠ・ν
ϟーτ・石ӳ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ճసࢳ
੾り

内֎面スス
 ෇ண  

4 31 31,18 4E39 4 古代 土師器 ࿶ 5�0
ᒵ৭
（7�5:37�6）

灰ԫ৭
（2�5:6�2）

ྑ
白৭ཻࢠ・ν
ϟーτ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ճసࢳ
੾り

内面ఈ部๽
ࠟ  スス  

5 31 31,18 4E39 4 古代 土師器 内ࠇ࿶ 5�0
にͿいԫᒵ৭
（10:37�2）

৭（/1�5�）ී௨ࠇ
白৭ཻࢠ・ν
ϟーτ・石ӳ

ϩΫϩφσ

6 31 31,13 135 4 古代 土師器 ࿶ 24 13�0 5�5 3�7 28
ઙԫᒵ৭
（10:38�4）

ઙԫᒵ৭
（10:38�4）

ྑ
白৭ཻࢠ・ν
ϟーτ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ճసࢳ
੾り

ຏ໓しͯい
る。

7 31 30L19 4%40 古代 灰釉陶器 ࡼ 6�6
灰白৭
（2�5:7�1）

ྑ ਫ਼៛

8 31 30L13 4%40 古代 須恵器 ༗୆ഋ 11�2 灰৭（/5�）
灰৭
（7�5:6�1）

ී௨ 白৭ཻࢠ
ճసϔ
ϥ੾り

9 31 31L25 4%40 1 中世 土師質
ࡼ T

（౮明ࡼ）
24 8�0 7�2 1�8

にͿいԫᒵ৭
（10:36�3）

灰৭׊
（10:34�1）

޷ྑ
࠭質土ࠇ৭微
࠭をଟྔにؚ
Ή。

Ϥコφσ
ԑ～体部ɿޱ
Ϥコφσ
ఈ部ɿφσ

खͮ͘
Ͷ

৶部にスޱ
ス෇ண。内
ఈ面に炭化
物෇ண。

10 31 29L15 4%40 ෴土 中世 土師質 ࡼ T 4 15�0
灰ԫ৭
（2�5:7�2）

灰ԫ৭
（2�5:7�2）

޷ྑ
ค質ਫ਼ྑ土微
ཻ࠭をわͣか
にؚΉ。

Ϥコφσ
ԑ～体部ɿޱ
Ϥコφσ
ఈ部ɿφσ

खͮ͘
Ͷϔϥ
φσ

11 31 29L16 4%50 1 古代 灰釉陶器 ࡼ 5 14�0
灰白৭
（2�5:7�1）

灰白৭
（2�5:7�1）

ྑ ਫ਼៛

12 31 30.25 4%53 3 古代 灰釉陶器 ࡼ 3 15�0 7�0 2�4 16
灰白৭
（2�5:8�1）

灰白৭
（2�5:8�1）

ྑ ਫ਼៛

13 31 32.22 4%59 3 古代 土師器 内ࠇ࿶ 5�0
ઙԫ৭
（2�5:7�3）

৭ࠇ
（10:2�1）

ී௨
白৭ཻࠇ・ࢠ
৭ཻࢠ

ϩΫϩ
έズリ

14 31 31.7 4,55 2 古代 須恵器 ແ୆ഋ 5 14�0
灰৭
（5:6�1）

灰৭
（5:6�1）

ྑ 白৭ཻࢠ

15 31 31.8 4%55 1 古代 土師器 ࿶ 4 11�4 5�4 3�9 34
にͿいԫᒵ৭
（10:37�3）

にͿいԫᒵ৭
（10:37�3）

ී௨ 白৭ཻࢠ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ճసࢳ
੾り

ຏ໓しͯい
る。

16 31 31.8 4%55 1 古代 土師器 ௕ᙈ 6 25�0
ᒵ৭
（5:37�6）

ᒵ৭
（2�5:36�6）

ී௨
白৭ཻࢠ・ν
ϟーτ

ϩΫϩφσ

17 31 32L10 4X80 1 古代 須恵器 ແ୆ഋ 5 11�0 灰৭（5:5�）灰৭（5:5�） ྑ 白৭ཻࢠ

土࡯؍ثද（1）
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報告
番号

ਤ൛
番号 άリοド 遺構 ૚Ґ 器種 石ࡐ ௕さ（DN） ෯（DN） ްさ（DN） ॏさ（̶） උߟ

30 31 41.9 ᶝ ౐石 ੨࣓ 4�24 2�93 0�70 14�70 స༻౐

報告
番号

ਤ൛
番号 άリοド 遺構 ૚Ґ 器種 石ࡐ ௕さ（DN） ෯（DN） ްさ（DN） ॏさ（̶） උߟ

31 32 31,18 4E39 2 ୆石 ૈཻ安ؠࢁ 14�75 11�04 9�36 1899�00

32 32 30L13 4%40 2 ຏ石ྨ ֯ર石安ؠࢁ 12�59 7�18 6�18 662�00

33 32 31L19 4%40 2 ຏ石ྨ ֯ર石安ؠࢁ 5�00 6�34 5�72 245�90

34 32 32,6 4%33 1 ౐石 ؠ灰ڽཻࡉ 2�74 2�73 0�76 8�50

35 32 33.7 Ⅷ ౐石 ؠཻ࠭ࡉ 6�07 6�23 4�40 91�20

36 32 33.16 4,8 1 ౐石 ؠ灰ڽཻࡉ 4�46 3�91 2�37 41�30

37 32 4%1 30.4 1 石਴ ૈཻ安ؠࢁ 11�71 4�48 4�07 240�70

38 32 32L6 32L6 ᶝ ܰ石製ݚຏ۩ ܰ石 2�90 5�31 2�74 6�40

ಃ࣓ثస༻౐ੴ࡯؍ද

ੴث・ੴ੡඼࡯؍ද

報告
番号

ਤ൛
番号 άリοド 遺構 ૚Ґ 器種 थ種 木औり ௕さ（DN） ෯（DN） ްさ（DN） උߟ

39 32 31,18 4E39 4 ๮状木製඼ ʕ ൘目 58�00 1�80 1�30

40 32 31,18 4E39 ʕ 杭 ʕ ؙ木औ 21�40 7�20 7�00

41 32 31,18 4E39 ʕ 杭 ʕ ؙ木औ 38�60 6�40 5�80

42 32 31,18 4E39 ʕ 杭 ʕ ؙ木औ 54�50 7�60 6�40

43 32 31,18 4E39 ʕ 杭 Ξサμ ؙ木औ 62�70 7�70 6�70

44 32 31L18 4%40 ʕ 杭 ϞΫϨϯଐ ൒ׂ 50�40 7�80 5�60

45 32 30L7 4%40 ʕ 杭 ϠφΪଐ ؙ木औ 37�50 7�30 6�80

46 32 31L16 4%40 ʕ 杭 ʕ ؙ木औ 54�20 6�00 6�00

47 32 29L18 4%42 ʕ 杭 Ϋリ ؙ木औ 135�60 6�00 5�30

木੡඼࡯؍ද

報告
番号

ਤ൛
番号 銭貨名

ಡํ
ཪ文ࣈ Ԧே ॳர年

（西ྐྵ） άリοド ૚Ґ ॎܘ֎
（NN）

ԣܘ֎
（NN）

内ܘॎ
（NN）

内ܘԣ
（NN）

銭ް
（NN）

ॏさ
（̶） උߟ

ॱ ର

48 32 ᗂೡݩ宝 ˓ ʕ 北૙ 1068 4%1 ෴土
（Տচ） 22�0 22�5 17�8 18�3 1�4 2�5 ਅ書体

49 32 ෢௨宝ߑ ˓ ʮ࣏ʯか 明 1368 31L20 Ⅷ 22�0 22�5 18�5 17�0 1�5 2�5 ਅ書体ࣛࣇౡ県Ճ࣏木町で࡞ら
れたࢲர銭か。

મ՟࡯؍ද

報告
番号

ਤ൛
番号

出土地఺
時期 種別 器種

ԑޱ
ଘ࢒
X�36

法ྔ 径
高
指
数

৭調
焼成 ଻土

調੔
උߟ

Ґஔ 遺構 ૚ ܘޱ ఈܘ 器高 ֎面 内面 ֎面 内面 ఈ面

18 31 32L4 4X80 1 古代 須恵器 ᆵ 6�4
灰৭
（5:6�1）

灰白৭
（5:7�1）

ී௨
ૈい白৭ཻࢠ
・νϟーτ

ϩΫϩέズ
リ

ճసϔ
ϥ੾り

ఈ部のΈ

19 31 31.12 Ⅷ B 古代 須恵器 ແ୆ഋ 4 12�0
灰৭
（7�5:6�1）

灰৭
（7�5:6�1）

ී௨ ๽書体部。

20 31 33.13 Ⅷ 古代 須恵器 ແ୆ഋ 4 12�8
灰白৭
（2�5:7�1）

灰白৭
（2�5:7�1）

ී௨ 白৭ཻࢠ ๽書体部。

21 31 30L20 4%1 1 中世 土師質
ࡼ T

（౮明ࡼ）
9 7�8 1�4

ઙԫ৭
（2�5:7�4）

ઙԫ৭
（2�5:7�4）

޷ྑ
ऑ࠭質ਫ਼ྑ土
৭微࠭をগࠇ
ྔؚΉ。

Ϥコφσ
ԑ～体部ɿޱ
Ϥコφσ
ఈ部ɿφσ

खͮ͘
Ͷ

৶部にスޱ
ス෇ண。

22 31 35.17 4,7 1 中世 土師質 ࡼ T 6 12�2
灰白৭
（2�5:8�2）

灰白৭
（2�5:8�2）

޷ྑ
ऑค質土ࠇ৭
微࠭をগྔؚ
Ή。

Ϥコφσ
ԑ～体部ɿޱ
Ϥコφσ
ఈ部ɿφσ

खͮ͘
Ͷ

৶部にスޱ
ス෇ண。

23 31 29.6 − ᶝ 中世 ੨࣓ ࿸ 6 12�4 ୶੨྘৭ ୶੨྘৭ ޷ྑ
灰白৭ऑ೪質
ਫ਼ྑ土。

ԑ部に白ޱ
৭೪土でོ
ଳˠࢪ釉

ແ文ˠࢪ釉

24 31 32L11 − ᶝ 中世 珠洲 ᙈ 灰৭（/4�）
灰৭
（5:5�1）

޷ྑ
白৭・ࠇ৭微
࠭をؚΉ。

平行ୟき ແ文あͯ۩

25 31 33.3 − ᶝ 中世 珠洲 ᆵ 灰৭（/5�） 灰৭（/5�） ޷ྑ
ւ໖状ࠎ਑・
白৭微࠭なͲ
をؚΉ。

ϩΫϩφσ
平行ୟき

φσઔ状あͯ
۩

部ݞ

26 31 32.1 − ᶝ 中世 珠洲 ᆵ
灰৭
（5:6�1）

灰৭
（5:5�1）

޷ྑ
ւ໖状ࠎ਑・
৭微࠭なͲࠇ
をগྔؚΉ。

ϩΫϩφσ
ˠݞ部に۳
ඳ೾状文

ϩΫϩφσ

27 31 33.3 − ᶝ 中世 珠洲 ยുޱ 灰৭（/5�） 灰৭（/5�） ޷ྑ
ւ໖状ࠎ਑・
白৭微࠭なͲ
をؚΉ。

ϩΫϩφσ
ϩΫϩφσˠ
Է目

28 31 33.8 − ᶝ 中世 土師質 ࡼ T 6 12�4 11�0 2�6
にͿいԫᒵ৭
（10:37�2）

にͿいԫᒵ৭
（10:37�2）

޷ྑ
ऑ࠭質土ࠇ৭
微࠭をগྔؚ
Ή。

Ϥコφσ
ԑ～体部ɿޱ
Ϥコφσ
ఈ部ɿφσ

खͮ͘
Ͷ

29 31 31L18 − ᶝ 中世 土師質 ࡼ T 7 12�0 3�2
にͿいԫᒵ৭
（10:37�3）

にͿいԫᒵ৭
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SD40-27・51

1

SD50　
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。しまり弱い。φ～2mmの炭化物を少量含む。
2 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。しまり強い。緑灰色粘質土をブロック状に多く含む。
3 緑灰色粘質土（7.5GY6/1）　粘性・しまりやや弱い。暗灰色粘質土をブロック状に少量含む。
4 緑灰色粘質土（7.5GY6/1）　粘性・しまりやや弱い。暗灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。

SD42　
1 褐灰色粘質シルト（10YR4/1）　粘性・しまり強い。

SD45　
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性・しまりやや強い。 SD46

1 褐灰色粘土質シルト（10YR5/1）　粘性・しまり強い。
 緑灰色粘質土を斑状に含む。

SD52
1 黒色粘質土（7.5Y2/1）　粘性やや強い。しまり強い。
 φ～5mmの炭化物をまばらに含む。
 灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。

SD40
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性・しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
2 灰色粘質土（N5/）　粘性強い。しまりやや強い。
3 暗灰色粘質土（10GY3/1）　粘性強い。しまりやや弱い。
4 緑灰色粘質土（7.5GY6/1）　粘性強い。しまり弱い。

SD42　
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。しまりやや弱い。
 φ～1mmの炭化物をまばらに含む。
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P

SD40

SD53
1 黒色粘質土（7.5Y2/1）　粘性やや強い。しまり強い。φ～5mmの炭化物をまばらに含む。
 灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。
2 灰色粘質土（N7/）　粘性・しまりやや強い。
3 暗灰色粘質土（N3/）　粘性・しまりやや弱い。φ～5mmの炭化物をまばらに含む。
 灰色粘質土をブロック状に少量含む。

SD55
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。炭化物粒子を少量含む。
 緑灰色粘質土を斑状に含む。
2 黒灰色粘質土（10YR3/1）　粘性・しまり強い。
3 1層と4層の混合。
4 黒色粘質土（10YR2/1）　粘性強い。しまりやや弱い。
 炭化物粒子を非常に多く含む。
SD56
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。炭化物粒子を少量含む。
 緑灰色粘質土を斑状に含む。

SD54
1 灰白色粘質土（N7/）　粘性・しまり強い。φ～5mmの炭化物をまばらに含む。
 灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。
2 黒色粘質土（N2/）　粘性・しまり強い。炭化物粒子を少量含む。
3 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。
 炭化物粒子を少量含む。緑灰色粘質土を斑状に含む。
4 褐灰色粘質土（10YR6/1） 粘性・しまり強い。炭化物粒子を少量含む。
 緑灰色粘質土を斑状に含む。

SD61
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）
 粘性・しまり強い。
 炭化物粒子を少量含む。
 緑灰色粘質土を斑状に含む。

P82
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）
 粘性・しまり強い。
2 褐灰色粘質土（10YR4/1）
 粘性強い。しまり弱い。
 炭化物粒子を少量含む。

SD59
1 灰色粘土質シルト（N5/）　粘性強い。しまりやや強い。緑灰色砂を含む。

SX83
1 褐灰色粘土質シルト（10YR4/1）　粘性・しまりやや強い。
 φ～5cmの緑灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。

SX86
1 灰色シルト（N5/）　粘性・しまりやや強い。

SX85
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。炭化物粒子をまばらに含む。
2 褐灰色粘質土（10YR6/1）　粘性・しまり強い。炭化物粒子をわずかに含む。
3 褐灰色粘質土（10YR6/1）　粘性・しまり強い。砂がラミナ状に入る。

SX60
1 灰色粘土質シルト（N5/）　粘性強い。しまりやや強い。緑灰色砂を含む。

SX62
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。
2 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。炭化物をわずかに含む。
 緑灰色粘質土を斑状に含む。

SD40
1 灰色シルト（N5/）　粘性・しまりやや強い。
2 褐灰色粘土質シルト（10YR4/1）　粘性・しまりやや強い。
3 灰色粘質土（5Y4/1）　粘性強い。しまりやや強い。
4 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性強い。しまりやや強い。炭化物粒子をまばらに含む。
 緑灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。
5 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性強い。しまりやや強い。炭化物粒子をまばらに含む。
 緑灰色粘質土をブロック状に多く含む。
6 褐灰色シルト（10YR5/1）　粘性強い。しまりやや強い。

SD57
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）
 粘性・しまり強い。
 φ～1cmの緑灰色粘質土を
 ブロック状に少量含む。
2 灰色粘質土（7.5Y5/1）
 粘性・しまり強い。

SD58
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）
 粘性・しまり強い。
 炭化物粒子を少量含む。
 緑灰色粘質土を斑状に含む。
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5

A A'

P94
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや弱い。
 しまりやや強い。φ～3mmの炭化物を少量含む。
2 灰色粘質土（N5/）　粘性やや強い。
 しまりやや弱い。
3 灰色粘質土（N6/）　粘性強い。しまりやや弱い。
 暗灰色粘質土をブロック状に少量含む。
4 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや弱い。

P67
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。
 しまりやや弱い。
 φ～3mmの炭化物をまばらに含む。
2 黒色粘質土（N2/）　粘性やや強い。
 しまりやや弱い。
3 灰色粘質土（N5/）　粘性やや強い。
 しまりやや弱い。
 φ～5mmの炭化物をまばらに含む。
4 灰色粘質土（N4/）　粘性強い。
 しまりやや弱い。
5 灰色粘質土（N4/）　粘性・しまりやや弱い。

SE39
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。しまりやや弱い。
 φ～10mmの炭化物をまばらに含む。
 φ～2cmの緑灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。
2 暗灰色粘質土（N3/）　粘性・しまりやや弱い。
 φ～5mmの炭化物を少量含む。緑灰色シルトをブロック状にまばらに含む。
3 緑灰色シルト（7.5GY6/1）　粘性・しまり弱い。
4 黒色粘質土（N2/）　粘性やや強い。しまり弱い。
 φ～15mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色シルトをブロック状にまばらに含む。

P71
1 暗灰色粘質土（N3/）
 粘性やや弱い。しまりやや強い。
 φ～5mmの炭化物をまばらに含む。
2 灰色粘質土（N5/）
 粘性やや強い。しまり弱い。
3 緑灰色粘質土（7.5GY5/1）
 粘性・しまりやや強い。

P72
1 暗灰色粘質土（N3/）　
 粘性・しまりやや弱い。
 φ～10mmの炭化物を少量含む。
 φ～2cmの暗灰色粘質土を
 ブロック状にまばらに含む。

P68
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。しまりやや弱い。
2 灰色粘質土（N6/）　粘性・しまりやや強い。
3 緑灰色粘質土（7.5GY5/1）　粘性やや弱い。しまり弱い。
 暗灰色粘質土をブロック状に少量含む。

P69
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。しまりやや弱い。
2 灰色粘質土（N5/）　粘性やや強い。しまり弱い。
3 灰色粘質土（N6/）　粘性・しまりやや強い。
4 灰色粘質土（N6/）　粘性やや強い。しまりやや弱い。
5 緑灰色粘質土（10GY5/1）　粘性・しまり弱い。

P73
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや弱い。しまりやや強い。
 φ～3mmの炭化物を少量含む。
2 灰色粘質土（N5/）　粘性やや強い。しまりやや弱い。
3 灰色粘質土（N6/）　粘性強い。しまりやや弱い。
 暗灰色粘質土をブロック状に少量含む。
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SK87・89
1 暗灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。
 2～3cm大のⅨ層ブロックをわずかに含む。
2 暗灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。
 2～3cm大のⅨ層ブロックをわずかに含む。
3 暗灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。
 2～3cm大のⅨ層ブロックを多く含む。
4 暗灰色粘質土（10YR4/1）　粘性・しまり強い。
 2～3cm大のⅨ層ブロックを少量含む。
5 灰色粘質土（5Y4/1）　粘性・しまり強い。
 2cm以下の炭化物を少量、2～3cm大のⅨ層ブロック
 を少量含む。
6 褐灰色シルト（10YR5/1）　粘性強い。しまりやや強い。

SK48
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色粘質土をブロック状に含む。

SK91
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまり弱い。
 φ～5mmの炭化物を少量含む。
 灰色粘土をブロック状にまばら含む。

SK91

SK87

SK89

SK88
1 褐灰色粘土質シルト（10YR4/1）　粘性・しまり強い。
 φ2～3cmの緑灰色粘質土をブロック状に少量含む。
2 褐灰色粘質土（10Y5/1）　粘性・しまり強い。
 緑灰色粘質土をブロック状に多く含む。

SK95　
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまり弱い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
2 灰色粘質土（N5/）　粘性やや強い・しまり弱い。
 φ～5mmの炭化物をまばらに含む。
3 灰色粘質土（N6/）　粘性やや強い・しまり強い。
 φ～5mmの炭化物を少量含む。
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SK97

SK101
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色粘土をブロック状にまばら含む。

SK102
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色粘土をブロック状にまばら含む。

SK104
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色粘土をブロック状にまばら含む。

SK105
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色粘土をブロック状にまばら含む。
2 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）　粘性やや強い。
 しまり強い。腐植を多く含む。

SK97
1 褐灰色粘質土（10YR6/1）　粘性強い。しまりやや強い。
 5cm以下のⅨ層ブロックをわずかに含む。
2 褐灰色粘質土（10YR5/1）　粘性・しまり強い。2～3cm
 大の暗灰色粘土ブロック・灰色粘土ブロック・Ⅸ層ブロック
 などを多く含む。

SK103
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色粘土をブロック状にまばら含む。

SK97
1 褐灰色粘質土（10YR4/1） 粘性・しまり強い。
 φ～5cmの緑灰色粘質土Ⅸ層をブロック状に少量含む。
2 褐灰色粘質土（10YR5/1）　粘性・しまり強い。
 緑灰色粘質土Ⅸ層を多く含む。
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SK3
1 灰色粘質土（N4/）　粘性やや強い。しまり強い。
2 暗灰色粘質土（N3/）　粘性やや強い。しまり弱い。
3 緑灰色粘質土（10GY6/1）　粘性強い。しまりやや強い。
4 灰色粘質土（N5/）　粘性強い。しまりやや強い。
 緑灰色粘質土をブロック状に含む。
5 灰色粘質土（N5/）　粘性やや強い。しまり弱い。
 緑灰色粘質土をブロック状に含む。
6 灰色粘質土（N5/）　粘性強い。しまりやや弱い。
7 灰色粘質土（N6/）　粘性やや強い。しまり強い。

SK4
1 暗灰色粘質土（7.5Y3/1）　粘性・しまりやや強い。緑灰色粘質土をブロック状に含む。
2 暗灰色粘質土（7.5Y3/1）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～3mmの炭化物を少量含む。
3 暗灰色粘質土（10Y3/1）　粘性強い。しまりやや強い。φ～1mmの炭化物を少量含む。
 緑灰色粘質土をブロック状に含む。
4 灰色粘質土（N4/）　粘性・しまりやや強い。

SK5
1 暗灰色粘質土（7.5Y3/1）　粘性強い。しまりやや強い。緑灰色粘質土をブロック状に含む。
2 暗灰色粘質土（7.5Y3/1）　粘性非常に強い。しまり強い。φ～2mmの炭化物を少量含む。
3 灰色粘質土（10Y4/1）　粘性やや強い。しまりやや弱い。緑灰色粘質土をブロック状に含む。
4 灰色粘質土（N5/）　粘性・しまり強い。緑灰色粘質土をブロック状に多く含む。
5 灰色粘質土（10Y4/1）　粘性強い。しまりやや強い。

SK6
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～50cmの灰色粘質土・φ～30cmの緑灰色粘土をブロック状に含む。

SK8
1　暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～1mmの炭化物を少量含む。φ～10cmの灰色粘質土・
 φ～50cmの緑灰色粘質土をブロック状に含む。

SK7
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～1mmの炭化物を少量含む。φ～20cmの灰色粘質土・
 φ～30cmの緑灰色粘質土をブロック状に含む。
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0 2m（1：40）

1

1

1

1

1
1

SK3

開渠
SK9
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～1mmの炭化物を少量含む。φ～10cmの灰色粘質土・
 φ～50cmの緑灰色粘質土をブロック状に多く含む。

SK10
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～1mmの炭化物を少量含む。φ～20cmの灰色粘質土・
 φ～30cmの緑灰色粘質土をブロック状に含む。

SK12
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～1mmの炭化物を少量含む。φ～20cmの灰色粘質土・
 φ～30cmの緑灰色粘質土をブロック状に含む。

SK11
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～2mmの炭化物をまれに含む。φ～50cmの灰色粘質土・
 φ～30cmの緑灰色粘質土をブロック状に含む。

SK17
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～50cmの緑灰色粘質土をブロック状に含む。

SK13
1 暗灰色粘質土（N3/）　粘性強い。しまりやや強い。
 φ～1mmの炭化物を少量含む。φ～10cmの灰色粘質土・
 φ～50cmの緑灰色粘質土をブロック状に多く含む。
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Ⅶ
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Ⅸ

SD2

SD1

SD2
1 褐灰色粘質土（10YR4/1）　粘性非常に強い。しまり弱い。
 Ⅶ層に類似する。

SD1
1 褐灰色砂（7.5YR6/1）　粘性なし。しまり弱い。
2 灰黄褐色砂（10YR5/2）　粘性なし。しまりやや弱い。
3 褐色砂（10YR4/4）　粘性なし。しまり強い。
4 緑灰色粘質砂（5G6/1）　粘性・しまりやや弱い。
5 緑灰色粘質砂（5G6/1）　粘性・しまりやや弱い。緑灰色粘質土をブロック状に多く含む。
6 緑灰色砂（5G6/1）　粘性なし。しまり弱い。緑灰色粘質土をブロック状に少量含む。
7 緑灰色シルト（5G6/1）　粘性弱い。しまりやや弱い。φ～1mmの炭化物を少量含む。緑灰色粘質土をブロック状にまばらに含む。
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図 版 30 Ⅴ層遺構個別図
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Ⅶ層遺ߏ　શ景（ਅ্から）

ᶞ層遺ߏ　શ景（ਅ্から）
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Ⅰ～Ⅳ

Ⅴ

Ⅶ

Ⅶb

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

土　坑

基本層序（33/15 グリッド）（東から）

SE39　土ثࢣ࿶　出土状況（南から）
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平安時代の水田（34・35グリッド付近）（南から）

平安時代の水田（41〜 44グリッド付近）（北から）



図 版 37

Ⅴ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

SB1-P94　断面（西から） SB1-P94　完掘（西から）

基本層序（35M1グリッド）（西から） SB1（西から）

SB1-P67　断面（西から） SB1-P71　断面（北から）

SB1-P68　断面（南から） SB1-P73　断面（西から）

基本૚ং・古代（Ⅷ૚）の遺構（1）



図 版 38

SE39　遺物出土状況（南から） SE39　断面（南から）

SE39　完掘（南から） SE39　木杭検出状況（南から）

1号水田（西から） 1号水田（南から）

2号水田（南から） 2号水田（東から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（2）



図 版 39

1・2号水田畦畔（西から） 2号水田・SD40　断面（南から）

3号水田　断面 50-50'（南から） 3号水田　断面 51-51'（東から）

4号水田　断面 52-52'（南から） 4号水田　断面 53-53'（西から）

5号水田（南から） 5号水田　断面 27-27'（西から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（3）



図 版 40

6号水田 22-22'（南から） 8号水田（南西から）

10号水田（南西から） 10号水田（西から）

12号水田（西から） 14号水田（西から）

16・17号水田（南から） 21・22号水田（南から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（4）



図 版 41

33号水田（西から） 32・34号水田水口　断面（北から）

28・29号水田畦畔　断面（南から）27・28号水田水口（北から）

21・22号水田畦畔　断面（南から） 14号水田　断面（南から）

12・20号水田畦畔　断面（北から）21号水田　踏み抜き痕（南から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（5）



図 版 42

SD40　完掘（北から） SD40（北から）

SD40　断面（南から） SD40　断面 42-42'（南から）

SD40 溜め井部分（南から） SD40断面 12-12'（南から）

SD40 溜め井部分　断面 42-42'（南から） SD40 溜め井部分　断面 43-43'（南西から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（6）
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SD31　断面（西から） SD32　断面（西から）

SD33　断面（西から） SD34　断面（西から）

SD36　断面（北から） SD42　完掘（東から）

SD42　断面 7-7'（西から） SD42　断面 21-21'（西から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（7）
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SD42　断面 24-24'（東から） SD42　堰　検出状況（東から）

SD42　堰　断面（東から） SD43　断面（南から）

SD47　断面　（南から） SD50　（西から）

SD50　断面 8-8'（西から） SD50　断面（東から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（8）



図 版 45

SD52　断面 13-13'（西から） SD52　断面 14-14'（東から）

SD52（北西から） SD53　断面（北西から）

SD55　断面（北東から） SD55（南西から）

SD57　断面（東から） SD58　（東から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（9）
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SD66　断面（東から） SD75　断面（南から）

SD76　断面（西から） SD77　断面（西から）

SD76・77（東から） SD79　断面（西から）

SD84　断面（西から） SD90　断面（西から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（10）
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SK48　断面（西から） SK48　完掘（西から）

SK88　完掘（南から）SK88　断面（南から）

SK87　完掘（西から） SK89　完掘（南から）

SD40（31M5グリッド）　堰の小杭（西から）SK87・89（北から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（11）
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SK91　断面（南から） SK95　断面（南東から）

SK95　完掘（南東から） SK96　断面（南から）

SK97　断面（東から） SK96・97　完掘（北から）

SK101　断面（南西から） SK101　完掘（南西から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（12）
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SK102　断面（南から） SK102　完掘（南から）

SK103　断面（北から） SK103　完掘（北から）

SK104　断面（北から） SK104　完掘（北から）

SK105　断面（北から） SK105　完掘（北から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（13）
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SX60　断面（北から） SX62　断面（南から）

SX74　断面（西から） SX78（西から）

SX80（東から） SX85（南西から）

SX92　（西から） SX93（南から）

古代（Ⅷ૚）の遺構（14）
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Ⅶ層　28・29Kグリッド　近景（南から） Ⅶ層　30・31Kグリッド　近景（北東から）

Ⅶ層　29・30Mグリッド　近景（北から） Ⅶ層　34・35Mグリッド　近景（南から）

Ⅶ層　4・5号水田畦畔　断面（東から） Ⅶ層　5・7号水田畦畔　断面（東から）

Ⅶ層　3・7号水田畦畔　断面（北から） Ⅶ層　12号水田畦畔　断面（南から）

中世（ᶝ૚）の遺構（1）
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Ⅶ層　SK3　断面 A-A'（東から） Ⅶ層　SK3　断面 B-B'（北から）

Ⅶ層　SK3　完掘（北から） Ⅶ層　SK4　断面 A-A'（西から）

Ⅶ層　SK5　断面 A-A'（東から）Ⅶ層　SK4　完掘（西から）

Ⅶ層　SK5　完掘（北から） SK6　断面（東から）

中世（ᶝ૚）の遺構（2）
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Ⅶ層　SK6　完掘（南東から） Ⅶ層　SK7　断面（東から）

Ⅶ層　SK7　完掘（東から） Ⅶ層　SK8　断面（北から）

Ⅶ層　SK9　断面（西から）Ⅶ層　SK8　完掘（北から）

Ⅶ層　SK9　完掘（西から） Ⅶ層　SK10　断面（北から）

中世（ᶝ૚）の遺構（3）



図 版 54

Ⅶ層　SK10　完掘（北から） Ⅶ層　SK11 断面（西から）

Ⅶ層　SK11　完掘（西から） Ⅶ層　SK12　断面（南から）

Ⅶ層　SK13　断面（東から）Ⅶ層　SK12　完掘（南から）

Ⅶ層　SK13　完掘（東から） Ⅶ層　SK17　断面（西から）

中世（ᶝ૚）の遺構（4）
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Ⅶ層　SK17　完掘（西から） Ⅴ層　SD1　完掘（東から）

Ⅴ層　SD1（東から）Ⅴ層　SD1　断面 5-5'（西から）

Ⅴ層　SD2（北東から） Ⅴ層　SD2　断面 2-2'（東から）

Ⅴ層　水田（41〜 44列グリッド）（北から）Ⅴ層　SD2　断面 3-3'（東から）

中世（ᶝ૚）の遺構（5）・近世（ᶛ૚）の遺構
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39～47　〔1:8〕
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48・49　〔2:3〕

おにぎり状炭化米　〔1:1〕
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所収遺跡名 種別 時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

宝田遺跡 生産 平安時代（9世
紀後葉）

掘立柱建物１棟、井戸１基、
水田 35枚、溝 28条、土坑
12基

灰釉陶器、須恵器、土師器、石器、
木杭

中世（13世紀
～ 15世紀）

水田 12枚、溝 2条、土坑
12基

珠洲焼、土師質土器、石器、銭貨、
木杭、おにぎり状炭化米

近世（17世紀
～ 18世紀）

水田 3枚、溝 2条

要　　約

　宝田遺跡は、柏崎平野北西部、鯖石川左岸の沖積地に立地する。平安時代、中世、近世の遺構面が
あり、各面で水田跡、溝を検出した。特に平安時代では、水田域とそれに接する微高地上で集落の一
部である掘立柱建物、井戸を検出した。このことにより、古代三嶋郡における生産体系の中での沖積
低地開発の一端を明らかにすることができた。また中世では、放射性炭素年代測定で 15世紀中頃と
推定されたおにぎり状炭化米が出土した。
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